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「マスター、いつもの席に座るぞ」

　俺の日課は仕事終わりに、安酒場へ寄ることだった。決して広くはない店内の、ガヤガヤとした喧騒が少しだけ心地よい。

　俺の名前はテオフィール・クローゼ。宮廷魔術師として働いている者だ。宮廷とつくだけあって、国に仕えている。まあ、それなりに高位な役職だと思ってくれればいい。

「今日も来てくれたんですね、テオフィールさん」

「マスター、いつものだ」

　俺はチップを渡す。こうしておくと有益な情報を得られたり、サービスしてくれたりするんだ。

「こう言うのものなんですが……あなたは変わってますよね。二十代の若さで宮廷魔術師になられたお方だ。もっといいバーに行くことも、できるんでしょう？」

　確かに、宮廷魔術師として働いている俺はそれなりに稼いではいる。もっと高級なバーに行くことも可能なのだが、安酒場のほうがいい理由がある。それは、尻の軽い女が多く集まるからだ。

　自分で言うのもなんだが、俺は学生の頃から魔術の天才として育ってきた。女たちに言わせると、俺は端正な顔立ちをしているらしい。受けの良い経歴と相まって、簡単に女を抱くことができた。

　しかし、昼間は真面目に働いてはいるのだが、組織に属しているとしがらみも多い。

　周りとの面倒なコミュニケーションを取らないといけないし、バカの相手をしなくちゃいけない時もある。決められた時間内で働かなくちゃいけないという規則もあるしな……。

　そういったストレスを解消するためにも、夜は女と遊ぶことが俺の楽しみになっている。

　特に見た目が美しく、胸のでかい女が好きだ。どんな男でも一度は抱いてみたいと思うような女を、自分の力で落とすことが何よりも快感なんだ。そういった意味で、安酒場で女を探すのはいい。一夜限りの関係を許してくれることが多いし、面倒な口説き文句も必要ない。

　貴族のお嬢様を抱いたこともあるが、プライドだけが高くて面倒なことも多かった。まあ、俺の肉棒でよがり狂わせ、俺なしじゃ生きられないようにしたのは楽しかったが。

「テオフィールさん」

　簡単なつまみだけでのんびりとワインを飲んでいると、マスターが俺に声をかけてきた。

「いい情報を仕入れてきましたよ」

　店の一番端の席に座り、いつもどおり女を物色していた俺に、マスターが教えてくれる。

「どんな女だ」

「エルレイス魔法女学院の者だそうです」

「ほう」

　エルレイス魔法女学院といえは、この国でもトップレベルの魔法学校だ。

　男子禁制で、生徒はもちろん教員も女だけだという。基本的にお嬢様ばかりで、娘の純潔を守りながら魔法を習わせることができるため、金持ちの間では高評価な学院だ。

　俺も別の魔法学院に通っていたため、エルレイス魔法女学院の噂には少し詳しい。

　女学院の少女は、多くの男の憧れの対象だった。あいにく当時は、お高く止まっている女たちだと感じて興味を持つことはなかったが、二十代中盤にもなると若い女を味わいたい時もある。

　高嶺の花と呼ばれる者たちを自分の女にするのは、さぞかし気分も良いだろうな。

　まあ、酒場に来ているのは学生じゃないだろうけど。関係者であれば利用することは可能だろう。

「あそこです」

　マスターが指さした先には、黒系のスーツを着た女が座っていた。タイトスカートからはすらりとした足が伸びていて、腰はほっそりとしている。驚くべきはその胸の大きさだった。

　スーツがはち切れそうなくらい盛り上がった乳をしているため、周りにいる男たちがチラチラと彼女を気にかけている。今もまさに、顎髭を蓄えたワイルドな男が近づいているところだった。

「姐さん、俺と場所を変えて飲まないかい？」

　自分の体に自身があるのだろう。太い腕を見せつけるようにぐっと力を入れていた。

「……いい体してるね。だけど、あたしの好みじゃないんだよ。酒がまずくなるから、とっとと消えな」

　ひゅーっと内心で口笛を吹く。屈強な男を相手にまったく臆することのない態度。胸もでかいし、ああいった気の強そうな女は俺の好みだった。

「さて……」

　俺が立ち上がるとちょうど、男の怒声が聞こえてきた。

「この俺が誘ってるのに断るだと!?　女ぁ、どうなるかわかってるのかぁ!?」

　顎鬚の男は今にも女に殴りかかるような勢いだ。それでも彼女は男の言葉を無視し続け、淡々とグラスの酒を飲んでいた。

「このクソ女ぁぁぁ！」

　酒の勢いもあるのか男は激昂し、女に殴りかかった。

　……やれやれ。面倒なことになってしまったな……。俺は魔法を発動させる。

「なっ!?　お、俺の腕が……う、動かねぇ……！」

「その辺にしておけよ、おっさん」

「──ッ!!　て、てめえか……クソガキ……！」

　行動を停止させる魔法を発動したのだ。

　魔法はこの世界に広く知れ渡っているが、せいぜい生活に役立つ程度を使えれば十分だと思われている。ほとんどの者は、魔力はあっても何もできない。自慢の怪力で必死に動かそうとするが、びくともしない。ギギギ、と歯を食いしばる音だけが響いてくる。

「すぐに帰るなら、見逃してもいいぞ」

「調子に乗るなよ、クソガキ！　早く解放しろ……！」

「そうか、ではしょうがない。解放してやるよ」

　魔法を解除すると、すぐさま殴りかかってきた。まったく……単細胞な奴は本当につまらない。

「死ねよ、クソガキィィィィ！」

「バカだな、お前」

　ボゴォ、と鈍い音が響き、男は突っ込んできた方向とは逆方向へ飛ばされた。

「ぐおおおおっ!?」

　何が起こったのかわからないのか、男は顔に手を当てている。

「衝撃波をぶつけたのさ。次は今の十倍を当てるぞ。そのブサイクな鬚面が、さらにひどいことになりたくないなら、今すぐ消えるんだな」

「な、なな、なんだ……お前は……っ！」

　そこでやっと男は気がついたのか、はっと目を大きく開けた。

「そ、そのマントの紋章は……宮廷魔術師!?　お、お前……まさか……。宮廷の最年少記録は四十三歳だったのに、いきなり二十年も記録を更新したという──」

「テオフィール・クローゼとは俺のことだ」

「ひ、ひぃぃいぃぃぃ！」

　悲鳴を上げながら、男は逃げ出してしまった。別に魔物でも魔族でもないんだがな。まあ、あれくらいビビらせておいたほうがいいだろう。マントの埃を払うと、女が声をかけてきた。

「ありがとう。あたしを助けてくれたんでしょ？」

「そういうことになるな。どうする？　このまま飲み続けるか？」

「騒動のせいで店も慌ただしいしね。どう？　あたしとふたりきりで飲まない？」

「いいだろう」

　俺はいいチャンスができたと内心で笑みを浮かべる。この女は、俺に興味を持っているはずだ。あとはどうにかして抱くことができれば……な。まあ、難しいことじゃないだろう。

　現に女はわざとらしく胸を寄せて、深い谷間を強調している。そこらの男なら鼻の下を伸ばして必死に口説こうとするのだろうな。俺はむしろ、こうやって男を手玉に取ろうとする女を自分のものにすることこそ、喜ぶタイプだ。

「近くに、上質な酒が揃っているいい店を知っている。そこでどうだ？」

「いいじゃない。行きましょう」

　こうして俺は、女学院の関係者だという女と共に店を出たのだった。
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「ぷはぁ～！　ほんとうに、いい酒だわ」

　もう、かれこれ二時間くらい俺たちは酒を飲んでいる。もともと酒が強いことと魔法でアルコールを中和しているから俺は平気だが、目の前の女──ユリア・エルレイスもまた、平然と酒を飲み続けている。……こちらは、完全に酒豪というやつだな。

　ここは俺が気に入っている酒場の二階。こっそり店主を魔法で操ることで酒を飲み放題にすることができたし、ベッド付きの部屋を借りることもできた。本当は洗脳系の魔法は禁忌なのだが、俺はバレないように使用している。何事もそうだが、見つからなければどうということはないんだ。

「テオフィール君って、若いのにお酒に強いんだねぇ！」

　見た目からはもう少し若いと思ったが、彼女は俺よりも少し年上だった。先ほどの酒場のマスターは彼女のことを魔法女学院の者と言っていたが、関係者などというレベルではない。




　彼女はエルレイスの──学院長だった。




　エルレイス魔法女学院を創立したのはユリアの母親で、今は理事長という立場故に、現場の管理を娘に任せているらしいのだ。

「最近の若い子ってさぁ～、発育がいいんだよねぇ」

「な、何を言ってるんですか？」

　ちなみに普段の俺は好青年で通っている。この手の会話には驚きを見せたほうが自然だろう。

「いやさ、結構なボインちゃんも多くて、女子校じゃなかったらレイプ事件とか起きてるんじゃないかなぁって。あっはっは～」

　だいぶ酔っ払っているのか、ユリアも饒舌になってきた。

　二時間の間、魔法についての真面目な話も少しはしたが、お互いのことを話したり、大半は女学院のネタを聞き出すように水を向けてきた。

　俺は介抱するフリを見せながら、彼女のことを観察していた。

「それにしてもテオフィール君ってイケメンだよねぇ～。モテモテでしょ？」

「そんなことありませんよ」

「またまたぁー。爽やかな顔を見せているくせに、内心ではえぐいこと考えてるんでしょ？　酒場での時と態度が違うもん」

「……」

　酔っ払っているとは言え、よく見ているな。さすがは最高レベルの魔法学院の長というところか。

「あたしさ、小さい頃から母さんに厳しくしつけられてきたから、全然遊んでなくて……」

「そうだったんですね」

「学院長に就任して、少し時間の余裕ができてから、やっと遊べるようになったのよ～」

「大変だったんですね。でも、そういったことが今の仕事に生きているのでは？」

「まあね。でもやっぱり美味しいお酒飲んで、イケメンに抱かれるっていう人生もいいなぁ～って」

　そう言いながらユリアが俺に抱きついてきた。

　豊満な胸が俺の体に押し付けられ、谷間がさらに深くなっている。このまま胸を揉みしだいてみるのもいいが、少し様子を見ることにする。

「ねえ、部屋に連れてきたってことは……あたしとエロいことしたいんでしょ？」

　彼女は俺の腹部を撫でながら、徐々に下のほうに動かしてきた。

「ククク、バレてしまったな」

「……あ、黒いテオフィール君が出てきた」

「お前相手に嘘をついても仕方ないからな」

「あんっ、そういう態度のほうがゾクゾクきちゃう～」

「お前こそ、俺に抱かれたいからノコノコとついてきたんだろ？」

「酒場に入った時からあなたのことが気になっていたの。そしたら助けてくれて……」

「ふっ、お互いの利になったというわけか」

「そういうこと♪」

　ユリアは腹部に置いてあった手を股間へと近づける。

「顔は好みだけど、ここはどうなのかしら？」

　カチャカチャと音を立てながらベルトを外すと、彼女はズボンを脱がしていった。

「ふふ、あたしが抱きついてるのに、まだ硬くなってない……。女慣れしてるのね」

「どうだろうな」

「あたし、こう見えてもモテるのよ？　だから男を選びまくってるわけだし」

「そんな女に俺は選ばれたんだよな。誇らしいな……」

「あそこをちゃんと見てから、最終判断よ♪」

　そう言って彼女は下着の上から俺の肉棒を撫でまわすのだった。

　遊び人を自称するだけあって、ユリアの動きはまるで高級娼婦のようだ。丁寧に指先で肉棒を挟みながら、手のひらで先端を転がしている。

　俺の肉棒も徐々に硬くなっていくのだった。

「ちょ……やだ。どんどん大きくなって……ええっ!?　まだ大きくなるの!?」

　下着を貫通してしまうくらい肉棒が大きく膨らんでいる。

　股間がテントのようになっているのを見て、彼女も我慢できないようだった。俺の許可も得ず、鼻息を荒くしたまま下着を脱がしていった。

「う、嘘……」

　一瞬で酔いが冷めてしまったかのように、ユリアは冷静に口にする。

「な、なんて大きさなの……！　しかも、こんなに太くて長いなんて……！」

　肉棒にはそれなりに自信がある。これで何人もの女を手玉にとってきたしな。

「こ、こんなの……あ、あたし……初めてだわ……」

「怖いか？」

「怖い？」

　俺がからかうように言うと、彼女は少しむっとした態度をとった。

　クク、なるほど……そういうことか。

　ユリアはもともと、厳しくしつけられてきたお嬢様育ち。

　若い頃の鬱憤が大人になった今、吐き出されている状態だ。そういった女は自分が遊び人であることをクールだと思っている節がある。

　要は学生時代に自分が憧れていたものになることができたのだから、今の自分をバカにされるというのは、そのプライドを否定されることになる。

　根っからのビッチではなく、ビッチのフリをするお嬢様ほど、からかっていて楽しいものはない。

「ふ、ふん……バカにしないで……！　あたしはこれでも経験が豊富なのよっ」

　経験の量を自慢するところも、未熟な証拠だ。まあ、本当に経験豊富なのかは怪しいがな。

「あたしがどれくらい知っているか、教えてあげようじゃないのっ！」

「それは楽しみだ」

「じゃあ、ベッドに寝て」

　仰向けで寝るようにと、俺に指示を出したのだった。

　言われたとおりにすると、ユリアは俺の体をまたぐ。

「ふふ、楽しみね♪」

　舌なめずりをしながら、彼女も肌を露出していく。

　俺の手よりも遥かに大きい胸を出し、スカートをたくしあげて、下半身も露出した。

　むちっとした体型をしていて、童貞だったら見ただけでも射精してしまいそうな素晴らしい体つきをしている。

　俺の肉棒もさらに硬くなっていくようだった。

「また大きくなったみたいじゃない……。あんっ……あなたのを見ていたら、ますます我慢できなくなってきたわ……」

　ユリアの秘部から、ねっとりした液体がこぼれ落ちる。

　まだ愛撫をしたわけじゃないのに、彼女の膣が濡れてしまっているのだ。

「こ、こんなの我慢できない……！　い、入れるわ……！」

　そう言って彼女は肉棒を挿入していった。
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「ああん……入って、くるぅ……！」

　俺の肉棒がでかいからか一気に入れることは難しいようだったが、少しずつ腰を落としながらユリアは完全に挿入してしまった。

「ふふ、この体勢……好きなのよね」

「どうしてだ？」

「イケメンを見下ろすことができるから」

　どうやら学生時代に真面目ちゃんだったことが、だいぶコンプレックスとなっているようだ。こうして男をバカにすることで自尊心を保っているのだろう。

　それを壊すことが大事になってくるだろうな。

「テオフィール君は動いちゃダメだからね。あ、声は出してもいいから」

「了解した」

　ずいぶん楽しそうだな。年下の男を手玉に取ることがそんなに心地良いのか？

　まあ、俺も当分の間は付き合ってやろう。だが、大した腰振りもできないようなら、俺のほうから攻めさせてもらうぞ。

「ほら、見て……全部に入っちゃった」
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　ユリアは股を広げ、俺に結合部を見せてくる。すでにムラムラしているのか、片手で豊満な乳を揉みながら息を荒くしているのだった。

「じゃあ、動くからね」

　Ｍ字に足を広げ、彼女は尻を上下に動かしていく。さすがに遊び人を自称するだけあって、腰をくねらせながら滑らかな動きをしていった。いきなり加速するのではなく、俺の肉棒を味わうように、前後左右に振りながら堪能しているようだ。

「はぁん、んっ……なに、これ……！　ちょっと動いただけで気持ちいいんだけど」

「今までで、何番目にだ？」

「あら、そんなことを聞くなんてすごい自信があるのね」

「お前の心地よさそうな表情を見ていたら、一気に自信が湧いてきたよ」

　俺が冗談っぽく言うと、ユリアも納得したようにくすりと笑うのだった。

　彼女は頬を染めながら、

「そ、そうね……今の時点でナンバーワンと言っていいほどよ。入れただけで……その、イキそうになるのは初めてだから」

「クク、だろうな」

　俺を盛り上げるために嘘をついているとは思えない。現に彼女の膣内が小刻みに痙攣しているのがわかるのだ。表情にも余裕がなくなってきているし、彼女自身も自分の欲望を爆発させたいと考えているに違いない。

「そんなにゆっくり腰を振っていて、いいのか？」

「た、楽しもうと思ってね」

「嘘だな。すぐにイクのが恥ずかしいと思っているんだろ？」

　この手のプライドの高い女はいつも自分を高く見せようとする。これだけいい体を持っているんだ。男が勝手に射精してしまう経験のほうが多いだろうしな。

　ユリアはもう、俺相手に無理はすまいと思っているのだろう。やれやれ……面倒な奴だ。

「俺は激しいのが好きだ。お前は？」

「あ、あたしも好みよ。だけど、今はいいんじゃない？」

「そうだな。いきなり激しいと疲れるしな」

「そ、そうよ！　夜は長いんだからいきなり飛ばしちゃまずいでしょ？」

「ならば、疲れなければいいんだな？」

「へ……？」

　ぽかんとする彼女に俺は魔法をかける。

　まずは腰の動きを強制的に速くする魔法。合わせて、体力を消耗しないように回復魔法もかけ続けてやる。

「ちょ、ちょっと……！　何が起こって……!?」

　自分の意思に反して腰が動き始めて、ユリアは戸惑いを見せる。

「ま、魔法ね……！　じゃあ、解除を……！」

「やってみな」

「なっ……！」

　気がついたのか、ユリアははっと目を見開く。

「か、解除……できない!?」

「当たり前だ。俺を誰だと思っている？」

「……きゅ、宮廷魔術師……！」

　最年少で宮廷魔術師になった男だぞ。これくらい朝飯前ということだ。

「で、でもあたしは……エルレイス魔法女学院の学院長で……！」

　そう、ユリアは学院長を務めるほどの女だ。魔法使いとして見ても、そこら辺にいる奴より遥かにレベルが高い。それでも抵抗できないということは……。

「あ、あなたは……本当に天才なのね」

「そうかもしれないな」

「ば、化け物……んんんんぅ！」

　ベチンべチン、とリズミカルに尻を打ち付けていく。肉付きのいい尻がバウンドして、柔肉が波打っているのがわかる。

　尻に叩きつけることで肉棒が奥深くまで刺さるので、ユリアは目を剥きながらよがっていた。

「あっ、んっ！　らめ、これ……奥ぅ！　奥に当たるぅぅ！」

「どうだ、気持ちいいだろ」

「や、やらぁ……！　こんな深いところ……当たったことがない……！」

　子宮口を何度もノックしていく。

　しかも、俺が腰を振っているのではなく、ユリア自身が動いているのだ。自分の意思に反して快楽を貪ることで、彼女もおかしくなっていく。

「らめえええ！　これ、もうらめええええ！　あ、あたしっ！」

「どうなる？」

「もうイク！　イっちゃう！」

　俺の肉棒を気に入ってくれているようだな。さあ、この女が何を考えているのか読んでみようか。

　俺は思考解読の魔法を使用する。

《う、嘘……！　こんなに太いおちんちんに深いところをゴンゴンされたら、あたし……おかしくなっちゃう!?》

　そうか……ならば、もっと狂わせてやろう。

「まだ腰の動きに満足していないようだな」

「そ、そんな……！　もう大丈夫よ！　このままで平気……！」

《ら、らめえ……！　イキそうなの……！　男よりも早くイクなんて……！　しかも、まだ入れて数分しか経ってないじゃない!?》

　やはりプライドがあるみたいだな。まずはそれを壊そうとするか。

　俺はさらに腰の動きを加速させた。

　パンパンパンパン、と肉を打ち付ける音の感覚が短くなっていく。おおよそ人間の動きの限界を越えるスピードで、ユリアは腰を振っているのだった。

「あああああっ！　すごいのっ！　すごいぃぃぃぃ！」

《も、もうらめえええ！　こんなの耐えられない……！　イクぅぅぅぅ！　イっちゃううううう！》

「我慢しなくてイっていいぞ」

「くっ……はぅ……！」

「ほら、イケよ！」

　俺は強烈に尻を叩きつけた。

「くほぉぉぉぉ!?」

《あっ……イってる……！　あたし……イっちゃった……！　こんなに早く……！》

　いや、まだまだこんなものでは済まさないぞ。

　イっている最中にもっと腰の動きを加速させた。あまりに激しく腰を振っているから巨乳が揺れて、俺の体に何度も当たるくらいだ。

　彼女は舌を出し、目が上を向いてしまっている。ヨダレも涙も愛液も垂れ流しながら、だらしない顔で自分の意思とは関係なく腰を振り続ける。

「イクぅぅぅ！　イってるぅっ！　もうらめえええ！　止めてえええええ！」

「断る」

「やらぁぁ！　おかしくなるぅぅ！　あたし、おほぉ！　バカになるぅぅぅ！」

「そのままイキ狂え……！　イキ狂い、俺のものになれ」

　基本的に俺は特定の女とは付き合わない。単純に面倒だからだ。

　だが、俺はユリアを利用することを考えていた。

　この女の利用価値は高い……。

「もう無理！　こんなに気持ちいいこと経験しちゃったら、他の男とできない……！　ずっとちんぽを入れてもらわらないと……いやなのぉぉぉ！」

「それはいい。俺なしじゃ生きられないようにしてやる」

「あああああっ！　んんほぉ！　ほおぉぅぅぅ！」

　何度も絶頂を向かえているせいか、膣内の収縮が激しくなっている。かなりの締め付けで俺の肉棒から無理やり精液を搾り取ろうとしているようだった。

「出して！　あたしの中に精液を出してえええ」

「いいのか？　孕むかもしれないぞ？」

「孕んでもいいのぉ！　孕んでもいいから中にぃぃぃ！」

　やれやれ、自分からそんなことを言うとはな。

　まあ、孕むと俺も面倒だから避妊用の魔法を使おう。これを使えば、中出しをしても妊娠することはない。

「俺の精液がほしいのか？」

「ほしい、ほしい、ほしい、ほしい、ほしいいいいい！」

「ならば求めろ」

「あたしのおまんこに──中出しして下さぁぁぁぁいっっ！」

　ふっ、よく言うことができたな。

　俺はユリアの尻を掴むと、一気に叩きつけ、そのままもっとも深い場所で射精をしたのだった。

　ドビュルルルルルルル……!!

「くおほほおおおおお!?　で、出てるぅぅぅ！　いっぱい出てるぅぅぅ！」

　ピンと背筋を伸ばしながら、顎を天井に向けユリアは絶頂している。まるで水で喉の渇きを癒やすかのように、ゴクゴクと子宮が俺の精液を吸っているのがわかった。

「あっ……はぁはぁ……な、中出し……されちゃっ、た……」

　ユリアが倒れてきたので、俺は抱きしめた。

　しばらくすると、彼女の膣から肉棒を抜く。

　精液と愛液で汚れたペニスが、まだ雄々しくそそり立っているのだった。一回射精したくらいでは俺の欲を抑えることはできない。

「ずいぶんと汚れてしまったな。ユリア、綺麗にしろ」

　そう言うと、彼女は四つん這いになって俺の股間に近づいてくるのだった。
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「はぁはぁ……これがあたしを気持ちよくさせてくれたもの……！」

　すっかり目がトロンとなっているユリアは、尻を高く上げながら俺の肉棒に近づいてきた。スンスンと鼻を動かしながら淫靡な香りを嗅ぎ、さらに欲情した表情を見せるのだ。

　この女、なかなかのエロさを持っているな。こういう女を自分好みに変えていくというのは楽しいものがある。

「わかってるな？　しゃぶって綺麗にしろ」

「当たり前でしょ。こんなの、タオルで拭いたりしないわ」

「ふっ……減らず口を。さあ、舐めろ」

「わかってるって……はぁもぉっ！」

　大きく口を開けたユリアは、俺の肉棒を一気に飲み込んでいった。経験がない女は、怖いだの舐め方がわからないなどと言うが、このスケベ女は自ら咥えていった。

　まあ、処女のたどたどしいフェラチオも嫌いではないがな……。今は激しくしゃぶってもらいたい気分だ。

「じゅぶ、じゅるる、んれろ……んふ……」

「いいぞ、ユリア。さすがに上手だな」

「あたし、お口には自信があるのよ」

「お口には、ね」

「さっきまではセックス全般に自信があったけど、あなたに完全な敗北を突きつけられてしまったから」

「そう自信をなくすなよ。気の強い女を屈服させることが、俺には面白いんだからな」

「ふふ、本当にドＳね」

「……口が休んでいるぞ。続けろ」

「わかってるって」

　そう言ってユリアは再び口淫を始めた。四つん這いになっているため、彼女の背中を見ることができる。

　ほっそりとしたくびれと大きめの尻。その曲線が美しく描かれていて、彼女の体を見ているだけでも欲望が膨らんできてしまいそうだった。

「じゅぶ……じゅぶぶ……！」

　いきなり根本まで咥えたが、ゆっくりと丹念に舐めてくれている。射精後ということもあって、彼女も俺に気を遣ってくれているのだろう。

　この辺りの気遣いさもなかなかできないことだ。

　徐々に肉棒が完全なる勃起に近づいていき、射精後の敏感さも弱まってきた。

　ペニスの硬さでわかるのか、ユリアは俺が命令しなくても頭の動きを激しくしていった。

「じゅぼぼ、んぶ、じゅぶる、ぎゅぼっ！　ぼぶぅ……！」

　見た目はやり手のキャリアウーマンという感じなのに、遠慮無く下品な音を鳴らしながら、頬をすぼめていく。

　鼻の下を伸ばしたフェラ顔で、上目遣いのまま俺のことを見つめてくるのだ。僅かに笑みを作っているところを見ると、こうやって男を攻めてきたんだろうなと思う。

　並の男なら、このまま精液が枯れるまで射精をしてもおかしくはない。

「もっと吸うからね」

「ああ、強烈にな」

「わかってるって……ジュボボボボボ!!」

　あまりの激しさにベッドがきしむくらい揺れている。俺の肉棒を飲み込んでしまうような勢いで、バキュームをしてくるのだった。

「逃がさないんだから」

　そう言って彼女は俺の腰に手を回す。

　両腕でしっかりとホールドして、腰を引くことすら許さない。

　まあ、そんなことしなくても逃げることはないがな。

　こういった行動をとるということは、彼女なりに反撃をしたいということなのだろう。

「今度はピストン……！」

　根本から先端にかけ、グボッグボッグボッと小刻みに口ピストンを繰り返していく。カリ首のところを重点的に攻めているのを見ると、男が弱いところも熟知しているようだった。

「すごい……！　カリが高いから……よく引っかかる……！」

　ユリアの厚めの唇が俺のカリ首のところに吸い付く。

　きゅっと狭くされたまま顎を引かれると、気を抜いた瞬間に射精してしまいそうだった。

「じゅぼ、じゅぼ……こんなに大きいものがあたしの中に入っていたなんて……！」

「信じられないか？」

「口で咥えるのも大変なのに……って驚いているわ」

「少しは冷静になってきたみたいだな」

「まだアソコがジンジンするけどね……。フェラでもしてないと、あなたのことを思い出してオナニーしちゃいそうだから」

「しゃぶりながら自慰にふけってもいいんだぞ？」

　俺が見下すように言うと、彼女はむっとした。

　クク、やはりプライドの高い女はからかうと面白い。

「あなたこそ、あたしを思い出してオナニーすればいいのよ」

「じゃあ、忘れられないくらい気持ち良くしてくれよ」

「ふん」

　この女は面白そうだから、また俺は思考を読む。

《バキュームもピストンもしたのに、こいつ……全然満足してないの!?　今までどれだけの経験を積んできたのよ!?》

　どうやらユリアはくやしがっているようだな。

「じゃあ、もっと激しくしてやるから……！」

　ユリアは頬をすぼめ、がっちりと肉棒をホールド。そのまま前後に素早く顔を振り始めた。

「ンボ、ンボ、ボッ、ボッ、ボッ!!　ど、どう……？　バキュームピストンよ……！」

　低音と鼻息を鳴らしながら、ユリアはフェラを激しくしていく。

　なんとしても俺をイカせたいみたいだな。

「どうしてそんなに頑張るんだ？」

「さっきはあたしの負けだからね。反撃よ」

「そうか。だが、あいにくと俺は負けず嫌いでな」

「え……」

　俺は彼女の顔の前に指を持ってきて、円を描いた。

　そう、魔法をかけたのだ。

「俺は今、お前に口の中が膣と同じ感触になる魔法をかけた」

「ちょ！　そ、それって……！」

「ああ、お前も気持ちよくなるってことだ」

「なっ……！　んんっ!?」

　感じているのか、体がビクンビクンと跳ねているのがわかる。

　このままだと口から肉棒を放されてしまいそうなので、俺はユリアを挑発する。

「先にどっちがイクか勝負だな」

「い、いいじゃない……！　絶対にあなたをイカせるんだから」

　こう言えばユリアは俺を射精させるため激しくするに決まっている。

　今も大量のヨダレをこぼし、下品な爆音を鳴らしながら口ピストンを行っていた。

　だが、激しくすればするほど自分の快感も強くなってしまう。

「んじゅ、じゅんっ、あう！　はぁはぁ……ジュボボボボボ……き、気持ちいい……！」

「どうだ？　そ、そろそろイキそうだろ？」

「そ、そんなこと……んんんっ！」

　嘘をついているのがバレバレだ。

「はぁはぁ……も、もうらめ……！　舌の上も上顎も全てが気持ちいいの……！　こんなの耐えられるわけないって……！」

　ビクビクとユリアが痙攣しているのがわかる。

「も、もう無理……！　あたし……！」

「イケよ」

「イ、イ、イ、イ、イックゥゥゥゥ!!」

　ぷしゃあああ、と勢い良く潮を吹きながら、ユリアは絶頂してしまった。

　だが、俺はまだイってない。

　彼女の頭を掴み、腰を前後に振っていった。

「んじゅぶ!?　んごぉ！　ら、らめえ……イってるのに、はげし……んんぐぉ!!」

「いいぞ、ユリア。お前の口は最高だ」

「あたし、またイク！　イっちゃう！」

「俺も出すぞ。一滴もこぼすなよ」

　俺は喉奥に精液を発射した。

「んぐぐぐうううう!?」

　一瞬のうちに頬が膨らみ、ユリアは零さないように嚥下を始めた。

　ゴクゴク、と喉を鳴らす音が聞こえる。

「な、なんて濃いの……！　濃くて、ねっとりしていて、噛み切ることが……ゴク、できない……！」

　全ての精を吐き出した俺は、彼女の口から肉棒を抜いた。

「ふぅ、気持ちよかったぞ」

「はぁはぁ……ほ、本当にすごい……！　あなたには絶対に勝てないみたいね」

　わかってくれたようで何よりだ。

「そ、それであの……！」

「ん？」

　ユリアがもじもじと体をくねらせている。

「も、もっとあたしを犯してほしい。あたしを完全にあなたの女にしてほしいの」

　そう言ってユリアは俺に尻を向けるのだった。
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「お願い……めちゃくちゃにして。あたしを壊してほしいの」

　もう十分に堕ちてしまったようだな。だが、形のいい尻を向けられて我慢できるほど、俺は子どもではない。すぐに硬さを取り戻した肉棒は、天を突くように雄々しく反り起っていた。

　それを見たユリアが生唾を飲む。

「え、遠慮なんていらないから……あなたは性欲を満たすためだけに、あたしを使って」

「性奴隷ということか？」

「あなたほどの性技と肉体の持ち主なら、死ぬまで性奴隷でもいいわ」

「すっかり俺の体を気に入ってくれたようだな」

　狙いどおりに進められそうだ。この女を堕とし、俺の言いなりにすることが目的だったからな。

　こいつは魔法女学院の学院長。ただの関係者程度であれば、そこからじわじわと内部に近づく予定だったが、運がいいことにいきなり大物と出会うことができた。

　話を聞く限り、実質的な権限はユリアに集中しているようだし、この女を落とすことができればエルレイス魔法女学院の実権を握ることができる。




　そう、俺の目的は──男性禁止の女の花園でハーレムをつくることだ。




　ユリアによれば、俺好みの乳のでかい女もいるみたいだし、何よりも温室育ちの若い肌というのは、街ではなかなか手に入らない。

　俺のルックスと魔法を使い、そいつらを俺のものにしてみたい……！

「ユリア、入れてやってもいいが、俺の頼みを聞くことができるか？」

「た、頼みって……何？」

「俺を、エルレイス魔法女学院の教師として雇ってくれ」

「きょ、教師って……!?」

「つまり、お前の学校にいる生徒たちを抱きたいんだ。いい女が多いんだろ？」

「そ、そうね……。見た目に関しては問題ないと思う。教師のなかにも美人が多いし」

「他の男に絶対に邪魔されない場所で、俺だけのハーレムをつくる……！　それに協力してくれるというなら、今からお前を何度でも犯してやるよ」

「……ッ！」

　ユリアは下唇を噛み締めながら、困ったように眉根を寄せていた。まあ内容が内容だ、即断即決というのも難しいだろう。教師や事務員を含め、学院に男を入れない方針なのは、こういった危険へのリスクを考慮しているからだろうし。

　だが、俺は己の欲望に忠実だった。

「断るのならいい。別に方法はいくらでもあるだろうしな」

　そう言って、俺は落ちているズボンへ手を伸ばした。

「ま、待って……！」

　すかさずユリアがストップをかける。

「どうした？」

「言うことを聞かないと、もう入れてくれないのよね？」

「そうだ」

「逆に言うことを聞いたら、あなたは学院に通うことになる……」

「そのとおりだ」

　ふっ、そういうことか。分かりやすい奴だな。

「教師として採用することは問題ないと思う。あなたほどの実績があれば、特例としても周りを説得しやすいだろうし」

「それはよかった」

「だけど、一つお願いがあるの……」

「何だ？」

「が、学校でも……あたしのことを抱いて。近くにあなたがいるだけでオナニーしたくなっちゃうと思うから」

　ほぼ予想どおりだが、思った以上に淫乱気質だな。

「いいだろう。容易いことだ」

「じゃあ……入れて。学院でも、あなたの言うとおりにするから」

　我慢できない様子で呼吸を荒くしながら、ユリアは自ら秘部を広げる。愛液が溢れだし、まるでお洩らしでもしたかのように、トロトロと甘い蜜が流れ出ているのだった。

　権力者でもあり、最高に気の強そうな女が、ここまで俺に屈服している。

　この顔を見るのが好きだから、遊びをやめることができないんだ。

　血管が浮き出るくらいギチギチに勃起した肉棒を彼女の陰部に当てる。それだけで、彼女は恍惚の表情を浮かべ、気持ちよさそうに吐息をもらしていた。

「入れるぞ」

　割れ目をこじ開けていき、ユリアの尻を持って自らのほうに引き寄せる。

　彼女の尻は肉付きがよく、指に力を入れなくても沈んでいってしまうほどだった。それでいて、形がよく引き締まっているから、最高のヒップと言えるだろう。

　俺が奥に入れるたびに肛門が開閉を繰り返しているし、彼女に余裕がなくなってきているのがわかる。

「ああっ、気持ちいい……入ってくるぅ……！　これ、本当にらめ……クセになりそう」

　腰をくねらせながら彼女は言う。シーツをぎゅっと握って、吹き飛ばないように堪えているようだった。

「奥……来た……来た来た来たぁ……！　ああああんっ、入って──イッ!?」

　ビクン、とユリアが跳ねた。

「はぁはぁ……入れられただけで……はぁ、イっちゃった……！」

「それだけ、俺の体に調教されたということだ」

「調教……でも悪い気はしないわね……っ。あなたの女になることが、こんなに興奮するなんて」

「これから、もっと気持ちよくしてやる」

　俺は腰を振り始めた。ゆっくりと味わうように振ってもいいのだが、いきなりフルスロットル。

　腕力を使い、ユリアを引き寄せつつ、腰を突き出して子宮を強く連打していた。

「あんっ、んぐ、おぅ、んぉ、ほこぉ！　ほおおっ!?　しゅ、しゅごい……激しい……あああぁぁぁあ！」

　濁った声を出しながら、ユリアは絶叫する。

　こういった声を聞くたびに、女がわざと出しているのかと考えていたのだが、実は自然と出てしまうものらしい。

　意思に反する声というのは、ここまで下品でいて、そして心地ちがいい。

　女は狂っているときが、一番美しいのだ。

「テオフィール君、しゅごいいい！　しゅごいいい！　こんな太くて、硬いもので何度も突かれたら、変になるぅぅぅ！」

「狂え、牝豚め」

「あああああ、もうイク！　イってる！　あたし、我慢なんてできない……！　あああああ、イキまくるぅぅぅ！」

「そうだ、イってイってイキまくって俺にだらしない顔を見せるんだ」

「イクイクイク……！　イっちゃううう！　一回突かれるごとにイクのぉぉぉおぉ！」

　連続で絶頂を迎えているためか、ただでさえ狭い膣内がさらに細くなっている。

　精液を絞り出そうとするように、カリ首のところを刺激しているのだ。

　イキながらも俺に奉仕しようとする姿勢は悪くない……。いや、単に俺の精がほしいだけか？

　どちらでもいい。そこまで望むのであれば、たっぷりと中出ししてやろう。

「あぐぅ！　ふ、太い……!?　ま、また太くなった……!?」

「出してやるよ」

「な、中出し……？　中出ししてくれるの!?」

「孕む覚悟はあるか？」

「いつでもいい！　孕むのは嫌だと考えていたけど、あらためる……！　責任はあたしが取るから、孕ませてえええええ！」

　そこまで言うのなら避妊の魔法を使わず、本当に中出ししてもいいかもな。まあ、間違いなく面倒なことになるからやらないがな。

「らしてえええ！　あなた専用の子宮に、たっぷりと子種を注いでほしいのぉぉぉぉ！」

「いくぞ」

　俺は彼女の尻を引き寄せ、子宮の中へとめがけて射精した。

　ドビュルルルルルルル……!!

　大量の精液が一気に放出され、彼女はエビ反りになって悶える。舌を出し、小鼻を広げながらだらしない顔を見せつけていた。

「あひぃぃぃ!?　で、出てるぅぅぅ！　すごい量の精液、中出しされてるのぉぉぉ！」

　俺の精を漏らしたくないのか、ユリアは膣をきゅっと引き締めている。

　そうされると、俺の残滓も搾り取られてしまうのだった。

「くほぉ！　さ、最後の一滴まで……搾り取れたかなぁ……！」

「ああ、いい子だ、ユリア」

　俺は肉棒を引き抜く。

　ユリアは漏れないようにと、手で必死に押さえていた。

「はぁはぁ……気持ちよかった……。もうテオフィール君以外とはセックスできない」

　そう言いながらユリアは四つん這いになって俺の股間に近づく。優しく握ると、精液まみれの肉棒をしゃぶり始めた。

「じゅぶる……じゅるるる……お掃除、するから……」

　俺は従順な奴隷となった女の頭を撫でながら、その目を見つめる。

「エルレイス魔法女学院で、惜しみない協力をしてくれるな？」

「もちろんよ。あなたのためなら何でもする……！」

　さて、俺のハーレムはいつ完成するのかな。楽しみになってきた。
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「テオフィール先生、ここ教えて下さい！」

　俺は無事、教師としてエルレイス魔法女学院に勤務することが決まった。手続き的なことは全てユリアが処理してくれて、俺は簡単に魔法女学院に入ることができたのだ。

　初めて門をくぐった時は、女子校ならではの陰湿な空気に満ちているのかと思っていたが、お嬢様が多く集まるだけあって、決してそんなことはなかった。

　むしろ、かなり清廉な印象で生徒たちも素直だし、学内自体もとても居心地がいい。

　男の教師ということで生徒たちも戸惑いを隠せない様子だったが、何度か授業を続けているうちに打ち解けてきた。

　これも表向きは好青年な教師として活動しているからだろう。生徒たちは、まさか露骨に狙われているとは思ってもいないはずだ。

「呪文と魔力の関係というのは、簡単な繋がりじゃないんだ。正しく理解することが魔法を適切に使用できるようになる近道だぞ」

「なるほど。とてもわかりやすいですね、先生」

「ありがとう。これからも頑張れよ」

　にっこりと笑みを見せる俺。こういった笑顔に生徒たちは弱い。

　幸いにも俺の顔面は悪いほうではないからな。最年少宮廷魔術師という肩書きと相まって、魔法使いを目指すような女生徒たちは、数日のうちに上手く虜になってくれている。

　さて、生徒からの質問もあらかた片付づいたみたいだし、ユリアのところへ行くか。

　俺は学院長室へと向かおうとする。

「あら、先生」

　すると、俺の目の前にピンク髪のツインテール少女が現れた。

　確か、彼女の名前は……アニカ・アレント。名門アレント家のお嬢様として、この学院に通っている生徒だ。背は低く全体的にほっそりとしているが、顔ほどの大きさのある爆乳が特徴的な少女だった。

　まだ二学年なのだが、上級生にもなかなかいないほど発育のいい胸のせいで、すっかり覚えてしまっていた。彼女は俺の、第一のターゲット候補だ。

　魔法で生徒たちの思考を読むかぎり、俺の評判はいい。見た目がよく、優秀ということでどの生徒も俺に気があるようだった。お嬢様らしく、自分から迫るのがはしたないと思っているようで、なかなか俺に近づいてくる者はいないがな。

　正直、どの生徒も俺が口説けば簡単に落ちる状況だろう。だが、それではリスクはある。多くの生徒と関係を持つのはまだ早いし、徐々に外堀を埋めていけばいいのだ。焦る必要もない。

「どうしたんだ？」

「先生に質問がございまして」

「ああ……」

　これからユリアのところに行く予定だ。あまり長話をしている時間はないんだがな。

　とりあえず、アニカの思考でも読んでみよう。

《ふふ、テオフィール先生って、近くで見るといつも以上にかっこいいですわ。この男をわたくしのものにできれば、学院内でも今以上に、一目置かれる存在に……。男なんてみんな巨乳に弱いんだから、誘惑してやれば……》

　なるほど。質問というのは口実で、俺が目的というわけか。やっと来たかというところだが、アニカであれば願ったりだ。それなら、さっと終わらせるわけにはいかないな。

「悪いな、アレント。これから会議があるんだ。終わってからでもいいか？」

《会議ですって……？　ふん、まあいいですわ》

「構いませんわ。ちょっと複雑な問題について質問したいと思っていたので、むしろ、お時間がある時にでも」

「わかった。一時間後に図書室でいいかな？」

「実践的な勉強をしたいので、外はどうです？　できれば、人がいないところのほうが集中できるんですけど……」

「おいおい、何を質問する気なんだ？」

　俺は肩をすくめる。

《ふふ、エッチなことに決まってるでしょ？　ふたりきりになればこんな男、簡単に落とすことができるんですから》

「風を使った魔法です。室内や人がいるところだと、ご迷惑になるでしょう？」

「そうか……。わかった」

「では、一時間後に校舎裏でお願いいたします」

「了解した」

　歪んだ内心はまったく見せずに、優雅にお辞儀をしたアニカは、踵を返して離れていった。

　なるほど、俺を誘惑して自分のものにするつもりか。会話中に彼女の記憶も少し覗き見たが、街へ出る時はあのボディを使って、男たちを誘惑しているらしい。

　お嬢様らしからぬ行為だが、誘惑した後は、いろいろとおごってもらっている程度のようだ。意外だが、親が厳しいからか小遣いが少ないらしい。

　まあ、アニカの賢いところは、決して男の前で脱がないところのようだな。キスくらいはしても、胸すら触らせたことのない処女だった。

　こいつは、面白くていい女だ。

　アニカがどうやって俺を誘惑しているのか、楽しみになってきたぞ。

　そんなことを考えながら、俺はまずは、ユリアのところへ向かったのだった。





◆　　　　　◆






「いやぁ、勤務早々モテモテだねぇ！」

　アニカのことをユリアに話してみると、彼女は豪快に笑っていた。

「異性の視線を感じるのは慣れているが、さすがに学院内は女しかいないからな。少しうんざりし始めてきたところだ」

「目ぼしい子は見つかったの？」

「あいにくまだ、詳しくは調査していないのでな。俺が生徒たちに興味を持っていることを悟られると、憧れの対象から離れてしまう可能性がある。今はまだじっくりと見定める時期だ」

「最年少で宮廷魔術師になっただけあって利口ね」

「そう言うなら、お前が調査してくれ。俺の好みは知ってるだろ？」

「可愛くて、おっぱいが大きい子よね……。やってみるね」

「ああ、任せた」

　学院長室の椅子に座りながら、俺たちは茶を飲んでいた。

　こうして適当な理由をつけ、俺たちは茶を飲んだり、情報交換したり、セックスをしていた。

　ある意味、学院では仮面をつけている状態だからな。優良教師の仮面を外すことができるこの場所は俺の唯一落ち着けるところだった。

「わかっていると思うけど、うまくやらないとダメだからね？」

「問題ない」

「生徒たちはそれでいいんだろうけど、理事長が……」

「理事長？」

「ええ。この学院を立ち上げただけあって、高い魔力を持っているから……。自分の母親として考えても偉大すぎるから、恐縮するときがあるよ」

「そこはお前がうまくやってくれるんだろ？」

「あたしができることにも限界があるって。バレると解雇じゃ済まない可能性もあるからね」

「クク、それは怖いな」

　俺がわざとらしく言うと、ユリアは呆れたようにため息をつくのだった。

「まあ、当分の間は大丈夫だと思うけど。存分に遊びなさい」

「感謝する」

「感謝は言葉じゃなくて、体でしてほしいけどね」

　そう言うと、ユリアは俺を誘うように足を組み替えた。

　ちらりと黒のショーツを覗くことができ、一瞬ムラっときてしまうが我慢だ。

「これからアニカを抱くんだ。女の匂いがついていたらまずいだろ？」

「さっきは慎重かと思ったのに、もう生徒を抱くつもりなの？」

「相手の出方次第だ。もし俺に対して舐めた態度を取るようだったら……な」

「ふふ、怖いこと」

「自分の学院の生徒が貞操の危機なんだぞ？　人ごとみたいだな」

「あたしは、テオ君の体のほうが重要だから」

　やれやれ、この淫乱は。まあ、俺の体を好いてくれているというのはありがたい。

「ではそろそろ行こうかな。約束の時間だ。また来る」

　そう言って俺は、学院長室からアニカが待っている校舎裏へと移動したのだった。
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　校舎裏につくと、そこには誰もいなかった。

　……からかわれたのか？　いや、あのとき覗いたアニカの思考は、そうではなかった。単に遅刻しているだけかもしれないな。

　エルレイス魔法女学院の校舎裏は静かで、人影もなかった。男子生徒がいれば、こういったところにたむろすることがあるのかもしれないが、さすがにお嬢様学校では、そういったこともないのだろう。

　──ザッ。

　物音で俺が振り返ると、そこにはアニカがいた。

「先生、待たせてしまいましたわね」

《ふふ、実はずっと待っていましたけど、遅刻することで焦らす作戦なのですわ》

　念のために思考を読むと、やはりそんな理由だった。

　……くだらないことをやっているな。まあいい。適当に話を進めて、こいつの体をさっさと味わいたい。

「確か質問は、風魔法についてだったか？」

「ええ、そうですね。少し見ていて下さる？」

　そう言って彼女は魔法で旋風を起こしてみせた。だが、風はあっという間に消えてしまう。

「うーん、あまりうまくできませんわ。これでは来週の試験でいい成績を残せるか心配ですわね」

《わたくし、風魔法は得意ですの。それに、来週の試験なんて嘘♪　でも、こうして……》

「もう一度やってみますわ」

　再びアニカは魔法を使う。今度は魔力を入れ過ぎて、強い魔法になってしまったようだ。

「きゃ！」

　風が強すぎたためかアニカは転ぶ。尻もちをついて、足がＭ字に開いていた。ただでさえスカートが短いため、彼女のパンツは丸見えだ。

《このシチュエーションでのパンチラ……男の人は好きでしょ？》

　なるほど。こういうことをして男を誘惑しているというわけか。見た目も小動物みたいで可愛いらしいし、こんな子の下着を見ることができたら、意識してしまうのも当然だろう。

「大丈夫か？」

　俺は平静を装いながら、彼女の腕を引っ張って立ち上げた。

「ご、ごめんさいですわ。勢いが余ってしまって……」

「気にするな」

《気にするなですって？　この男、わたくしがパンツを見せたというのに、眉一つ動かさないですの？　まるで見ていないかのように振る舞って……》

　悪いな、アニカ。残念ながら俺はパンチラくらいじゃ、まったく動じない。お前みたいな若い娘の、色気のない下着ではなおさらな。

《ならば……！》

「あーん、先生！　魔力を使いすぎて力が……！」

　わざとらしくよろけながら、俺のほうに倒れてくるアニカ。

　自慢の胸を密着させて、わかりやすいようにこすりつけてくる。

「ん……っ」

　ついでに甘い声を漏らしているところも憎らしい。本当はノリノリのつもりなんだろうな。どんなことを考えているのか、もっと思考を読んでみよう。

《最終兵器、わたくしのおっぱいですわ。この大きな胸を当てれば、どんな男もイチコロ♪　前に、童貞って感じの男に同じことをしたら、射精してたほどですわ。さすがにそこまでじゃないだろうけど、勃起くらいすると思いますわ》

　制服越しでもその柔らかさが伝わってくる。もしかすると、下着を外してきたのかもしれないな。

　涙ぐましい努力をしているみたいで、俺のほうも笑えてくる。そこまでして俺を堕とし、学院内で地位を確保したいのか？

　その欲には呆れるどころか感心してしまう。アニカは、まさか思考を読まれているとは思ってもいないのだろうがな。ならば俺も少し遊んでみるか。

「大丈夫か？　苦しいようなら保健室に連れていくぞ」

「え……？」

《連れて行くですって？　わたくしが胸を当てているのですよ？　それこそ、このまま襲ってしまっても構わないのに……》

「顔色がよくなさそうだな。早めに連れて行こうか」

「ま、待って下さい！」

　移動しようと思ったら、アニカが大きな声を出した。

　おいおい、具合が悪いんじゃなかったのか？

「どうした？」

「少しよろけてしまっただけですから平気です。休めば大丈夫だと思います」

「そ、そうか」

　アニカは苦しそうな演技をしながら、近くの石の上に腰掛けた。

《こ、こいつ！　天然ですの!?　それとも女に興味がないのです!?　このわたくしに恥をかかせるなんて！》

　クク、どうやら怒っているみたいだな。少しずつだが、表情に出てきてしまっている。

　もう少しでこいつに敗北感を味わわせることができる。この俺を簡単に堕とせるなんて思うなよ？

「そ、そういえば先生って、彼女とかいるんです？」

「急にどうした？」

「わたくし、先生みたいにクールでかっこいい人がタイプなんですの。だから気になってしまって」

《ここまで言えばさすがにわかるはずですわ！　さあ、どう受け答えをするのです!?》

　どうやらだいぶ余裕がなくなってきたらしいな。じゃあ、現実を突きつけてやろうかな。

「彼女はいないな」

「えー、もったいない。絶対にモテるはずなのに」

「はは、彼女とかそういう関係は──」

「今はお仕事に集中したいって感じですか？　わかりますわ、わたくし！」

「いや、単に面倒だから」

　少しトーンを落として言ったら、アニカは「え……」と言葉をなくしてしまった。

　お前から見たらクールで爽やかなイケメン教師だろ？　だが、本当の俺は違うんだよ。

「俺が求めるのは体の関係だけ。無条件でひたすらにヤらせてくれる相手が理想なんだ」

「……」

　絶句だった。アニカはぽかんと口を開けたまま、俺のことを見つめている。

《こ、この男を、何を言って……！　か、体だけ……？　まさかわたくしの感情も見破って……!?》

《《　そうだ　》》

《──ッ!?》

　俺はアニカの思考の中に、強引に入り込んだ。

《お前が俺にどういった目的で近づいてきたのか、もちろん知っていた》

《ま、まさかずっと、わたくしの思考を読んでいたというのです!?》

《そういうことだ》

《くっ……！　ゲ、ゲスな男……最低ですわ！》

《嫌いになったか、俺のこと？》

「大嫌いですわ！」

　我慢できなくなったのか、アニカは大声を出した。

「このわたくしを騙していたなんて……！」

「騙す？　勝手に騙されていただけだろう。どんな男も自分のものにできると思っているようだが、俺は違う」

「くっ……！」

　さあ、今度は俺の番だ。

「どうして思考を読んでいたのにここに来たと思う？　理由は、俺もお前を狙っていたからだ」

「ね、狙って……!?」

「俺はお前みたいに乳のでかい女が好きでな。そいつが生意気であればあるほど、自分のものにしたいと思っているんだ」

「わ、わたくしをどうするつもり!?　ここは外ですわ！　助けを呼べば誰か来ますわよ!?」

「じゃあ、助けを呼ばせなければいい」

「口を封じるのです!?」

「違う。俺に惚れさせるんだ」

「誰があなたに……！」

「惚れるさ。こうすればな」

　俺はアニカに近づき、彼女の頭に指を触れた。




　──洗脳魔法。




　これを使えば、彼女は簡単に俺のものになる……！
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《う、嘘……わたくし、どうなってしまいますの……!?》

　思考を読めば、彼女の頭の中が混乱しているのがわかる。

　俺が今かけた洗脳魔法は、完全な洗脳ではない。完全なほうが言うことを聞かせるのは楽になるが、相手を屈服させたことにはならない。

　辛うじて自我を保てるくらいのほうが、心から俺に惚れさせることができるのだ。

「先生……わたくし、あなたのために尽くしたいですわ……」

《違う……そんなこと思っていないですわっ！　逃げ出したいのに、体が動かないんですの……！》

　そう、それが俺の使用する洗脳魔法だ。深層心理だけには魔法をかけないことで、相手の動きをコントロールしながら、自分が淫らに行動してしまうことを客観的に自覚させるのだ。

　彼女は俺の目の前で両膝をついて座った。まるで娼館で出迎える、商売女のような姿だ。

　誰かがここに来る可能性もあるから、結界魔法もかけておこう。こうすることで、誰にも邪魔されずにアニカの体を堪能することができる。

「好きにやってみろ。俺はここから動く気はない」

「わかりましたわ。経験はないのですが……知識だけはありますので」

　男を弄ぶことに快感を覚えるタイプだからな。頭でっかちになっているのだろう。知識だけというのがどれほどのものか、確認させてもらおうと思う。

「さあ、先生……わたくしのおっぱいを見て下さい」

　そう言ってアニカは、ブラウスのボタンを外していくのだった。少しだけ頬を染めながら、にっこりと笑みを浮かべている。俺に胸を見せることを、喜びだと思っているように。

《い、いや……！　わたくしは、胸を見せたくなんてないのに……！》

　深層心理でいくら訴えても、俺の洗脳魔法を解くことはできない。

　アニカはブラウスのボタンを外し、自ら巨乳を露出させていった。

　ぷるん、と少し動いただけでも上下に揺れてしまうほどの巨乳。この年齢で自分の顔よりも大きな胸に育っているとは、かなり発育がいいみたいだな。

　でかい乳のわりに乳首は小さく、乳輪は狭い。桃色で綺麗なところも高評価だろう。

「先生、わたくしのおっぱい……どうです？」

「いい体をしているな。ここまでの大きさはなかなか見ない」

「わたくしの自慢なのですわ」

「で、その乳を見せてどうするつもりだ？」

「このおっぱいで、ご奉仕させていただきますわ」

　彼女は恭しく頭を下げると、俺に近づいてきた。ベルトに手をかけ、ズボンを降ろしていく。

「すご……！」

　アニカの巨乳を見て俺の肉棒はすでに、完全に勃起している。

　自分の腕の太さほどもある巨根を見て、アニカは目を丸くしていた。

「な、なんていう大きさですの……！」

「初めて見るのか？」

「い、いえ……街で誑かした男に、強制的にオナニーさせたことがあるのです。も、もちろんわたくしは何も見せてはいませんわ。少しからかったら、やってくれたのですっ」

　そこまで必死になって処女性をアピールしなくても、俺は気にしないのだがな……まあいい。

「それで？」

「その時よりも遥かに大きくて……驚いているのですわ……。個人差があるのは知っておりますが、何倍もありますから……」

　俺の巨根を見ると、たいていの女は牝の顔になる。セックスを知らない若い娘であろうと、本能的に女の顔になるのだから、俺のものはすごいということだろう。

「こんなに大きいと、できるかわかりませんわ……。ですが、やってみます」

　彼女は近づくと、自ら胸の谷間を広げて俺の肉棒を挟んできた。腰がとろけてしまいそうなほどの柔らかい感触が肉棒を包み込み、俺の巨根を全て隠してしまった。

「ふふ、こうすれば逃げることができませんわ」

《あ、熱い……！　男の人のあそこって、こんなに硬いのです!?》

　深層心理のアニカも驚いているようだった。

「しごけ。そのでかい乳は俺のためにあるのだから」

「わかっていますわ」

　洗脳アニカは体を上下に動かした。柔肉の感触が生み出す程よい刺激で快感が増幅されていく。

「いいぞ、もっと強くだ」

「あんっ、強くすると……わたくしも感じてしまいます」

「きちんと俺を気持ちよくするなら、お前もイっていいぞ」

「あんっ、嬉しいですわ」

「普段はその乳を自分で揉んで、オナニーしているんだろ？」

《わ、わたくしがオ、オナニーだなんて……！》

「はい、毎日のように」

《……ああ……正直に答えてしまって……》

　つまり、ほんとうにアニカは毎日しているのか。男を誘いすぎて、自分の欲を抑えることができなくなっているみたいだな。

「もっと強くしろ。俺はそんなんじゃイカないぞ」

「あんっ、わかりましたわ……でも、このままだと先にわたくしが……」

　アニカの乳首をかなり硬くなっているのがわかる。自ら乳首を摘んでいるため、俺の肉棒を使ってオナニーをしているようなものなんだろう。

「はぁん、んっ！　すごい……おっぱいを擦っているだけで気持ちよくなってしまいますわ……！」

「そうだ、もっと激しく」

　形のいい乳が変形するほど、アニカは強烈に俺の肉棒を挟んでいる。

　初めは両方の乳房を同時に上下させていたのだが、今は左右交互に動かしている。

　同時に動かすよりも激しいため、アニカの吐息も甘いものになっていた。

「はぁ、んっ、あっ……！　わたくしも気持ちよくなって……！」

　俺のほうも我慢汁が出てきた。アニカも余裕がなくなっているみたいだし、そろそろ出してもいいかもしれない。

「せ、先生……わたくし、イキそうですわ……」

「早いな。我慢できないのか？」

「こ、こんな大きなものを挟んで我慢できるわけありませんわ！　おっぱいだけで……イックゥ!!」

　ビクンと大きく跳ねたと思ったら、アニカは絶頂してしまった。頬が真っ赤に染まり、満足したように大きな息を吐く。乳首が小刻みに震えているところを見ると、だいぶ感じたようだ。

「まったく……俺よりも先にイクとはな……。さあ、俺も満足させろ」

「はい……」

　我慢汁もあるためよく滑るのか、パイズリの速度が上がっていった。

　小さい絶頂を何度も繰り返しながら、アニカは爆乳で俺の肉棒をしごいていく。

「そろそろ出すぞ」

「出して下さい、先生！　わたくしにいっぱいかけて……！」

「ああ……顔と胸でしっかり受け止めろよ」

「あんんっ！　出してええええ！」

　ビュクビュクと音を立てながら、精液が発射された。

　乳房の間で顔を出していた亀頭から白い液体が放出され、アニカの顔や胸を汚していく。

　大量の精液は、あっという間に彼女の体を白く染めていくのだった。

「はぁはぁ……先生の精液……濃いですわ」

《や、やっと終わった……これが男の人の射精なのですね……》

　深層心理のアニカは、少し嫌そうな反応をしていた。

《うえ……白くて生臭くて最悪ですわ。顔や体についてしまいましたけど……早く拭かないと……》

　拭くだって？　体についた精液といえば、まだ使い途があるだろうが……。

「舐めて綺麗にしろ」

「はい、わかりました」

　いまだ洗脳された彼女は、顔や胸についた精液を指ですくって、それを口の中へ持っていった。

「どうだ？　おいしいか？」

「ペロ……じゅぶる……おいひいですわ♪」

《いやぁ……こ、こんなものを口に入れるなんて……やめて……やめてほしいのですわっ！》

　内心では抵抗したくても、目の前のアニカは笑顔で、まるでごちそうを食べるようなテンションで俺の精液を味わっていた。気がつくと、飛ばした精液は全て綺麗になっている。

「先生の精液……いただきましたわ」

「いい子だ。さあ、今度は立って尻を向けろ」

《ちょ、ちょっと……まだ終わりじゃないのですか!?》

　驚いているようだが、俺が一回射精した程度で満足するわけがないだろう？

　今度はこいつに、セックスの喜びを教えてやろうじゃないか。

　俺は課外授業を続けるのだった。
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「はぁはぁ……先生の精液のせいで、わたくしも我慢できませんわ」

　まだ触れてもいないのに、アニカの秘部は愛液が垂れていた。ねっとりとした液が股間から滴り、糸を引きながら地面に落ちている。

　彼女が座っていたところは、お漏らしでもしたように色が変わっているのだった。

「尻を突き出せ」

　立ちバックの体勢でアニカは尻を上に持ち上げる。爆乳の持ち主であるため肉付きはいいほうなのだが、きゅっと引き締まった尻はまさに若い女そのものの魅力を放つ。

　色白の肌と相まって、とてもそそる光景だった。

　美少女がミニスカートをたくし上げ、俺に尻を見せつけている。物欲しそうな目で見つめられると、早く入れたくなってしまう。

「先生……お願いしますわ」

　腰を掴んだ俺は、勃起した肉棒を縦筋に当てる。愛液が大量に漏れだし、アニカが我慢できないことが伝わってくる。

「入れやすいように足を開いて、尻だけを高く持ち上げろ」

「はい」

《な、なんてはしたない格好なの……》

　足をがに股に開いて、尻を突き出している。本当に下品な体勢だと思う。

　せっかくお嬢様にとんでもないことをやらせているんだ。少しくらい楽しんでもいいだろう。

「アニカ、早く入れてほしいか？」

「入れてほしいですわ。入れてくれないと自分で慰めてしまいそうです……」

　だいぶムラムラしているみたいだな。アニカが尻を振って、俺を誘っているのがわかる。

　だからこそ、俺は意地の悪いことをしたいと思う。

「そんなに我慢できないのか？」

「そ、そうですわ……！」

「だったら俺の言うことを聞くことができるよな？」

「もちろんですわ！」

《わ、わたくし……なんてことを!?　この男のことですから、ひどいことを言うに決まってますわ》

　さすがトップレベルの学校に通っているだけあって頭が切れるな。まさかにそのとおりだ。

「先生……わたくしにご命令を」

「その体勢のまま放尿しろ」

《──ッ!?》

　深層心理のアニカが、心底驚いているのを感じる。

《ほ、放尿!?　お、お外でオシッコをしろって言うのです!?　そんなこと絶対にできませわ！》

「できないのか？」

《できませんわ！》

「できますわ！」

《いやぁぁぁああ!?》

　表の素直な感情と、深層心理が違いすぎて面白いな。

　まあ、行動をとるのは表のほうだからな……。どうなるか……。

「先生……後ろに飛んでしまうかもしれませんので少し下がっていて下さい」

「ああ」

　彼女は目をつむると下半身に力を入れているようだった。

「ん……」

　立ったまま、足を下品に広げなら、少しずつ透明な液体がポタポタと流れ出てくる。

「で、出ますわ……。あ……！」

　ジュボ、ジュボボボボボ！

　ほぼ真下に向かって尿が流れていく。最初は勢いが弱かったが、溜まっていたみたいでものすごい勢いに変わっていく。

　お嬢様が俺の目の前で立ちションをしている。この事実だけで快楽を増すことができそうだ。

《い、いやぁ……！　見ないで！　見ないで下さいっ！》

　恍惚の表情を浮かべながら、アニカは気持ちよさそうに吐息を漏らしている。

　おそらく普段も、トイレの個室に入った時はこんな顔をしているんだろうな。絶対に知られてはいけない表情を見られ、深層心理のアニカはさらに混乱しているようだった。

《や、やめて……お願い……オシッコしているところなんて見られたくない……！》

　全てを出し切ったのか、ピュッピュッと残滓を搾り出す。

「ふぅ……気持ちよかったですわ」

「すっきりしたか？」

「それもありますけど、先生に見られていることが快楽ですの！」

《違います……！　違いますわ！》

　本当かな？　俺はアニカの尻を掴んだ。

「ひぁん！　オシッコのせいで敏感になってしまったのですわ……先生のせいで、新たな性癖に目覚めてしまいそうですの」

　ビクン、と跳ねながらアニカが悶える。

　さて、そろそろ俺のほうも入れるか。

「十分に濡れているみたいだな。処女であっても大丈夫だろう」

　俺はアニカの尻を掴むと、そのまま肉棒を挿入していった。

　やはり処女であったらしく、一気に奥まで入れるというのは難しい。先端で肉壁を掻き分けながら少しずつ奥へ侵入していく。

「ん……」

　アニカも少し痛そうにしているな。すぐに気持ちよくしてやるから待っていろ。

　俺は腰を掴んで自らのほうに引き寄せる。

　パン、という肉のぶつかる音が鳴り、根本まで挿入することができた。

「かっ……!?」

　目を向きながら、アニカが天を見ている。

「入って……ますわ……っ。こ、これが先生の……」

「どんな気分だ？」

「初めは少し痛かったですけど、今は気持ちいいです。少し動いただけでも果ててしまいそう……」

「そうか。ならば動いてみよう」

「あん、んっ、ああっ、あっ！　すごい……！　も、もうイキ……ますっ！」

　膣内が収縮し、アニカが果ててしまった。オナニーで何度かイったことはあるのか、初めてのような驚きはなかったが、快感に混乱しているようだった。

「こ、これがセックスの……先生にイカされるということ……！　こんなに気持ちいいなんて……！」

　魔法にかかっているアニカは素直な感想を言ってくれているな。

　さて、心の中のアニカはどうだ……？

《くっ……な、なんて気持ちよさですの……!?　じ、自分でしていたことがバカらしくなるほどですわ……》

　どうやらなんとか我慢しているようだな。

　さて、ここからさらにアニカを堕として、俺のものにしようとするか。

　俺は腰を振り始めた。

「はぁん、んっ、あっ！　あああああ！　奥に当たるのですわ！　先生の硬い……」

「初めは入れづらかったが、一度ほぐれると具合がいいな」

「あんんっ、本当に気持ちいいです、わ……」

「この具合……オナニーの時に何か棒を入れてるだろ？」

《う……そんなところまで聞いちゃダメですわ！》

　そんなことを言われると余計に聞きたくなるんだよ、俺は。

「答えろ、アニカ」

「お、男の人の形を模した棒を、何度も出し入れしてオナニーばっかりやっているのですわ！」

「変態だな、お前は」

「あんっ、へ……変態だなんて……んんっ！」

　こいつ、変態と言われて感じているぞ。……真性だな。

「どうだ、初めてのセックスは？」

「すごい……すごいですわ……！　先生……！　わたくし……セックスしてますわ！」

　本能なのか俺の精液を搾り取ろうと、膣内がうごめているのがわかる。小刻みに震えているところを見ると、そろそろイキそうになっているらしい。

「せ、先生……ダメですわ……！　わ、わたくし……も、もう……イっちゃいます！」

「好きな時にイけ」

「らめ！　先生と一緒がいい……！　腰の動き……止めてぇええ！」

　若い女の肉を味わっているんだ。ここで止められるわけがない。

　俺はアニカの体が壊れてしまうのではないかという勢いで、激しく腰を振りまくった。

　ぶるんぶるん、と肉付きのいい尻が揺れている。
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「あああああ！　イクゥゥゥゥゥ！　わたくし、イってしまいますわ！」

「果てろ。お前が内心でバカにしている男に、激しくイカされてしまえ」

「んううんんおっっ！　イックゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ!?」

　エビ反りになってアニカが絶頂した。

　背筋をピンと伸ばして、頭が背中についてしまうのではないかという勢いで反られていた。

「わ、わたくひぃ……イって……あひぃ……」

　絶頂が終わると脱力。

　今度は倒れそうな勢いのまま、体を丸めるのだった。

「はぁはぁ……！　も、もう無理ぃ……！　すごかったですわ」

《あ、頭が熱い……！　こ、これがセックス……！　これが男の人のもの……オナニーとは比べものにならないですわ……》

　満足しているようだが、まだ終らない。俺は射精していないからな。

「アニカ、続けるぞ」

「せ、先生……」

　俺はアニカの腕を持って、体勢を整える。

　そして、腰を再び振り始めた。

　さて、今度は心の内側も破壊してやろうか……！
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「あ……」

　腕を引っ張ると、アニカはぶらんと脱力する。初めてのセックスが刺激的だったらしく、頭がショートしてしまったようだな。

　だが、一度イってからのほうがセックスは気持ちがいい。もう十分となっている中で振り絞るような絶頂を味合うことができた時、最高のエクスタシーを感じることができるのだ。

「もっと楽しませてやるよ」

「はぁはぁ……先生……！　先生……！」

　逃げ出さないようにアニカの腕をしっかり掴んで、腰を振り始める。絶頂を向かえたせいか愛液がびちゃびちゃと溢れだして、いやらしい水音を奏でる。

　腰も振りやすいし、さらに動きを加速させていこうと思う。

「んぅ、あっ、んん！　あああっ！　あああああ！　先生……らめですわ！　イキながらイってしまいますぅぅ！」

　ツインテールを乱しながら、アニカは頭を左右に振る。

　必死に逃れようとしているのだろうが、俺は放さない。

　彼女の尻を密着させ、短い間隔で連打するように動いていった。

　リズミカルに乾いた音が鳴り、愛液を飛ばしていく。ふとももを閉じた体勢であるため、よく膣が締まるんだ。

　さっきまで処女だったということもあり抜群の締りであるため、カリ首を中心に快感を押し寄せてくる。

「気持ちいいですわ！　先生、わたくし……もうおかしくなってしまいそうですわ！」

「俺の女になれば、毎日この快感を味合うことができるぞ」

「毎日……」

「そうだ、毎日だ」

　俺は笑みを浮かべる。

「こんないい学校に入ったんだ。それなりの目的があるんだろ？」

「わ、わたくし……魔法を習って社会に貢献したいんですの」

「へえ、それは立派だ」

　立派すぎて反吐が出てしまいそうだがな。

「必死に勉強もしてるんだろ？」

「もちろんですわ。テストでいい点を取ると気持ちいいですの」

「偉いな。だけど、勉強なんかよりももっと気持ちいいことを教えてるだろ？」

「せ、先生……？」

　そう……俺は教師だ。教師なら可愛い教え子にしっかりと教えてやらないといけないな。

「今日は特別授業だ。しっかり覚えて帰るんだぞ」

「はいっ！　わたくし、先生の……おちん……おちん……」

「なんだ？」

「お、おちんぽの形を覚えていきますわっ！　わたくしに快楽という名の単位を下さいっ！」

「いいだろう、たっぷりくれてやる……！」

　俺があまりに激しく腰を振っているため、アニカの爆乳が上下に触れている。

　後ろから突いていても、たぽんたぽんと音が聞こえてくるほどだ。実際にパイズリをされてみてわかったが、やはりかなりの大きさであると言えよう。

　女学生のくせにこんないやらしい体をして、本当にけしからん女だ。

「らめですわああああ！　またイク！　イっちゃいますぅ！」

　ぷしゃと潮が吹く。

　それでも俺は無視をしてアニカの子宮口をノックし続けた。

　子供を産むにはまだ未熟な体をしているためか、子宮口も完全に開いているわけではない。

　だが、俺が一突きする毎に、アニカの子宮口が開いてきているようだった。まるで俺の精液をほしがっているみたいに。

「イクぅぅぅ！　イってますわあああ！　あああああ！　すごいのぉ！　壊れちゃいますわ……！」

「いい締りだ。孕みたいのか？」

「は、孕む……？」

「俺の子が欲しいのかと聞いている」

「わ、わたくしまだ学生ですわ。両親からも絶対に作ってはいけないと言われてますし」

「ほう」

　俺は膣内を深く突いてみせた。

「くほぉぉお！」

　お嬢様らしからぬ声。

　だが、だいぶ気持ちいいのか、アニカは涙を流しながら笑みを浮かべていた。

「き、きもふぃいでしゅわ……！」

「俺の子が欲しいか？」

　もう一度俺が尋ねると、

「欲しいですわ……」

「親に禁止されているんだろ？」

「か、関係ないのです……！　こ、こんなに気持ちいいなら……いくらでも孕みますわ」

　ふっ、だいぶ堕ちてきたみたいだな。

　ならば、ラストスパートといくか。

「そこまでお願いされたら、しっかりと出してやらないといけないな」

「お願いしますわ」

「わかってはいると思うが、孕んでも俺の子としては認めないぞ」

「そ、それでも下さいっ！　先生の精液で孕んで、子ども産んで、育てますから！」

「両親が泣くだろうな」

「お父様もお母様も関係ありませんわ……今は絶対に、先生の子種がほしいのです！」

　快楽で人はここまで変わる。

　それを知っているから、俺は楽しいんだ。

「たっぷり出してやる。孕め……！」

「は、はいっ！」

　まあ、例によって魔法にで避妊はするがな。こんな女との子なんて見たくもない。

　腰の動きを激しくしていく。

　アニカの喘ぎ声も艶めかしいものになっていた。

「ああああぅ！　イクゥゥゥ！　イキますわ！　イクイクイクイク！　イってるううううっ！」

「いいぞ、出そうだ」

　俺の肉棒が太くなっていく。

　徐々に精液が上っていき、発射へと近づいていった。

「先生、出して！　お願いしますわ！　わたくしの中にぃぃぃ！」

「子宮を満たしてやる……！　俺の子を孕め……！」

「孕ませて下さい……！　先生の子がほしいですわあああああ！　あああああああああああ！　イクイクイクイク……イックゥゥゥゥゥ!!」

　我慢の限界に達し、俺はアニカの膣内で射精した。

　ものすごい勢いで飛んでいったため、間違いなく卵に届いているだろう。魔法を使わなかったら、絶対に妊娠していると思う。

　アニカは俺が避妊魔法を使っていることを知らないから、嬉しそうに笑みを浮かべていた。

「先生……先生の子……ですわ！　わたくし、こんなに幸せなこと知りませんでした」

「これが俺の女になるということだ」

「先生のために何でもいたします……いつでも、このわたくしを性処理に使って下さいませ」

　名門アレント家のお嬢様がこの態度。

　アニカは完全に俺のものになったな。

　俺がペニスを引き抜くと、アニカはその場でがくっと倒れて込んでしまった。

「はぁはぁ……はぁはぁ……！」

　深呼吸をして、息を整えるアニカ。

　快感が少し引いてきたのか、俺のことを睨みつけるのだった。

「このゲス教師……！」

「先生に向かって、その口の聞き方はないだろ？」

「わたくしにやったことの全て……言いつけてやりますわ」

「あんなに乱れていたのにな」

「あ、あれは洗脳がいけないのです……！　わたくしの本心ではありませんわ」

　アニカは面白いことを言うな。

「そうそう。一つ言い忘れていたことがある」

　大事なことだからな、忘れてはいけない。

「お前にかけた洗脳魔法だが、途中から解除していた。つまり、孕みたいなどの言葉は、お前の本心だ」

「なっ……!?」

　嘘ではない。一度アニカがイったあと、実は魔法を解除していたんだ。

　思考を読まなかったのも、読む必要がなかったから……。俺の肉棒で突けば、思っていることを全て吐き出してくれるからな。

　それをアニカも実感したのだろう。表情がどんどん青くなっていく。

　抜いた後の抵抗はきっと、一種の照れ隠しのようなもの。

「アニカ、自分の本心を知ることができてよかったな」

「……ッ！」

　その場で大きくうなだれるアニカ。

　彼女はぽつりと言うのだった。

「わ、わたくし……こんなに気持ちいいこと初めてでしたわ。男を誘惑している時が最高の瞬間だと思っていたのですが、どうやら違ったみたいですね」

「最高の瞬間とは、俺の女になっている時間だ」

「そのとおりですわ、先生。……わたくしを、これからもあなたの女にして下さい」

　乱れた服のままアニカは指をついて、丁寧に頭を下げたのだった。

　これで、ひとり目の性奴隷をつくることができたようだな。
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　アニカを堕としてから数日。けっきょく俺は、彼女に魔法を教えている。

「じゃあ次は風の魔法だ。アニカ、お前からやってみせろ」

「はい、先生」

　アニカは俺の言葉に従って前に進み出る。

　今は魔法の実技授業の時間だ。

　俺がまず呪文を唱え、複数の土でできた人形を作り出す。これが的だ。

「ではやってみろ」

　アニカも手を前方に突き出し、呪文を唱える。

　すると、強力にまとめられた風の弾丸が放たれた。

　それは一直線に進んでいき、的の土人形をバラバラに吹き飛ばす。

　学生にしてはなかなかの威力だ。自衛用の能力としては十分すぎるな。

　風魔法が得意と言っていただけのことはあるか……。

「きゃー！　凄いですアニカさん、命中ですよ」

「それだけじゃない、クローゼ先生の作った的も粉々だわ」

「さすがアレント家のご息女ですわ！」

　後ろで見ていたクラスメイトも賞賛している。

「ありがとう、皆さん。でも、アレント家の者としてはまだまだ力不足ですわ」

　アニカはそれに対して謙虚に対応する。

　俺との関係がバレないためにも、普段は以前のままに接してもらわないとな。

「さあ、次は誰が挑戦するんだ？」

　俺は新しく複数の的を作り出しながらそう言った。

　この学校では生徒が女だけということもあって、生徒自身による防犯にも力を入れている。

　個人的にも、この授業には力を入れているんだ。

　学院内は防犯用の魔法が仕掛けられているので比較的安全だが、外はそうもいかない。

　それに、良い女が俺より先にごろつきの手に落ちるなんて我慢ならないからな。

　せっかく手に入れた良質の狩り場なんだ。誰にも渡してやるものか。

「先生！　わたくしの魔法はどうでしたか？」

　そんな考え事をしていると、アニカがニコニコしながらやってきた。

　先日、俺の女に堕としてからは、こいつも素直になったな。

「ああ、なかなかのものだった。テストでも良い点が取れるだろう」

「わたくしはそんなことより、先生から直々にご褒美が欲しいなぁ……って」

　そう言いながら、さりげなく胸を押し付けてきやがる。

「人目のあるところでは、大人しくしろと言っただろう？」

　他人からは、今の魔法について話しているように見せる細工をしながら会話をはじめる。

「だって、もう一日とたたずに、恋しくなってしまうんですもの」

「あまり目に余るようだと、また洗脳するぞ……？」

「あっ……それは……」

　俺に従順にはなったものの、洗脳魔法は軽くトラウマになっているらしい。

　まあ、ちょうど良い抑止力だな。

　あまりベタベタされすぎるのも鬱陶しい。

「お前の体は気に入っているんだ。あまり手間をかけさせるな」

「……はい、わかりましたわ」

　アニカもそう言うと引き下がった。

「今日は放課後に用事があるから、それが終わったら相手してやろう。俺の部屋で待っていろよ？」

「……っ！　はいっ！」

　とたんに顔を赤くして嬉しそうにする。

　どうやら、上手く手なずけられているな。

　名家のお嬢様を完全に支配下に置いていると思うと、思わず笑みを浮かべそうになってしまう。

「あまり長く話していても怪しまれる、行け」

「それでは、失礼しますわ先生」

　そう言ってアニカはクラスメイトの輪の中に帰っていく。

　黒い内心を隠しながら、俺は優秀な教師として引き続き振る舞った。
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　そのままその日の授業を片付けると、俺は学院長室に向かう。

　今日は、前に頼んでいた調査が終わったという報告を受けたからな。

　ユリアは学院長室とは別に、私用に使える部屋を持っている。

　誰にも見つからないようにその部屋まで行くと、扉を開いて中に入った。

「ユリア、居るか？」

　そう呼びかけると、部屋の扉から声が聞こえる。

「テオ君、ちょうど良かった。こっちよ」

　声を辿って扉を開けると、そこは寝室だ。

　ユリアの生活に必要な部屋が学院長室に併設されていて、いつでも使えるようになっている。

　その部屋の椅子に、ユリアが座っていた。

　長い足を組んでいるが、あまり威厳があるようには見えないな。

「あっ、もしかして今、偉く見えないとか思ったでしょう？」

「さあ、どうだかね……」

「わかるわよ、テオ君って基本的に女を見下してるし」

「じゃあ、その男に手なずけられているユリアはどうなんだ？」

「くっ、またそうやって小馬鹿にして……」

　しかし、彼女は何枚かの書類を取り出すとニヤッと笑った。

　良くないな、こういう顔をする奴は、ろくなことを考えてない。

「ふっふっふ、これは何でしょう？」

「調査結果の書類だろう。違ったらしばいてるぞ」

　これでも、仕事に対してはプライドを持っている。

　女を手篭めにしていることを除けば、優秀な教師をやっていると自負しているしな。

「に、睨まないでよ……そうよ、これが調査結果」

　凄みを効かせて睨むと、ユリアはあっさりと机に書類を広げた。

　遊び人を自称する彼女も、それほど修羅場をくぐっているわけではないだろうしな。

　所詮はお嬢様だ。理事長である母親の庇護の元で育った存在だった。

　その点、面倒な思惑が飛び交う宮廷に居た俺のほうが、駆け引きの経験がある。

「では、見せてもらおうか」

　俺はユリアの対面にある椅子に座ると、資料に目を通す。

「みんな美人ぞろいだけど、そのなかでも上位の子ばかりを集めたわ」

「なるほど、俺の好みの女ばかりだ」

　生徒や教師はもちろん、それ以外にも学院に出入り女のことが書かれている。

　大雑把に数えてみたが、一クラス分以上はあるだろう。

　どれも美形で、街を巡り歩いてもなかなかお目に掛かれないレベルだ。

　今年入学したばかりの新入生からベテランの教師まで、年齢層も幅広い。

　ただ、せっかく女学院にいるんだ。

　獲物は学生から優先して選ぶとしよう。

「よくこれだけの情報を集めたな。少しだけ感心した」

「学院長を舐めないでよね」

　自信ありげにそう応えるユリア。

　ふん、こういう時だけは学院長に相応しいように見えなくもない。

　尊敬を集めるというよりも、みんなに慕われるタイプだな。

　まあ、今は俺の肉棒でよがる雌豚だが……。

「何はともあれ、ご苦労だった。俺はこれを使って……」

「あー、ちょっと待ってね！」

　俺が資料を自分の懐に入れようとすると、ユリアがそれに先んじてたぐり寄せた。

「チッ……いったい、何のつもりだ？」

　力づくで奪うことも出来るが、それは趣味じゃない。

　それに、せっかくのユリアの美貌に傷をつけるなんて、もったいないしな。

　若干イラついている俺にユリアは気にせず話しかけてきた。

「ほら、この情報も学院長であるあたしだから集められたものでしょ？」

「それはそうだな」

「だから、ご褒美が欲しいなーって」

「ご褒美……ね」

「そうよ、この資料はそれと交換ってことで」

　まあ、ユリアが何を望んでるかはわかった。

　ほんのりと頬を赤らめているしな。

　そこまで期待されているなら、俺も悪い気はしない。

　幸い今日の仕事は全て終わらせたから問題もない。

「いいだろう、相手をしてやる」

「ふふっ、それでこそテオ君よっ！」

　ユリアは嬉しそうに微笑んで立ち上がり、俺の肩を叩く。

「さあ、じゃあさっそくベッドに移りましょう」

　気が早いというか既に服をはだけた彼女は、振り返ると俺を誘う。

「思いっきり気持ちいいセックス、期待しているわね？」

「任せておけ。だが、ユリアこそ先に気絶するなよ」

　俺は、これからどうやって彼女をいじめてやろうかと思いながらほくそ笑むのだった。
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　俺はユリアに誘われ、寝室のベッドに座った。

　そして、彼女も俺の横に座り込む。

「ふふ、まずはどうしようかしら」

　ユリアはそう言いながら、その大きな胸を俺に押し付けてくる。

　相変わらず大きいな、手で掴んでもこぼれ落ちそうだ。

　こういう立派な胸を、力ずくで無茶苦茶にしてやるのも最高なんだが……。

「なら、まずは口で俺のものをしゃぶってもらおうか」

「フェラね、もちろん良いわよ。気持ちよくしてもらえるおちんちんだから、元気にしないとね」

　ユリアはそう言うと、俺の前に跪いた。

　そして、カチャカチャと音を立てながらベルトを緩めてズボンを脱がせていく。

　こうやって服を脱がされる行為も、主従関係がはっきりしていて好きだ。

　相手を支配しているという実感に浸れる。

「ん、んしょ……出てきたわ。まだ起ってないのにこれっていうのも、凄いわね」

　ユリアは俺のペニスを見ながらそんなことを言う。

　まあ、元がでかければ。勃起でより大きくなるからな。

「戯たわ言ごとを言ってないで、さっさと始めたらどうなんだ？」

「むぅ、わかったわ……もうちょっと楽しみたかったけど」

　ブツブツと言いながらも、ユリアはさっそくフェラを始めた。

「はむっ、れろれろ……れろっ、じゅぷっ」

　まずは亀頭を口に含むと、軽く舐め回し始める。

「やっぱりフェラは上手いな、ユリア」

「じゅるる……当然よ。それに、テオ君の気持ちいいところもわかってきたし……」

「ほう。じゃあ、やってみせてくれよ」

　俺はそう言って彼女を煽ってみる。これで本当に上手いことやってみせたら、それはそれで上々だ。見当違いのところを責めたら、お仕置きとしていじめてやる。

　それを知ってか知らずか、ユリアの表情は自信に溢れていた。

「テオ君は、ここをこうすると良いのよね？」

　そう言いながら、肉棒をぱっくり咥えると裏筋を舌で舐めてきた。

「いいぞ、よくわかってるじゃないか……」

　たしかに、そこは気持ちいい。

「やったわ、ふふふっ！」

　狙いが当たったからか、ユリアは嬉しそうだ。

「だが、まだ少し刺激が弱いな」

　そう言うと、俺は魔法を発動した。

　前に使ったのと同じ、相手の体を自分の思いどおりに動かす魔法だ。

「ま、待って！　テオ君のおちんちんは大きいから、心の準備が……んぼぉ！」

　突然肉棒を深く咥えさせられて苦しそうな声を出す。

「安心しろ、窒息はしないようにしてやる」

　並行して使ったのは、相手の呼吸を確保する魔法だ。

　本当は医療用の魔法だが、使えるなら何にだって使うのが俺の流儀だ。

「んふっ、んっふ！　ふー、ふー」

「上手くいったみたいだな、咽せるのもおさまった」

　俺は肉棒を咥えて少し涙目になっているユリアを見て笑う。

　前にも試したとおり、彼女では俺の魔法に抵抗できない。

　つまり、ここからどうするかは俺の気分次第というわけだ。

「さて、どうするかな……。俺が射精するまでピストンさせるか、呼吸は確保してあるから永続的にバキュームさせるか……」

「んんっ!?　んふー、んふーっ！」

　俺の言葉を聞いたユリアは目を見開くと首を横に振った。

　肉棒を咥えているせいで動かすたびに頬が膨らむのが面白い。

「なんだ、俺のためなら何でもするんだろう？」

　そう言うと、少しの間だけ口を自由にしてやる。

　発言を許された彼女は呼吸を乱しながら言う。

「そ、そんなことされたら苦しいじゃない！」

「俺としては、涙目でフェラされるのも好物なんだがな」

「鬼畜教師って言葉がこれ以上似合う人を他に知らないわ」

「苦しいのが嫌なら、性器並みに口の感度が良くなるアレをしてやってもいいが……」

「あっ、あれは……！」

「なんだ、嫌なのか？　前はずいぶん気持ちよくなってたじゃないか」

「嫌じゃない……けど、今度はちゃんと普通にフェラしたかったのよ」

「なら、俺が満足するようにやってみせろ」

　そう言ってユリアに先を促す。

「やるわよ！　でも、突然魔法を使って無理やりさせたりしないでね？」

　彼女はもう一度肉棒を咥えてフェラを再開する。

　さっきの緩い動きとは違い、今度は激しさがあった。

「んじゅっ、んじゅっ！　じゅぶじゅぶ、じゅぶるるるるる！」

　肉棒に舌を絡ませながらのピストンだ。ユリアのテクニックと合わさって、かなり気持ちいい。

「上出来だ、ユリア。そのまま続けてくれ」

　俺は彼女を褒めながらその頭を撫でる。

　このままされるがままなのは手持ち無沙汰なので、思考解読の魔法を発動する。

　これを使うなとは言われてないからな。

　別に体を操作するわけではないので、構わないだろう。
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《ううっ、悔しいけど、テオ君に頭撫でられるのは気持ちいい……》

　ほう、これがそんなに良かったか。今度からは褒美として使えるかもしれないな。

　女を調教するのには、手段が多ければ多いほど良い。

「じゅぶ、じゅぶ、じゅぶ！　ずるるるる！」

　頭ごとピストンさせるのに加えて、今度はバキュームか。

　こうやって下品な音をたててフェラされるのは心地いいものだ。

「前よりかなり激しいじゃないか。そんなに俺の肉棒が気に入ったか？」

「テオ君のおちんちん好きよ。こんなのがこれからあたしの中で暴れるかと思うと、それだけで濡れてきちゃう」

「舐めてるだけで濡れるのか、ずいぶん淫乱だな」

「こ、こんな体にしたのはテオ君なんだからぁ！」

　恨むように言いながらもユリアはフェラを続ける。

　体のほうは正直だな。なら、心のほうは……？

《淫乱にされちゃったけど、やっぱりこのおちんちん好き……もう離れられないわ》

　心の中まで俺に堕ちきっている。

　どうやら、恥ずかしがってただけらしいな。

「さっきからジロジロ見て……良いわ、あたしも切り札を使うから」

「まあ、俺を楽しませてくれるならなんでも良いさ」

「見てなさい？」

　そう言うと、ユリアは何かしらの魔法を使った。

　だが、俺に対してものじゃないようだ。肉体強化系か？

「……ぁあむ！　ぐぢゅうぅ……！」

「っ！　これは……」

　ユリアがフェラを再開したとたんに効果は現れた。

　口内の唾液の粘度が明らかに高くなっていたのだ。

　おかげで、いつもの数倍の快感が襲ってくる。

《テオ君、気持ちよさそうな顔してる……このまま射精させちゃうわ！》

　起動しつづけている読心魔法から、ユリアの思考が流れ込んできた。

　悔しいが、ここは彼女のアイデア勝ちだな。この発想はなかった。

「これは、初めて味わうな……あまり持ちそうにない」

「ジュボジュボッ！　ねえ、もうイキそうなの？」

「ああ、そろそろだ。最後まで手を抜くなよ」

「テオ君を先に射精させるなんて初めてよ、興奮しちゃう！」

　完全に発情した目になったユリアはさらに頭の動きを激しくさせた。

　これでは、俺が魔法で動かしてるのと変わらないぞ……！

「出すぞ、ユリア。思いっきり締めつけろ」

　声色を抑えながらも、呼吸を乱さざるをえない。

「来て、あたしの口の中にだしてぇ……ジュブゥ、ジュボボボボボ!!」

「……くっ」

　ドビュ！　ドビュルルルルルル！

　最後のバキュームに合わせて、俺も射精した。

　エロ唾液にまみれた口内に、さらに濃い精液を流し込んでいく。

「んふぅぅぅ！　んぶっ、ゴクゴクッ！」

　ユリアも余裕をなくし、俺が出した精液を必死に飲み下していた。

　俺はそれを、気持ちのいい疲労感を覚えながら見続ける。

「はぁはぁ……喉に絡まって飲み込めないかと思ったわ……」

「そうなったら、俺が胃まで押し込んでやるよ」

「結局全部飲ませる気なのね」

「当然だろう？　こぼしたら罰ゲームだ」

「それは、味わいたくない……」

「まあ安心しろ。ユリアはかなり良い奉仕をしてくれたんだ。この後のセックスを楽しみにしておけよ？」

　俺はそう言って笑う。

　自分の性格を嗜虐的だとは思っているが、慈愛の心が皆無だとも思っていない。

　優秀な奉仕をしたユリアは、褒美として可愛がってやるつもりだ。

《うぅ……テオ君が笑うと何か良からぬことを考えてる時なのよね。あたし、どうなるの……》

　そして俺は、勝手に勘違いしてビクついているユリアをベッドへ引き上げるのだった。
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　俺はユリアをベッドに引き上げると、そのまま中央まで移動させる。

　さすがに学院長用の家具だけあってベッドも広い。

　俺が個人的に使うには広過ぎるが、女を集めて寝るのには向いているかもな。

「テオ君、何を考えてるの？」

　少し考え事をしていたからか、ユリアに突っ込まれてしまった。

「なんでもない、それより続きだ。そこに四つん這いになれ」

「うん、わかった」

　彼女は俺の言うとおり、ベッドの中央でこっちに尻を向ける。

　その体で目立つのはやはり大きな胸だが、尻も悪くない。

　試しに両手でその豊満な尻肉を触ってみる。

　指をはじき返すような張りがあって、力を入れるとちょうど良い感じの柔らかさを感じられた。

「良い尻だ、ここまでのものはなかなか無いな」

「それは、褒められてるってことでいいのかしら？」

「ああ、そうだな」

　俺はユリアの後ろに移動すると、そのまま肉棒を取り出す。

　もうすでに勃起していて、準備はできている。

　それを、目の前の尻の谷間に押し付けた。

　いままで触っていた気持ちのいい尻たぶが、肉棒を包む。

　パイズリならぬ尻ズリといったところか、悪くないな。

「ね、ねえ……テオ君……」

「どうした」

「そんなに焦らさないでぇ……もう我慢できないの」

「ふん、ずいぶん浅ましいな」

「だってぇ、お尻に硬くて熱いものを押し付けられたら我慢なんてできないわ！」

「これのことか？」

　俺は勃起した肉棒をさらに押し付けてやる。

　硬いそれが尻肉にめり込み、ぐにゅぐにゅと歪んだ。

「そうなのっ！　ねえ、早くぅ！」

「仕方ないな、だったら俺が入れたくなるようなおねだりをしてみろ」

「……そうすれば、ちゃんと入れてもらえるのね？」

　ユリアは少し顔を赤くしながらも、決心したように口を開く。

「テ、テオ君の硬くて大きいおちんちん、あたしのトロトロになったおまんこに、入れてくださいぃ！」

　ユリアのみっともないおねだりを聞いて、俺も満足する。

　そして、ようやく肉棒を膣へと押し当てた。

「きたっ！　おちんちんきたぁ！」

「慌てるな、ちゃんと入れてやるさ」

　俺はユリアの腰をがっしりと掴むと、そのまま腰を進める。

　キツい膣圧を感じながら、肉棒を奥へ入り込ませた。

「ひっ、あぁ……奥まで入ってるぅ」

「まだまだ、これからだぞ」

「いやっ、無理よ。あたしこれ以上奥には……」

　首を横に振るユリアをよそに、俺はさらに腰を突き込んた。

　子宮口まで亀頭が到達し、さらに突き進もうとする。

「んっ、あぐぅ！　お腹がいっぱいにぃ……！」

「これくらいで音を上げるなよ」

「だ、だってぇ……前の時より大きいっ」

「試しに肉体変化の魔法を使ってみただけだ。ユリアもさっき使っただろう？」

「そうだけど、こんなのおまんこ広がっちゃう！」

「そうか？　俺は気持ちいいから問題ないけどな」

　ユリアの膣内はよく成熟している。

　最近まで遊びを知らなかっただけあって、敏感なところも高評価だ。

　ただ、やはり締め付けだけは、若い女に……特にこの学校の女子には一歩譲るだろう。

　だからこそモノを大きくし、物理的にキツくしてみようと思ったわけだ。

　結果は、思った以上に良好だった。

　普段からグニグニと絡み付いてくる膣内が、さらにキツくなってたまらない。

「このままされたら、ガバガバになっちゃう！」

「だったら、早めに俺から搾り取ればいいだろう？」

「そっ、そんな……」

　あまりの無茶ぶりに、ユリアも戸惑ってしまったみたいだ。

　だが、それじゃあ面白くない。

「ほら、動くぞ。さっさと締めないと緩くなっちまうからな」

　俺はユリアの態度を気にすることもなく、腰を振り始めた。

　いつもよりキツく感じる膣内を楽しみながら、パンパンと腰を打ち付ける。

「奥までっ、奥までほじくりまわされるぅ！　こんな……ああん！」

　ユリアは喘ぎながらも健気に膣内を締めつけてきた。

　もとからキツいところをさらに締めているので、最高に気持ちいい。

　まるで、処女を相手にしているような締まり具合だ。

「いいぞ、ユリア。その調子で締めつけろ……！」

　命令を下しながら、さらに腰を振る。

「……ぁう！　ど、どんどん広がって……ひゃう！」

　ぴっちりと肉棒に密着した膣内から、ビクビクという痙攣が伝わる。

「ユリア、まさかもうイったのか？」

「し、仕方ないでしょ？　こんなに大きいので突かれてるんだから」

「もしかして、ちんこの巨根化にハマったか？」

「気持ちいいけど、ハマっちゃダメなの！　元に戻らなくなっちゃう！」

「ふふっ……安心しろ、壊したりはしない」

「……え？　本当？」

「もちろんだ。お前みたいないい女を簡単に使い捨てるかよ」

「テオ君……」

　ユリアの有用性は高い。魅力ある肉体以外にも、学院長としての権力だって替えが効かない存在だった。

　今の俺には、学院のハーレム化への生命線みたいなものだからな。

　せっかく得た機会を無為にするつもりはない。

　それに、ちょっと優しい言葉をかければ、機嫌を良くするちょろさもいい。

　愛だのなんだのと言って、最後には病むような女よりは万倍も俺好みだ。

「少しくらい緩くなっても、俺が後で治してやるよ。だから、今は思う存分イキ狂え！」

　そう言った俺は、子宮口がつぶれるくらい強く肉棒を突く。

「ああっ！　イク、もうイっちゃう！」

「ああ、そうだ。我慢するのなんか止めちまえ」

「イクッ、テオ君のおちんちんでイクゥゥゥ！」

　ビクビクッと痙攣しながら、ユリアが絶頂した。

　だが、俺はその最中でもまだ体位と変えつつ、動きを止めない。

「いぃ!?　らめっ、らめだよぉ！　イってるのにぃ！」

「絶頂するまんこを責めるのも、なかなか気持ちいいな」

「このっ、鬼畜ぅ……アヒィ！」

　俺を恨めしそうに見た直後、また体を跳ねさせて絶頂した。

　これは、完全にパターンに入ったな。

　ここまでくれば、あとは好きなように料理できる。

「イクッイクッ！　またすぐに……んんっ！」

「そのままイキ狂ってしまえ」

「いやっ……ひあぁぁぁ！　イックゥ！　おまんこバカになっちゃうのぉぉぉぉ！」

　嬌声とともに膣内を強烈に締めつけるユリア。

　見れば、口元も緩んで涎をたらしていた。

「なんだ、だらしないな。赤ん坊みたいだぞ」

　そう言いながら口元を拭ってやる。

「気持ちいいっ、気持ちいいのぉ！　もっと、テオ君！」

「とうとう快感に狂ったか……」

　ユリアの横顔を見ると、その表情は快楽でとろけていた。

　普段の強気な顔は、見る影も無いほどに崩れている。
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「そうよ、テオ君に狂わされちゃったの。だから、責任とってよぉ」

「ああ、そうだな。だったら本気でいくぞ」

　既に小さく潮まで噴いている秘部に、俺はさらに腰を叩きつけた。

　もうパンパンなんていう生易しいレベルではなく、肉と肉のぶつかり合う生々しい音が響く。

「イクイクイクゥ！　もう止まらないの！」

「俺も、そろそろ出してやるからな」

「っ！　テオ君の精液っ！　精液ぃ！　おまんこの中に注いでっ！」

「そう叫ばなくても、一滴残らず出してやるさ」

　もともと中出し以外する気はなかったが、ユリアがここまで感じているなら、動かすだけで勝手に絶頂してくれるだろう。

　俺は容赦なく腰を動かしつつ、膣内の感触を楽しむ。

　そして限界を迎えると、まったく我慢することも無く射精した。

　ドビュルルルルルルル！

「あぁぁぁぁッ！　イグゥ！　イッグゥゥゥゥウウウウ!!」

　絶頂の締めつけを感じながら、俺は宣言どおり最後まで膣内に射精した。

　俺が腰から手を離すと、ユリアはそのままベッドで脱力してしまう。

　その足の間からは、中出ししたばかりの精液が漏れ出てくるのが見えた。

「まだやり足りないが、このまま犯しても面白くないな。回復を待つか」

　俺はそのまま、ユリアが復活するまで解放するのだった。
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　ユリアとの行為を終えた後、さすがの俺も疲労を感じたので休憩することにした。

　彼女の隣で横になり、手に入れたばかりの資料を見る。

「どうかしら、ターゲットは見つかりそう？」

　絶頂から回復したユリアも、俺の横から資料を覗き込んだ。

「どれも良い女だ、迷うな……」

　学院長自身が選別しただけあって、誰もが高レベルだ。

　一応、学生をまず狙うと決めているが、それでも目移りしてしまう。

　まるで、牧場に忍び込んだ狼のような気分だな。

　このリストの誰もが、自分は危険から守られていると思って油断しているだろう。

　俺が少し甘い言葉をかけてやれば、すぐに堕ちそうだ。

「うわぁ……テオ君、すごく悪い顔になってるわよ」

「獲物を差し出した人間が何を言う」

「純粋な女の子がテオ君の毒牙にかかると思うと、心が痛むわ」

　そう言って悲しそうな顔をするが、次の瞬間には俺の体に手を回してきた。

「まあ、あなたの女にして貰えるなら、どうでもいいけどね」

「生徒たちは、こんな学院長を持ったことを呪うかもな」

　それでも、女漁りをやめるつもりはない。

　これは、俺の生き甲斐みたいなものだ。

　そう思いながら資料のページをめくっていくと、ある生徒に行き当たった。

　ピンク色のツインテールが特徴的な少女、アニカ・アレントだ。

　俺はちょうどいいかと思って、口を開く。

「そう言えば、詳しくは言ってなかったな」

「何をかしら？」

「ユリアの資料を待っている間、暇だったから、アニカはしっかり篭絡しておいた」

「ずいぶんと手が早いわねぇ。ほんとに、抱いちゃったんだ。でも、一応は経過も教えてくれないと、あたしもバックアップできないわよ？」

「ひとりふたりは問題ないだろ？　学院の外でも、そうやってきたからな」

「まあ、それはそうだけど……」

「なんだ、何か心配なのか？」

　俺の言葉にユリアは頷いた。

「この学校に通っている子は権力者や名家の子たちばかりでしょう？　バレたら、この国に居られなくなるわ」

「そうだな、確かに、その辺の町娘とは事情が違う」

　そう前置きしたところで、俺はユリアの目を見て続ける。

「だが、だからこそ興奮するだろう？　人生は一度しか無いんだ、好きなように生きるさ」

「はぁ……こんな人が宮廷魔術師だなんて、この国は大丈夫なのかしら……」

「宮廷魔術師なんてのは、能力至上主義で集められた奴らだ。皆、どこかしら一般人とは逸脱したところが多かったさ」

　俺は、かつての同僚たちを思い出して眉を顰ひそめる。

「そうなの？」

「俺たちは、職務上はあまり表には出ないからな。衆目に晒される騎士たちのほうが、百倍は行儀が良い」

「百倍は、いくらなんでもオーバーじゃない？　式典ぐらいあるでしょう？」

「なんなら今度、元同僚の研究室を紹介してやろうか？」

「それは……遠慮するわ」

「賢明な判断だ。連中の機嫌にもよるが、酷いと、常人では数分と持たずに発狂するだろうしな」

　あの光景を思い出すと、俺でも寒気を感じることがある。

　宮廷魔術師のなかでも、俺はまだ常識的なほうだしな。

「くそ、嫌なことを思い出した。もう一度相手してもらうぞ」

「えっ、やっ、あん！」

　気を紛らわそうとユリアを抱き寄せ、その体をまさぐる。

　胸を揉み、秘部へ指を挿入した。

　そして、いよいよ挿入しようかというところでバタンと音が聞こえた。

「せ、先生！　これはどういうことですか!?」

　乱暴に扉を開けて入って来たのは、今さっき話題にしたアニカだ。

　ツインテールを揺らしながら、俺を睨んでいる。

「先生はわたくしに部屋で待っていろと言ったではありませんか！　それが、どうして学院長と……」

「えっ、アレントさん!?」

　ユリアも突然の乱入の驚いているようだ。

　今の今まで熱っぽい息をしていたのも忘れて、目を丸くしている。

「なんだ、随分遅かったなアニカ。もう少し早く来ると思っていたが」

「えっ、テオ君……なにを……」

「さっきから気配を感じてたぞ。部屋の前で様子をうかがってたんだろう？」

「……っ！　気づかれていましたか」

　図星を突かれて動揺するアニカに俺は笑う。

「察するに、得意の風魔法で音を消したつもりだったんだろう」

　音が空気を伝って相手に届くことは、魔術師でなくとも一般に知られている。

　風魔法で、その空気に障壁でも作ったんだろう。

　アニカ側の音は聞こえず、俺たちの音は聞こえるように調整してな。

　実は魔法には、魔術師の出す〝音〟を完全に遮断するものもある。だが、そんなものはたいがい、暗殺やらの後ろ暗いことに使われるので、表社会では知られていない。

　それと似たようなものを独自に使えるあたり、アニカは魔法の才能があるんだろうな。

「だが、まだ未熟だ。部屋の前にはいくつか警戒魔法を仕掛けておいた」

　たとえ行為の途中でも、それらの知らせには注意を向けている。

　俺とユリアの関係が一般人の生徒や教師に知られたら、すべてが台無しだ。

「でも、先生はどうしてわたくしだとわかったのですか？」

「そのくらいは自分で調べてみろ。もっとも、そんな体力が残っていればの話だがな……」

「えっ、どういう……」

　アニカの言葉が終わる前に、俺は肉体操作の魔法で彼女をベッドに引き寄せた。

「きゃっ、体が!?」

「おっと、お前はこっちだ」

　ベッドへ倒れ込んできたアニカを受け止め、そのままユリアとは反対側に寝かせる。

「い、いきなりは驚きましたわ」

「怪我をさせるつもりはないから安心しろ」

　そして、当然というか、俺を挟んで女ふたりの会話が始まった。

「えーと、アレントさんもテオ君の女になったのよね？」

「そうです、学院長。でも、随分と親しそうですね」

「そりゃあ、テオ君を学院に入れたのはあたしだし」

「では……わたくしは学院長のせいで処女を散らすことに……」

　ユリアは俺からすれば酒癖の悪い女だが、生徒のアニカにとっては、信頼できる学院長だったようだ。

　それなりにショックを受けているように見える。

「ごめんなさいね。でも、もうアレントさんもテオ君の虜なんでしょう？」

「それはもう！　先生なしでは生きていけませんわ！」

「なら、良いじゃない？　仲直りの印に、一緒にテオ君に抱いてもらいましょ」

「三人で……ですか？」

　当たり前だが、アニカは数日前まで処女だったので、複数での行為など未経験だ。

　まだ残っている常識が、それを否定しているんだろう。

「あたしだって経験はないけど、面白いらしいわよ。ね、テオ君？」

「なぜそこで俺に振る」

「だって、テオ君なら女の二、三人を同時に相手するくらい、できそうじゃない？」

「当たり前だ。それくらいはできるに決まってるだろう」

「わ、わたくしの常識が……」

　さっきとは別のショックを受けている様子のアニカ。

　だが、純粋な少女が淫らな知識に侵食されていくという展開も良いものだな。

「ほら、呆けてないでアレントさん」

　ユリアが俺を跨いで移動し、アニカを後ろから支える。

「さあ、テオ君。今度はふたり揃って相手してね」

「アニカが外に居るのがわかった時から、そうするつもりだったがな」

「う、あぅ……」

　ひとり、未だに決心がつかない様子のアニカだが……。

「どうした、気が向かないなら、体を弄ってやるが……」

「やっ、やります！　学院長と一緒にご奉仕しますわ！」

「それでいい」

　彼女がやる気を出したことで、俺も満足して頷く。

「ふふ、どっちにしろやらないといけないなんて、相変わらず酷いわね」

「逆に聞くが、なんで俺が自分の所有物に気を使わないといけないんだ？　相応の理由も無いのに」

「あたしの体は気遣ってくれたのに、本当にばっさりしてるわね」

「今さらだろう」

　俺はそう言いつつ、目の前の女たちを吟味していた。

　さて、どんな奉仕をさせるとするかな。

　せっかくの３Ｐなのだ。目下、俺の最重要項目はそれに尽きるのだった。
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「好きなように指示して良いのよ、テオ君」

「先生、わたくしはどうすれば良いんですの？」

　俺の目の前には、美女と美少女が並んでいた。

　ひとりはこの学院の実務的なトップで、もう一方は教え子の令嬢。

　ふたり揃って、高級娼婦にもなかなかいないようなレベルの美人で、その上、俺の言いなりだ。

　この学院なら、もっとこんな上玉を揃えられるだろう。

　そう予感する俺は、今までにない高揚感とともに口を開く。

「なら、ふたりにはその立派な胸を使って奉仕してもらおうか」

「了解よ、そう言うと思ったわ」

「先生はおっぱいがお好きのようですからね」

　俺の言葉で、ふたりは胸を露出させていく。服や下着も取り払われ、目の前に生の巨乳が現れる。

　俺は、さっそくそれぞれを見比べることにした。

　純粋な大きさだけなら、アニカのほうが巨乳だろう。それに、女性にしては高身長のユリアとは反対に、若干背が低いこともあって、より胸元が大きく見える。

　だが、成熟している上に多少は遊んでいたこともあって、ユリアのほうが揉み心地は良さそうだ。

　比較すればいくらでも違いはあるが、両方とも俺好みの巨乳には違いない。

　文句を付けるようなことは、ほとんど無い。

「……ふたりともいい胸だ。それを使って、パイズリしてくれ」

「ふたり一緒になんて、贅沢ねぇ」

「パイズリは……あの時したものですわね」

　ふたりはそれぞれに反応を示しながら、俺の腰に移動する。

　そして、その巨乳を俺の腰に載せた。かなりの大きさを誇るだけあって、なかなかの重量だ。

　しかしその温かな柔らかさが、重さを不快とは感じさせない。

　むしろ、これからその柔肉で奉仕されると思うと、柄にもなく興奮を露わにしてしまいそうだった。だが、女たちの前でそんな姿を見せるわけにもいかない。

　俺は緩みそうになった口元を引き締めた。

「やはり、先生のおちんぽは大きいですわ」

「あたしもそこそこ経験があるけど、こんなに立派なのは見たことないわ」

「へぇ、そうなのですか？」

「これにハマっちゃったら、もう他では満足できないわね」

「でしたら、わたくしはもう手遅れですわね」

　そう言いながらも、アニカの顔は嬉しそうだ。

「自分でいくらしても満足できなくなってしまいました。だから今日も先生をお誘いしたのですわ」

「ほう。だとすると、かなり溜まっているな」

「はい……こうして見ているだけでも濡れてしまいそうです」

「なら、本番を楽しみに、しっかり奉仕しろ」

「もちろんですわ」

　アニカはそう言うと、さっそく胸で肉棒を挟み込む。

「あっ、フライングよ！」

　それを見たユリアも、その巨乳を押し付ける。

　だが、もう肉棒はほとんどがアニカの胸の中だ。

「早い者勝ちですわ、学院長。先生のおちんぽはいただきます」

「独り占めは、ずるいわよぉ」

　ユリアも負けじと胸を使うが、先手を取られた上で大きさでも負けているので分が悪い。

　俺はそんな争いを横目で眺めつつ、ひとり気楽に胸の感触を味わっていた。

　自慢の肉棒を完全に覆い隠しているアニカの胸は、すでに動き始めていた。

　その動きは、以前よりもかなりスムーズだ。この分だと、自室で練習でもしたか？

　お嬢様がこっそりエロいテクニックを練習していたと思うと興奮する。

「先生、もっと気持ちよくなってくださいませ……」

　アニカは肉棒をしごき上げるように激しく奉仕する。

「これじゃあ、本当にこの前まで処女だったのかが、疑わしいな」

「んっ、はぁ……わたくしが変態だということですか？」

「俺はエロい女は好きだぞ。アニカみたいな美少女が変態的なことをしているのはさらに好きだ」

「なら、もっとエッチになりますわっ！　もっとおっぱいを動かして……あぁっ!?」

「残念、勢いが良すぎたわね」

　俺の言葉で調子に乗ったのか、更に動きを激しくしたアニカ。

　だが、所詮はここ数日の付け焼刃だ。巨乳を完全に制御できず、肉棒をこぼしてしまった。

　そこをユリアは逃さず、自分の胸で受け止めたわけだ。

「あたしのパイズリも楽しんでね？　大きさでは負けるけど、テクニックでは負けないわ」

　ユリアはしっかりと肉棒を包むと、胸を上下に動かして刺激する。

　その動きは、アニカのものよりも安定していた。

「男とエッチすると、必ずと言っていいほど胸でしてくれって言われたのよね。だから、こっちの経験は豊富よ」

「確かに上手いな。気持ちいいぞ、ユリア」

　それから彼女は縦横無尽に胸を動かして、肉棒を刺激していく。

　左右同時に動かしてしごいたかと思えば、それぞれタイミングをずらすことで、両サイドから違った刺激も与えてくる。

　更には、硬くなった乳首も使って刺激にアクセントをつける。

「あんっ、はぁはぁ……これでどうかしら？」

「いいテクニックだな、気持ちよくなってきた」

「そうね、おちんちんの先からエッチな汁も出てるし……ふふ」

　自分のパイズリで俺を満足させているのが嬉しいのか、機嫌が良さそうだ。

　だが反対に、肉棒を奪われたアニカはテンションを下げていた。

　女が競い合うように俺に奉仕するのは見ていて楽しいが、本気でケンカされるのは困る。

　俺は心の中でため息をつくと、ユリアに話しかける。

「そろそろ、アニカと協力してやってくれ。せっかくふたりいるんだ、交代だともったいない」

「それもそうね、テオ君の言うとおりにするわ」

　そう言うとユリアは、がっちりと抱え込んでいた肉棒の拘束を緩める。

「アレントさん、一緒に奉仕しましょう？」

「わかりましたわ。でも、どうやったら……」

「まずは、あたしたちのおっぱいの真ん中におちんちんを持ってきて……」

「はい、こうですわね」

　ユリアの合図で、肉棒が二対の柔肉の中央に移動した。

「……っ！　こいつは良い」

　左右からの異なる感触に、思わず声を上げてしまいそうになるほどだった。

　極上の巨乳によりダブルパイズリ。だが、その本番はこれからだ。

「じゃあ、一緒に動かすわよ？　１、２、３……」

「んっ、んむぅ……難しいですわね」

　少しタイミングはズレながらも、ふたりは同じように胸を動かしていく。

　その刺激は、今まで感じたことのないものだ。

　本当に、この学院に入り込めて幸運だったぞ。

　俺は心の中で歓喜しながら、ふたりのパイズリを楽しむ。

「だんだん、動きも合ってきたわね」

「先生のおちんぽからも、どんどんお汁が出てきていますわ！」

「それだけ、あたしたちのおっぱいが気持ちいいってことよ。ねぇ？」

「ああ、そうだな。そのまま続けてくれ」

　俺はベッドに横になりながら、ふたりの奉仕を堪能する。

「おちんちんビクビクしてる、そろそろ出そうね」

「先生、わたくしたちの胸を、濃い精液で真っ白にしてくださいませ」

　ユリアとアニカはふたりそろってパイズリの勢いを強めた。

　先走りが潤滑剤になり、卑猥な水音が響く。

「ぐちゃぐちゃって音が鳴ってますわよ、もう今にも出そうですわ」

「テオ君、あたしたちに精液ぶっかけて！」

「わたくしも、先生の精液欲しいですのっ！」

　ふたりの激しい奉仕に、俺も限界だった。

　その柔肉に埋もれながら、溜まった精液を吐き出す。

「やっ、すごいわ！　精液飛び出て、熱いぃ！」

「はぁ……ああん！　れろ……先生の精液、美味しいれす……」

　ビュクビュクと吐き出される精液を、ユリアたちは旨そうに舐めとる。

　それを眺めながら俺は、本番ではどうやって犯してやろうかと考えるのだった。
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　美女ふたりの胸を精液で白く染め上げ、満足そうにそれを見る。

　やはり、自分のもので女を染めるというのは気分が良いな。

　それが何であれ、相手を支配しているという優越感に浸れる。

「んちゅ、れろ……先生の、まだ残ってますわ」

「アレントさん、まだここにも付いてるわよ？」

　ユリアがアニカの下乳についている精液を舐めとる。

「ひゃっ！　学院長、突然舐めないでくださいませ。びっくりしてしまいますわ」

「ふふ、ごめんね？」

　ふたりはお互いに付着した精液を舐めとり合っている。

　レズを眺める趣味はないと思っていたが、自分の女が絡み合っているなら、これも良いものだな。

「あんっ！　ちょっと、乳首は……ふぅっ、ん！」

「お返しですわ。学院長も可愛い声を出しますのね？」

　今度はアニカが、ユリアの乳首を舌で舐めた。

　パイズリで敏感になっていた場所への刺激に、思わず嬌声を漏らしたのだろう。

「もう、大人をバカにして……」

「そんなことありませんわ。これでもわたくし、学院長のことは尊敬していますのよ？」

「へえ、以外ね」

「お綺麗なのに仕事もできて、その上こんなにエッチなんですもの。男性にとっては、たまらないはずです」

「ふふ、それでもテオ君にかかれば、性奴隷になっちゃうけどね」

「それは仕方ありませんわ、先生の前では、どんなにプライドの高い女でも跪ひざまづきます」

　俺を蚊帳の外に置いて、ふたりで楽しそうに話してやがる。

　まあ、女同士の仲が良いのは俺にとって好都合だ。

　さっきの共同パイズリで、仲間意識が芽生えたってところか。

　だが、いつまでも放置されるのはよくない。

「ふたりとも、そろそろ続けるぞ」

　そう言って、ふたりの前に移動する。

「先生、次はどうなさるんですか？」

「やっぱり、あたしたちとセックスかな」

　俺はユリアの言葉に頷いた。

「当たり前だ、ここまでやっておいて本番をしないわけないだろう」

「それで、そうするつもり？」

「正常位で見つめ合いながら、それともバックで激しくなんていうのも素敵ですわ……」

「あとは、ふたりで一緒にテオ君の上に乗る……とか？」

　どれも魅力的だな。全部やってみたい気もするが、ふたりの体力が持たないだろう。

　このなかで選ぶとすれば、そうだな……。

「さっきはふたりに奉仕させたからな、今度は俺が犯してやろう。そこで四つん這いになれ」

「バックね、テオ君ならそうくると思ったわ」

「激しく犯していただけるんですね……もう、それだけで濡れてしまいそうですわ」

　ふたりはそう言いながら俺に尻を向ける。

　俺は並んだ尻の前まで行き、両手でそれを楽しむ。

　さすがに胸ほどではないが、ふたりとも肉付きが良いので柔らかい。

「せ、先生……わたくし、早く入れて欲しいんですの！　もう、さっきからそのことで頭がいっぱいです」

「アレントさん、我慢できないみたいね。テオ君、先に……」

　俺はそこで言葉を遮るように、硬くなったに肉棒をユリアの膣に挿入した。

　言葉でこそ年長の余裕を見せていたが、体はとっくに発情していたらしい。

　一瞬で奥まで咥え込みやがった。

「いっ!?　いきなりぃ……んああっ！　はげしっ……いぃ！」

　そのままユリアの尻を掴んで、俺は腰を振り始める。

　すぐに愛液が溢れ出して、グチャグチャと卑猥な音を奏で始めた。

「そっ、そんなぁ……先生、酷いですわ。こんなに濡れてますのにぃ……」

　アニカは俺たちのセックスを見ながら、どれだけ待ち望んでいるのかをアピールしてくる。

　たしかに、秘部からドロッと愛液が漏れ出るほど濡れているな。

「ふん、俺がそんなに親切に見えたか？　アニカにはこれで十分だ」

「ひゃっ！　ゆ、指ぃ……おまんこの中、かき回されちゃいますの！」

　ユリアを犯しながら、アニカには指を使って愛撫する。

「はぁはぁ……アレントさん、可愛い声で喘いじゃって……んんっ」

「学院長も、先生のおちんぽに気持ちよくされちゃってますわ……」

「だって、このおちんちん、奥までガツガツ突いてきて……はぁん、これ、好きなの！」

「羨ましいですわ、わたくしも早く欲しいです」

　そのままピストンと愛撫を続けていると、先に音を上げたのはアニカだった。

「はぁはぁ、先生っ！　わたくし、もう無理です！　なんで、焦らすのですかぁ」

「そのほうが、俺が入れた時に楽しめるだろう」

「そ、そんなぁ……」

　彼女は絶望したような表情を浮かべつつも、指愛撫によって体を震わせている。

　俺は、それを見つつ、さらに腰の動きを速めた。

「あっ、ひゃぐっ！　ま、また激しくなってる……うぅ！」

「学院長、こんなに気持ちよさように……」

　アニカに入れている指がぎゅっと締めつけられた。

　ここまでくれば、もう良い頃合いかもしれないな。

「行くぞ、アニカ。お待ちかねのものだ、しっかり受け止めろよ？」

　ユリアから肉棒を抜くと、それをすぐにアニカの膣へ挿入する。

　さんざん焦らされた彼女の秘部は、すでに洪水状態と言ってもいい。

　腰を押し込んだ途端にズルッと肉棒を奥まで咥え込んだ。

「やっ！　あひぃぃぃ！　きたっ、おちんぽ来たのぉぉぉぉ！」

　待ちかねた肉棒の挿入に、彼女は背筋を反らしてビクビクと震えた。

　当然、膣内も痛いほどに締めつけられている。

「アレントさん、入れただけでいっちゃったみたいね」

　ユリアがその様子を微笑ましそうに見ている。

「気を抜いてる場合じゃないぞユリア。お前にはこれで相手をしてやる」

　俺は指を三本ほど束ねると、一気に彼女の膣へ突き込む。

「あひん！　あたしの中で、グネグネ動いてるっ」

　油断していたところへの刺激に、ユリアも対応できないようだ。

　挿入した指を動かしながら、俺は意識をアニカへ向ける。

　彼女の中はキツく締まっているが、十分以上に分泌されている愛液のおかげで、腰を振るのには苦労しなさそうだ。

「いつまで呆けてるんだ？　すぐに動くぞ」

「ひゃっ、待ってくださいませ！　今動かれたら……」

「俺がお前の都合に、わざわざ合わせると思うか？」

　答えを聞く前に、俺は腰をピストンさせ始めた。

　ジュプジュプという大きな水音を響かせながら、肉棒が前後する。

「あっ、あぁ！　奥までギッチリはまってますぅ！」

「あたしも、指でかき回されて、もう……っ！」

　ふたりの膣内が、いっそうキツく締まり始めた。

「なんだ、もうイキそうなのか？」

「こんなの、耐えられないわよ！　ひゃう、ああん！」

「わ、わたくしもっ！　もうイクッ！　イキますぅ！」

「なら、好きなだけイっちまえよ」

　俺はふたりを絶頂させるために、それぞれの弱点を責める。

　こうやって、完璧に主導権を握っているシチュエーションはいいな。

　奉仕させるのもいいが、こっちのほうが性に合っている気がする。

　そして俺の責めに耐え切れず、アニカとユリアは絶頂した。

「イクイク、イックゥゥゥゥ！」

「あ、あたしも……ああああぁぁぁぁ!!」

　アニカの中は、これでもかと肉棒を締めつけてきた。

　必死さが溢れていて心地いい。

　ユリアも、さっきあれほどしてやったとは思えないほど、いい具合だ。

　俺は痙攣する二つの膣内を続けて責める。

「なっ、ダメよぉ！　今イったばかりなのに……あっ、あぁぁあぁあああ!?」

「イクゥ、イクイク！　イキっぱなしになっちゃいますのぉぉぉぉ！」

「お前たちだけイって終わるわけがないだろ。俺が出すまで続けるぞ」

「そんな、あたしもう立ってられない……」

　俺の言葉を聞いて、ユリアはその場に崩れ落ちる。

　だが、その程度で俺の指から逃げられるわけもない。

「もう、死んじゃいますわっ！　目の前がチカチカして、意識が……っ！」

「俺が出すまでは、起きててくれよ。もうすぐだ」

　気絶しそうになったアニカの尻を叩き、文字どおり叩き起こす。

　ふたりを手玉に取っていることに満足した俺は、そろそろ射精してやろうと腰を動かす。

「いっぎぃぃぃ！　おまんこ、削れちゃうぅぅぅ！」

「出すぞ、中に注ぎ込んでやる」

「だ、出してっ！　早く早くっ、早くぅぅぅぅ！」

　叫ぶようなアニカの声に応えて、俺は肉棒を奥まで突き込むと射精した。

　ドビュウウウウ！　ビュルルルルルル！

　同時に、ユリアのほうも陰核を刺激して絶頂させた。

「「イッ、イッグウウウウゥゥゥぅ!!」」

　ふたりが同時に絶頂し、そのまま崩れ落ちた。

　俺は、そのイキ顔を眺めて満足すると動きを止め、ようやく行為を終えるのだった。
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　激しく絶頂したふたりを介抱し、俺は一息つく。

　汚れた服は全て脱がせて、体も魔法を使って清潔にした。

　いくら自分たちのものとは言え、放っておくと匂いが酷いからな

　そしてユリアたちをベッドに寝かせ、俺は部屋にある椅子に座った。

「せっかくだから、もっと見ておくことにするか」

　ユリアから渡された資料を取り出し、じっくりと目を通す。

　先ほどはさらっと見ただけだが、それでもなかなかレベルの高い女が揃っていたからな。

　詳しく見ながら、次の標的を探すとしよう。

「ふむ、お嬢様学校なだけあって、親の身分が高い奴らが多いな」

　名家出身のアニカもそうだが、庶民からすれば雲の上の存在の集まりだ。

　俺が宮廷にいたころに見聞きした家名を、ちらほら見かける。

「こいつは、あの大臣の娘か。こっちは騎士団長の姪……」

　国の大物の子女や親族がごっそりと通っている。

　見ようによっては、格好の標的だな。

　もし、ここの生徒を丸ごと人質に取れれば、国の機能が完全に麻痺するだろう。

　ということは、ここを守っているユリアの母親はきっと、それだけの実力者ということだ。

　ますます、俺の行動がバレないようにしないとな。

「うぬぼれは自分の足をすくう。肝に命じておこう」

　俺は自分が天才的な才能を持っているという自負はあるが、それで最強だの無敵だのと思ったことはない。

　宮廷には、本当にそう思わせるだけの人間が揃っていたからだ。

　奴らを完全に越える実力を手に入れるには、まだ時間が必要だと思う。

「まあ、この素晴らしい学院に潜入できた以上、無駄な力にそれほど興味はないがな」

　まだガキのころは純粋に強い力を求めていたこともあったが、最近はさっぱりだ。

　今の俺は、いかにいい女を手に入れるかに注力している。

　美女、美少女を堕として楽しめれば、それで十分だ。

「ふむ……ふむ……。仕方ないが、やはり胸が大きい生徒はそれほど多くはいないか」

　美少女は多いが、そのなかでも俺の狙いは胸の大きいやつだ。

　胸は無いより有ったほうがいいし、見たり触れたりして楽しむのにも選択肢が増える。

　俺が今まで街で狙ってきた女も巨乳ばかりだった。

　そういう意味では、いきなりアニカと接触できたのは幸運だったな。

　俺のほうから探しにいく手間が省けた。

「テオ君、また資料を読んでるのね」

「資料……ですの。わたくしにも見せていただいていいですか？」

「ああ……いや、その前に下着くらい着ろ」

　起きだしてきたふたりに対して、俺はまずそう言った。

「なによ、裸なんてさんざん見てるじゃない？」

「四六時中目にしていたら、女の裸を見ても興奮できなくなるだろうが」

「そういう理由!?」

「重要だろう、俺の生き方に関わってくる問題だ」

　目の前に全裸の女が居るのに興奮できないなんて、考えたくない。

　そんなもの、服が生まれる以前の生活じゃないか。

　俺が睨むように見ると、ユリアは肩をすくめて下着を身に着ける。

　その間にも、アニカは着替え終わったようだ。

　素直なやつは、こういう時あり難いな。

　しっかり調教しておいて良かったと思う。

　ユリアは、アニカみたいに精神を操る魔法を使っていないから、調教度合いが低いんだろう。

　まあ、何にでもイエスという性奴隷ばかりじゃつまらないからな。

「これが資料ですのね……生徒ばかり、次の先生の獲物でしょうか？」

「察しが良いな、そのとおりだ」

　俺はアニカにも見せるようにページをめくっていく。

「よくこれだけの情報を集めましたわね」

「まあ、ユリアにやらせたことだからな」

「へえ、学院長が……それなら、この精度にも納得ですわ」

　そして、アニカは俺の首に腕を巻き付けるようにしながら続ける。

「でも……先生にはわたくしがいますのに、まだ他の生徒も狙ってるんですの？」

　その小悪魔のような微笑みこそ、これまで数々の男をたらしこんできたものだ。

　並の男ならこれでコロッとなびくんだろうが、俺には通じない。

「当たり前だ、せっかくこの学院にいるのに手を出さないわけがない」

「うぅ……残念ですわ」

「それに、今さっきふたりがかりでも、ベッドで俺にやられっぱなしだっただろうが」

「それを言われると、反論できませんわね……」

　がっくりとうなだれるアニカ。

　俺に女性関係で意見するなら、ひとりで俺の性欲を満足させるくらいじゃないと足りないな。

「それで、次は誰を狙うか目星はついたの？」

　ようやく服を着たユリアも会話に参加してきた。

「そうだな……」

　ペラペラと資料をめくっていると、ひとりの生徒が目に入った。

「うん？　こいつは……」

　赤い長髪に、気の強そうな瞳。

　俺が担当する教科でも良い成績を残していたな。

　名前は……イネス・バラック。

「あら、この子は確か……」

「なんだ、ユリアの知り合いか？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　そこに、アニカが横から捕捉をする。

「イネス先輩は、この学院の生徒会長ですわ先生」

　そこで、俺も思い出した。そういえば、俺が就任したときの始業式でも挨拶をしていたな。

「まったく、覚えていなかったんですの？」

「いや、この胸はよく覚えてるぞ」

　授業で目にしてから、気になってはいたんだ。

　大きく前に突き出した胸は、服の上からでもその張りの良さが伺える。

「いつか手を出そうとは思っていたが……」

「テオ君は、女の子を胸で覚えているの？」

　呆れたようなユリアの声に流石に反論する。

「聞き捨てならないな。胸は、女を見る上で重要な要素だ」

「だからって、生徒会長だと知らなかったなんてねぇ」

「舐めるなよ？　俺なら、服の上からでもどんな胸か、細部まで把握できる」

　まあ、透視の魔法を使うんだが。

　しかし、彼女が生徒会長だったとはな。

　完全に予想外だった。

「それに、イネスは俺に対してあまり良い感情を抱いていないような態度だったしな」

「もしかして、テオ君が女好きだってバレちゃったのかしら」

「いや、それはないだろう。授業中の演技は完璧のはずだ」

　現に、男慣れていたアニカにもバレなかったくらいだからな。

　それだけに、余計気になる。

「他の生徒は俺が授業をすると喜んでチヤホヤしてきたが、イネスだけはこのキツい表情のままだったな」

「恋愛ごとに興味がない……とかかしら？」

「それなら、そのまっさらな恋愛感情を俺がいじってやるだけだが……」

　たしかに、性知識なんかが皆無の女にエロいことを教えていくのも面白い。

「だが、イネスの目は何かしらの感情を俺に向けていた」

「それが何かはわからないんですの？」

「想像はできるが、確証はない」

「では、実際に確かめるしかないのでは……」

「まぁ、そのとおりだな」

　実際にイネスと話してみれば、彼女が俺をどう思っているかわかるだろう。

「でも、どうやって誘い出すのかしら？」

「そうだな……」

　俺は再び資料に目を落す。

　そして、イネスの隣に書かれていた生徒に目をつける。

　こいつも美少女だが、胸は平凡なので狙いから外していたが……。

「生徒会書記……使えるな」

　俺は、この書記を利用してイネスとふたりきりになることを考えた。

「バラックさんに近づくためだけに女の子を引っ掛けるなんて、悪い男だわぁ」

「その企みを助長してるユリアに言えることじゃないな」

「そうなんだけど、つい面白くてね」

「まったく、教育者の言葉じゃないぞ」

「あたしは教育者っていうより、学院の経営者だしねぇ」

　ほとほと呆れるな。

　これで、俺に関すること以外は本当に真面目に学院長をしているんだから、信じ難い。

「わたくしにも出来ることがあれば言ってくださいませ」

「今回はアニカとは違う学年のことだからないと思うが、一応考えておく」

「はいっ！」

　こうして俺は、次の獲物に狙いを定めたのだった。
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　あれから二日後、俺は学校の生徒会室に居た。

　部屋の中には、俺ひとりしか居ない。

　今日は目立った会議もないため、この部屋を使う予定はないからだ。

　この情報も、もちろんあの生徒会書記から引き出した。

　少し口説いてやっただけで、とても協力的になってくれたな。

　生徒会長のイネスについても、面白い情報を得られた。

「さて、もうすぐか」

　つい先ほど、終業の鐘が鳴った。

　予定どおりなら、もうすぐイネスがここに来るはずだ。

　イネスには、書記の女生徒がこっそり、俺が呼んでいると伝える手はずになっている。

　こんどの期末試験に関することという名目だから、勤勉なイネスが来ないはずはない。

　それからしばらくすると、部屋の扉がノックされた。

「イネス・バラックです、クローゼ先生がお呼びだと聞いたんですが……」

「ああ、呼んだのは俺だ。入ってくれ」

「もう来ていたんですね、失礼します」

　扉を開けて、イネスが入ってきた。

　その目つきはやはり厳しく、俺をしっかりと見据えている。

「よく来てくれたな、バラック」

「いえ、期末試験に関する話だというので……それで、どんな内容なんですか？」

　椅子に座ることもなく、俺の前に立って会話をする。

　これは、かなり警戒されているな。

　まあ問題ない、進めるとするか。

「ああ、その話なんだがな……実は嘘なんだ」

「え？　いったい……どういうこと？」

　イネスの目つきがいっそう険しくなり、俺を睨んでいる。

　今まで敬語だったものが、急に乱暴になっているな。

　書記から聞いた話では、こっちのほうが素らしいが……。

　教師相手や公の場所では、生徒会長らしく丁寧な言葉遣いになるらしい。

　俺としては、そういうのも好みだ。

　今までの二つの顔に加えて、これからは俺にしか見せない顔を増やせると思うと興奮する。

　なかなかやりがいのある相手だな。

「黙ってないで、わたしの質問に答えてください先生」

「そうだな、本題に移ろうか」

「ええ、わたしも下らない話に付き合う気はないわ」

　時間が過ぎるほどにトゲが出てくるな。あの敬語は安メッキか何かか？

　心の中で突っ込みながら、俺は話を続ける。

「実は、バラックとは一度、一対一で話し合いたかったんだ」

「それなら、面談でもなんでもすれば良いのじゃないかしら？」

「それはもっともだが、内容がプライベードなことでね」

「……先生とわたしは、そんなに親しい関係ではないと思うけど」

「そうだが、俺はそれを今から作りたいと思ってるんだよ」

「友達にでもなりましょうってこと？　それなら、他をあたることね。わたしはこれで失礼するわ」

　下らないと思ったのか、イネスは部屋から出ていこうとする。

　だが、そうはさせない。

　俺は椅子から立ち上がると、素早く彼女と扉の間を遮った。

「ちょっと、どういうこと？」

「まぁ、待ってくれないか。せっかく君との時間を作れたのに、これでお別れは寂しいじゃないか」

　俺がそこで悲しそうな顔をすると、イネスは動揺した。

「な、なによ、いい大人が……」

「頼むから、もう少し話を聞いてくれないか？」

「うっ……し、仕方ないわね。ただし、あと五分だけよ！」

「あぁ、よかった。ありがとう」

　あっさりと折れたイネスを内心で笑いながら、俺は微笑みを向ける。

　すると、彼女は初な乙女のように顔を赤く染めた。

　いや、ようにというのは正しくないな。実際にイネスは初な乙女だ。

「よかったよ、バラックが話しの通じる子で」

「まぁ、一応これでも生徒会長だし、先生の話はちゃんと聞かないと……」

　あの書記から聞いた話では、外面は厳しいが、一皮剥けば純情な乙女だということだ。

　最初は驚いたが、こうして反応をみると納得できる。

　実はこの女、かなりちょろいんじゃないか？

　俺は、試しにイネスがどんな性格か確認してみることにした。

「さすが生徒会長だ、立派な心がけだな」

「いや、別にこれくらい普通よ」

「そんなことないぞ。それに、君はこの学院を生徒会長としてよくまとめている」

「そ、それも役目を果たしているだけよ！」

　ふん、あからさまに照れているな。

　内心は俺に褒められて嬉しいらしい。

「だが、一部では学院長より信頼されているらしいじゃないか。普通はなかなかそこまで頼られないぞ？」

「そう……かしら？　頼られることは嬉しいけど、頼られっぱなしも困るわ」

　口調は厳しいが、口元が緩んでいるぞ。

　さて、試しに魔法で思考を読んでみるか。

　俺は悟られないように、こっそりと魔法を発動させる。

「いや、これもバラックの人徳だよ」

「い、一応お礼は言っておくわ。ありがとう」

《ま、まぁ当然よね！　これまで頑張ってきたんだもの》

　やはり、乗せられやすい性格らしいな。

　生徒会長としての評価は本当に良いらしいが、これだといつボロをだすか心配だ。

　さて、もう一歩踏み込んでみるか……。

「実は、バラックとは前から話してみたかったんだが、学院は人目が多い。だから、今度街でゆっくり話さないかと思ってな」

「が、学院の外で？」

「そうだ。教師と生徒が教室でふたりきりでは、変な噂も立ちかねないだろう？」

「たしかに、そうですね」

《こ、これって……デートのお誘い？　わたし、クローゼ先生に口説かれてるの!?》

　必死に冷静さを保っているが、頬がヒクヒクと動いているぞ。

　心の中の動揺が、体にも表れている。

「俺と出かけるのは、嫌だったか？」

「それは……その……」

《わたしとクローゼ先生は教師と生徒だし……でもわたし、こんなにかっこいい人に誘われたのも初めてだし……》

　どうも、内心では迷っているらしいな。

　一見キツい性格に見えるせいか、男に誘われたこともないらしい。

　それに、俺に対してはかっこいいと思ってくれているようだ。

「……仕掛けてみるか」

　俺はイネスの頬に手を置いて、その顔を覗き込む。

「やはり、綺麗だな。一目見たときから、イネスのことは気になっていたんだ」

「え、何を……それに、名前で……」

《何なの、ほっぺた触られて……顔近い!?》

　突然のことに反応できていない彼女へ言葉を続ける。

「あまり感情を表には出さないみたいだが、笑うと可愛いだろうな」

「は……えっ、あの……」

《これ、口説かれてる？　ど、どうしよう……でも、わたしは生徒会長で、みんなの模範になる生徒で……》

　どうやら、葛藤しているようだ。後ずさりする彼女を、俺はさらに追い込む。

　そして、とうとう壁際にまで来てしまった。

「なぁ、遊びでもいいんだ。俺と楽しんでみないか？」

　イネスを壁まで追いつめた俺は、その顔の横に手をついてそう囁く。

　それと同時に、魔法の威力を強めてイネスの心の奥を覗き込んだ。

《こ、この人なら、会長のわたしにも気を使わず……リードしてくれるかも》
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　ほう、どうやら生徒会長様は、自分を引っ張ってくれる存在に飢えているみたいだな。

　それなら、俺はまさにピッタリの物件だぞ。良かったなぁ？

「ククッ、それがお望みなら、俺がリードしてやるよ。ただし、こうやってな」

「な、何を……んんっ!?」

　俺はイネスの肩を抱き、彼女へキスをした。

「ん、んうぅ……はふぅ」

《キ、キス……わたし先生にキスされてる！》

「そうだ、これがキスさ。気持ちいいもんだろう？」

《えっ、わたし今……しゃべってないのに》

「世の中に、学校で教えてくれる魔法しかないとは思うな。そして、これがキスの次の段階だ」

　壁についていた手を離し、イネスの尻を触る。

「きゃっ！　お尻触って……このっ！」

　抵抗しようとするが、俺はそれをあっさり押さえ込む。

　密着した状態からだと、なかなか反撃し辛いからな。

「さて、もう逃げられないぞ。イネスの望むように、俺が大人のあれこれを教え込んでやる」

　未だに混乱の続いている彼女に、俺はそう言って笑うのだった。
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　俺はイネスを壁に押し付けたままキスを続ける。

「ん、んん！　んうぅぅぅ！」

《わ、わたしの初めてのキスがこんな形で！》

　彼女は抵抗しようとするが、全て俺が押さえ込む。

　俺との距離が近すぎて、殴ろうにも蹴ろうにもスペースが足りないのだ。

　その事実にほくそ笑みながら、今度は体全体を愛撫する。

　抱き合う姿勢では、尻や太ももあたりが撫でやすい。

　その辺りを重点的に責める。

　ユリアが選んだ獲物だけあって、俺好みの肉付きをしている。

「こ、こんなことをして、ただで済むと思ってるの!?」

「ほう、いったいどうするんだ」

「学院長に報告するわ。そうすれば、あなたもおしまいよ！」

「クク、それは怖いな……」

　俺はそう言いながらも愛撫の手を休めない。

　学院長のユリアは、もう俺の女だからな。そもそも、そのユリアの斡旋なのだ。

　俺を辞めさせたいなら、話を母親の理事長まで直接持っていくしかない。

「すぐに止めるなら、黙っておいてあげるわ」

「そうか……だが、俺はまだ楽しみたいなぁ」

「なんでこんなことに……」

　歯を食いしばりながら悔しそうな顔をするイネス。

　こういう初々しい女を相手にするのは、いつも最高だ。

　この様子なら確実に処女だろう。本番が楽しみだった。

「ほら、もっとこっちに顔を寄せろ」

「ん、いやぁ……はふっ、うぅぅ！」

　いやいやと首を振るイネスに強引なキスをする。

　ここまでは単純なキスだったが、もう少し変化を加えるか。

「イネス、口を開けろ。俺を受け入れるんだ」

「誰が、あんたなんか……！　絶対に屈しないんだから！」

　キッと俺を睨みつけて彼女は反抗する。

　だが、自分の体が俺の手の上にあるってことを忘れているんじゃないのか？

　俺は尻を揉んでいた手を放して、それを上まで持ってくる。

　狙いは、もちろんこの大きく育った巨乳だ。

「口が嫌なら、こっちを可愛がってやろう。これだけ大きいんだ、使わないともったいないよなぁ？」

「放して！　胸はそんなふうに使うものじゃないわよ！」

「そうか？　じゃあ、試してみるとしよう。そんなことを言うんだから、胸で感じるはずがないだろうしな」

　服の上から豊満な柔肉を揉んでいく。

　見た目から想像はついていたが、こうして触るとかなりのボリュームだ。

　大きさ的にはアニカに劣るが、ユリアには比肩するかもしれないな。

「こんな……わたしの胸がおもちゃみたいに……」

「そうだな。今のイネスの体は、完全に俺のおもちゃだ」

「くっ……今の内にせいぜい楽しんでおくことね。これであんたの教師生命もおしまいよ」

「そうか？　ここで俺がお前を堕とせば、告発することもないだろ」

「それ、本気で言ってるの？　どうしてわたしがあんたなんかに……！」

「まあまあ、少し胸に集中してみろよ」

　俺は服の隙間から手を内部に侵入させ、巨乳を直に揉む。

　そして、その頂点にある乳首も刺激した。

「ひゃうっ！　な、なによこれ!?」

《体の芯からビリビリって……こんなの、知らない！》

　そこに触れた瞬間、イネスの体がビクッと震える。

　頭の中も慌てているのがわかるぞ。さては、これまでろくにオナニーもしてこなかったな？

「まだ開発してないから刺激は薄いだろうが、それでも感じるだろう？　これが快楽だ」

「かい……らく……？」

「ああ、人間の体はエロいことをすれば気持ちよくなるように出来てるんだよ。これからもっと快楽を与えてやる」

「ま、待って！　今のをもっとなんて！」

　未知の感覚に恐れを抱いたのか、イネスが慌てだす。

　だが、それはこっちの狙いどおりだ。

「クク、止めてほしいか？　だったら、俺を受け入れろ。乳首責めは止めてやる」

「う、うぅ……こんな人だとは思わなかったわ……」

「これを教訓に、普段の行動がその人間の本性だとは思わないことだな」

　イネスは一度俺を睨みつけると、そのまま諦めたかのように目を瞑る。

　抵抗を止めたな。なら、楽しませてもらうか。

　俺は再び顔を寄せ、今度はイネスの口内に舌を潜り込ませる。

　そして、そのまま引っ込んでいた彼女の舌を引っ張りだして絡ませた。

「んんっ!?　はむぅ、んぐぅ……！」

「どうだ、ディープキスは。グチャグチャ音が鳴ってエロいだろ？」

「そんなこと……んるぅ！　はう……はぁはぁ……」

《口だけで、こんなに深く繋がってる気持ちになっちゃうなんて……！》

　どうやら、かなり興奮しているようだ。

　頬も赤く染まってきている。

　そろそろ、次の段階に進んでみるかな。

　俺は制服のスカートをめくり、その奥へ手を進ませる。

「っ！　そ、そこは！」

「ここが一番気持ちいいからな、覚悟しておけ」

　それだけ言うと、俺はさらに手を進めた。

　肌触りのいい下着の下に指を滑り込ませると、秘部に指を這わせる。

　そして、まずは優しく丁寧に撫で始めた。

「う、ぁあっ！　わたしの、大事なところが……」

《そんな、そこは……自分でもあまり触ったことがないのにぃ》

「やっぱり、ろくに自慰もしてなかったんだな」

「さっきから、人の心の中を読んで……卑怯よ」

「悔しかったら、自分で抵抗手段を覚えるんだな……ククク」

　まあ、その手段を習得する前に俺の女に堕ちるだろうが。

　それにしても、本人すらあまり使ったことのない膣をいじるのは興奮するな。

　辺り一面の新雪に、好き放題暴れられるような感じだ。

「下ばかりに集中していると、上が疎かになるぞ」

　秘部を愛撫しているのとは反対の手でイネスの胸を揉む。

　すでに、俺を引きはがそうとする抵抗はなくなっていた。

「胸は責めないって言ったでしょ!?」

「ああ、乳首はな。そこ以外は好きにさせてもらう」

「こっ、この……ひゃうっ！」

「もうずいぶんと敏感になってるみたいだなぁ？」

　俺のことを睨みつけるイネスに愛撫を強めてやった。

　すると、可愛い声で悲鳴を上げる。

　性感は順調に開発できているようだ。

「はぁはぁ……く、うぅ……こんなぁ」

《知らないっ、こんなのわたし知らないぃ！》

　本人も、初めての感覚にだいぶ戸惑っているようだ。

　さて、ここらあたりで一回絶頂の味を覚えさせるとするかな。

　それまで秘部の周辺への愛撫で留めていた指を、一気に膣内へ挿入する。

　まだ膣内が慣れていないので、最初は人差し指だけだ。

「うそっ、中に入ってるの!?」

「ああ、だいぶ濡れてきたからな。もう入れても大丈夫だろう」

「やっ、いやぁ！　ダメ、わたしの処女が！」

　自分の純潔が俺の指で奪われると思ったのか、再度抵抗するイネス。

　俺はそれを片手で押さえ込んだ。

「暴れるな、本当に膜が破けちまうぞ？」

「ううっ……あう……」

「安心しろ、俺だってもったいないことはしないさ」

　せっかくの処女なんだから、思い切り肉棒で貫いてやりたい。

　それまでは、処女膜を破かないように慎重にならないとな。

「暴れると本当に指で破けるかもしれないからな。それよりここの感覚に集中してみろ」

「ふぅ、はぁ……な、なにこれ……お腹の辺りがどんどん熱くなってる」

「俺が開発しているからな。すぐにここでイキまくれるようになるぞ」

「知らない感覚が広がって……やっ！　これ怖いよぉ」

「そうだ、快楽を感じろ。そしてイっちまえ」

　俺は挿入した指で膣内を刺激していく。

　すると、それまで反応の鈍かった膣内が、急に指を締めつけてきた。

　そしてその反応は加速度的に激しくなっていく。

「はぁはぁ……！　なに……これ……ダメッ、何かくるぅ!?」

「それが絶頂だ。さあ、俺の前で初イキするところを見せてみろ！」

　俺は処女膜の安全を確保しながら責めを激しくする。

　そしてとうとう、膣内が一気に痙攣して指を締め上げる。

「あ、ああ！　ダメ、ダメダメ！　ひゃっ、ああああぁぁぁぁ!!」

　全身を痙攣させ、イネスが絶頂する。

　俺は崩れ落ちそうになる彼女の体を支えながら、初めての絶頂でとろけるイネスの表情を楽しんだ。
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「はぁはぁ……こんなの、初めて。頭が真っ白になっちゃったわ」

　未だに体を震わせている彼女は、自分で立てないくらいに足がガクガクだった。

　仕方ないので、俺はそのままイネスの体を支え続ける。

　俺は、絶頂した膣内から指を抜いた。

「クク……見てみろ、こんなに濡れているぞ」

　引き抜いた指には愛液がべっとりとついていた。

　しかもかなり濃いのでローションに指を突っ込んだかのごとく濡れている。

　俺はそれをイネスに見せつけた。

「うそ、わたしがこんなに……」

「そうだ、イネスがイってこれだけ指を濡らしたんだ」

「わたしの体、いったいどうなっちゃったの？」

　不安そうにする彼女だが、俺はその頭を撫でて安心させる。

「心配するな、これは自然な反応だ」

「ほ、ほんとうに？　だって、体が言うこと効かないし……」

「それより、いいのか？　軽蔑してる男に抱かれて」

「っ！　仕方ないじゃない。もう抵抗できないんだから……」

「ほう、そうか」

　口では出来ないと言ってるが、これはもう抵抗する気がないな。

　これくらいは思考を読まなくてもわかる。

　イネスが徐々に陥落していく実感に、俺はほくそ笑む。

「いつまでもここで立っているわけにもいかない。そこの椅子に移るぞ」

　おそらく生徒会長用の椅子、そこにイネスを座らせる。

　これもなかなか上等な品だ。さすがお嬢様学校だな。

　俺の行っていた学校には、こんな物は無かった。

「水……水をちょうだい。喉がカラカラで……」

　俺は魔法で球体状の水を作り、それをイネスの口に放り込む。

「んぐっ!?　ゴクッ……はぁはぁ……いきなりすぎよ！」

「コップが無いんだから仕方ないだろう。それで、落ち着いたか？」

「ええ、一応ね……」

　乱れていた呼吸も戻り、絶頂による脱力も治まったようだ。

「なら、次を始めるとしようか」

「次ってなにを……またさっきみたいなことをする気なの!?」

「何を驚くんだ？　俺はまだ満足してないぞ」

　確かに俺は責めるのが好きだが、別にそれだけで満たされるわけじゃない。

　特に、セックスは何事にも代えがたいしな。

「さっきは全て俺がやったが、今度はイネスにもしてもらうぞ」

「わたしに、あなたを気持ちよくさせろってこと？」

「まあ、そうだな。それにしても……」

「な、なによ。何がおかしいの？」

　何が言いたいのかわからないというような彼女に俺は教えてやる。

「イネスはさっきの愛撫が気持ちよかったのか。そうじゃなきゃ、その言葉は出ないよな」

「それはっ！　そんなこと……」

　彼女は俺を睨むが、否定の言葉が続かない。

　自分でも、さっきの行為に快楽を感じていたことを認めたんだろう。

　それなら、今後の行為もスムーズに進むかもな。

「まあ、無理にしゃべらなくても良いさ。それより、始めよう」

　俺はそう言うと、部屋の床に寝転んだ。

　さすがお嬢様学校、ホコリ一つないな。ピカピカだ。

「あんた、いきなり何を……」

「イネス、俺の上に跨れ。ちょうど、反対を向くようにな」

「ま、跨るってそんな……できないわよ！」

「別に誰も見ちゃいない。それに、今度はさっきより気持ちいぞ？」

　そう言うと、彼女は迷いながらも動き始めた。

　俺の胸の上でしゃがむと、そのまま腰の両側に手をついて四つん這いになる。

「よし、ちょうどいい。そのまま動くなよ」

　頭上にあるイネスの腰に手をのばすと、そのまま引き寄せる。

　そして、目の前まで迫ったスカートをめくると、シミの付いた下着が現れた。

「また、指でするつもりなの？」

「ちょっと違うな。だがその前に、邪魔なものを外そう」

　俺は濡れた下着に手をかけると、一気にズリ落とした。

「なっ、なにするのよ！」

「どうせこれだけ濡れてれば役に立たないだろう。後で洗っておけ」

　そして、とうとう現れた生の女性器に俺は舌を突き出し、舐める。

「きゃあ！　変な感触が……まさか、舐めたの？」

「そうだぞ、女はこれがいいらしいからな」

「そんなわけないわよ！　だって、そこを舐めるなんて……あひぃ！」

「どうした、声が抑えられてないぞ？」

　俺が舌で愛撫を続けると、次第にイネスの反抗的な声も出なくなってくる。

　代わりに増えたのは喘ぎ声だ。

　特に、陰核を舐めたときにはいい声が聞こえる。

「あん！　はぁん！　まっ、またそこぉ、ダメェ！」

「気持ちよさそうだな。もっといい声を聞かせてくれよ」

「だって、こんなの我慢できない……！　声出ちゃうわ！」

　始めは引き気味だった腰も、今では積極的に舐めてもらおうと股間を差し出すようになっている。

　まあ、まだ言葉では求めていないがな。

　イネスが興奮してきたのを見計らって、俺は次を切り出す。

「なあ、そろそろ俺のものもしてくれ」

「あんたのって……」

「イネスの目の前にあるだろう？　そのズボンの奥だよ」

「あ、あそこを……わたしにしろって言うの!?」

「俺がしてばっかりっていうのも不公平だろう？　そろそろそっちにも奉仕してもらわないとな」

「うぅ……わかったわよ……」

　俺の目の前で派手にイってしまった彼女は、この話を受ける他ない。

　この行為にもハマってきているみたいだしな。

　イネスは俺のズボンのベルトを外すと、下着ごと脱がせていく。

「これが、男の人の……」

「そうだ、まずは手で扱け。強く握り過ぎるんじゃないぞ」

「う、うん。わかったわ」

　恐る恐る彼女は肉棒を握る。

　そして、ゆっくりと上下に動かし始めた。

　言われたとおり優しく握っているし、なかなか悪くない。

「すごく熱いわ……それに、大きい。授業で聞いてたのと全然違う！」

「個人差があるからな、俺のものは中でも大きいが」

「なにこれ、どんどん硬くなって……まだ大きくなるの!?」

「イネスの奉仕が気持ちいいんだよ。快楽を感じると大きくなる」

「そ、そっか。わたしのが気持ちいいんだ……」

《そう言われると、ちょっと嬉しいかな》

　再び思考をのぞくと、だいぶ俺の調教で染まっていっているようだ。

「初めての奉仕にしては上出来だ。優秀な生徒には、ご褒美をやろう」

　俺は再び彼女の腰を引きよせる。

　そして、愛液の溢れる秘裂に口を付けた。

　舌を伸ばし、より奥まで膣内を舐め解す。

「あひっ！　ひゅぐぅ！　奥まで舐められてるぅ！」

「また舌を締め付けてきてるぞ。そんなに気持ちいいか？」

「だって、こんなの知らないの！　気持ちよ過ぎて、何も考えられない！」

　すっかり俺の責めにハマったみたいだな。

　こうなれば、もう前の純粋な心には戻れないだろう。

　快楽を感じないとムラムラして、すぐにオナニーも覚えるに違いない。

　この美少女をエロく染めていく過程に、俺は興奮する。

「わたし、また腰が熱くなってる。また、さっきみたいになっちゃうの？」

「ああ、そうだ。怖いか？」

「ううん。それより、もう一度アレを感じてみたいわ」

「そうか……ならそのままもう一度イカせてやるよ」

　イネスの反応を見た俺は、さらに責めを激しくした。

「ぎいぃぃぃ！　くるっ、またくるぅ！」

「そういう時はな、イクって言うんだよ」

「イク！　イクイクイク！　またイっちゃうのぉ！」

　素面なら絶対に言わないような言葉も、興奮した状態だとすんなり受け入れる。

「あっ、頭おかしくなるぅぅぅ！　イッグゥゥゥゥ!!」

　イネスは腰をガクガクと震わせながら再び絶頂する。

　その締めつけは、舌がなかなか引き抜けないほど強いものだった。

　これは、本番がいよいよ楽しみだな。

　俺は倒れ込んできた彼女の体を支えながら、そう思うのだった。
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　俺は、絶頂して体の上に倒れ込んできたイネスを横に転がす。

「あぐっ！　痛いわよ」

「イネスを退かさなきゃ動けないんだから、仕方ないだろう？」

「だからって、乱暴に転がすことないじゃない」

　絶頂の余韻も、今の出来事で冷めてしまったようだ。

　まあ、俺も待たされなくていいのは嬉しい。

　そろそろ、女とセックスしたくてたまらなくなってきた。

「もうそろそろ、遠慮する必要もないな」

　俺はそう言うと、イネスに近寄る。

「な、なによ……？」

「なにって、セックスするんだよ」

「セックスって……そんなのダメよ！　だって、それは恋人や夫婦がするもので……」

　この期に及んで口ごたえするイネス。

「ほう、ならさっきのは良いのか？」

「良くないわよ！　良くないけど……」

《あんなに気持ちいいの体験しちゃったら、もう戻れるわけないじゃない！　どうせ、この思考も読んでるくせに……》

　やはり、抵抗しているのは上辺だけか。

　自分は生徒会長だという自負がそうさせるんだろう。

　なら、別にこのまま堕としてしまってもいいか。

「ククク、戻れないなら進むしかないな」

　イネスの肩に手をかけ、そのまま床に押し倒す。

「あうっ！　ほ、本当にするのね？」

「当たり前だ、下を見てみろ」

　俺の言うとおりに彼女は下を向く。

　すると、ちょうど俺の勃起した肉棒が目に入ったのだろう。

　中途半端な奉仕をされたので、無駄に性欲が焚きつけられたからたまらない。

　俺じゃなければとうに襲い掛かっているだろうな。

「ひっ！　さ、さっきより大きくなってない？」

「関係ないな。これが今からお前の中に入るんだ」

「無理よ、こんなの入るわけが……」

　イネスは首をブンブンと横に振って拒否する。

　同時に俺の下から抜け出そうとするが、そうはさせない。

「大丈夫だ。赤ん坊が出てくるところだぞ、これくらい入らないはずがない」

　さすがに赤ん坊ほど大きければ痛みしかないだろうが、理屈としては伝わったはずだ。

「で、でも……」

「これ以上付き合っている暇はない。もう入れるぞ」

「ま、待って！　本当に……ひぃ！　あ、当たってる！」

　イネスの膣に、俺の肉棒をあてがう。

　さっきまでの行為で、中は十分にほぐれているはずだ。

「お前の処女、俺がもらうぞ」

　そう宣言すると、俺は腰を進めていく。

　ギチギチの膣内を割り裂き、肉棒が前進していった。

「うそ、本当に入っちゃってる……」

　ぼう然とした表情をしながら、イネスは自分の中に肉棒が入って来るのを感じている。

　そして、とうとう亀頭が処女膜に当たった。

「これ以上進めば、もう弁明はできないな」

「す、好きにしなさいよ。わたしにはどうすることもできないんだから……」

「そうか、なら貰うとしよう」

　俺は腰を一気に突きだし、処女膜を破った勢いのまま膣奥にまで肉棒を押し込んだ。

「ぐっ……あうぅ！　ほ、本当に容赦ないのね！　でも、これで……」

「どうだ、嬉しかったか？」

「バカなこと言わないでよ！　こんなこと無理矢理されて嬉しいわけないわ！」

「そうかな？　心の底ではこうされることを望んでたんだろう？」

　その言葉で、イネスは図星をつかれたように固まる。

　性知識は皆無だったが、自分の本能が何を求めていたかぐらいは知っていただろう。

「っ！　それも、魔法で……」

「そうだな。だが、これで望みは叶ったぞ。俺なら、お前を満足させてやれる」

「……あんたに任せれば、わたしは幸せになれるの？」

「少なくとも、この体は満足させてやる」

　少しの沈黙の後、彼女はつぶやいた。

「犯して……わたし、もっと犯してほしい」

「それが、お前の本性か」

「うん、もう良い子の生徒会長は疲れたの。あんたの前だけでも、自分の気持ちをさらけ出したい」

「良いだろう。お前が体を提供してくれるなら、俺も欲求を満足させてやる」

「でも……ここまでしてわたしを捨てたら承知しないから。逃げても捜し出して、二度とセックスできないように玉を潰してあげる」

　そう言って俺を脅す彼女は、今までで一番生き生きとしていた。

「それは怖いな。そうならないように、しっかりと調教するようにしよう」

　だが、生憎と俺は女に縛られるつもりはない。

　そのためにするのは、相手を屈服させる調教だ。

　まず手始めに、処女喪失したばかりの膣内へ激しく腰を突き入れる。

「ひゃあ！　い、いきなりぃ！」

「まだ未開発の体だ。徹底的に俺が躾けてやる」

　両手で彼女の足を持って広げると、秘部へ腰を深く打ち付ける。

　イネスは、与えられる快楽に耐えるように歯を噛みしめた。

「うぐっ、うぅ……！」

「健気だな。だが、それも無駄なことだ」

　俺は手加減せず、連続でピストンを続けていく。

　すると、噛みしめている歯の間からだんだん声が漏れ始めた。

「……ぅあ！　はぁはぁ……んうぅ！」

「なんだ、声が我慢できてないぞ。これじゃあ、畜生みたいに躾けられるのも早そうだな」

「だ、誰がっ！　はっ、あひぃ！ いやっ、らめぇ！」

「何がダメなんだ。こんなに感じてるだろう？」

　俺は目の前で揺れる巨乳にも手をのばす。

　ピストンの度に揺れる柔肉を揉むと、その度に膣がきゅうきゅうと締め付けられて気持ちいい。

「胸を揉みながら、腰動かさないでぇ！　両方されたら、我慢できないのぉ！」

「どんどん乳首も硬くなってきたな。それにこの大きさ、弄ってやれば牛みたいに母乳でも出そうだ」

　試しに勃起した乳首を指で挟むと、面白いように反応する。

「で、出ない！　おっぱい出ないからぁ！　いひっ、イクッ！　またイクゥ！」

　上下の同時責めを続けていると、イネスの砦はあっさりと陥落した。

　だが、上辺だけでも抵抗されると面白いな。

　本心がわかっているだけに、その抵抗を楽しめる。

「イク！　イってる！　らめっ、今イってるのにぃ」

　絶頂途中の膣にも容赦なく腰をピストンさせる。

　本人の意志とは関係なく反射的に肉棒を締め付けてくる感覚が楽しい。

「あっ、はぁ！　もう、おかしくなる……頭壊れちゃうよぉ」

　とうとう抵抗をする意志も無くなったようで、ひたすら快楽に打ちのめされている。

　初めてだからこんなものか。もう少し楽しみたかったが。

　まあ、俺もそろそろ良くなってきたところだ、ちょうどいいと思っておくか。

　俺は自分の興奮を高めるために激しく腰を振りながら彼女に話しかける。

「イネス、そろそろイクぞ。お前の中に、精液を流し込んでやるからな」

「はぁはぁ……精液を、中に……？　ダ、ダメ！　それだけは！」

「今さら俺がお前のいうことを聞くと思うのか？　お前は俺の性奴隷だぞ」

「そんな、私が性奴隷……？　でも、赤ちゃんできちゃう！　それだけはダメなの！」

「なら、出来ないようにお祈りでもしておくんだな。だが、散々焦らされたからその分大量に出してやるぞ」

　絶望したような表情で俺を見るイネス。

　あのツンツンした表情が、今では妊娠の恐怖と快楽に歪んでいる。最高だね。
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　まあ、避妊のための魔法を使うので妊娠することはないが、こいつをいじめるには好都合だからな。

「逃がさないぞ。俺に中出しされながらイクんだよ、お前は」

「ダメなのに、ダメなのに気持ちいいの！　赤ちゃんできちゃうかもしれないのにっ！　ああああっ！」

　これまでで最高に締め付けてくる膣内へ、俺は射精する、

　ドビュルルルルル！

「熱いの来てる、子宮がいっぱいにされちゃってるよぉ!!」

　ヒイヒイと喘ぎながら、イネスも絶頂する。

　その膣内は、やはり本人の言葉とは反対に最後の一滴まで絞ろうと肉棒を締め付けていた。

　俺は連続絶頂による疲労で動けないイネスから肉棒を引き抜き、そのまま介抱する。

　とりあえずの攻略は、これで完了か。

　まあ、念のため起きた後にもうひと押しすることにしよう。

　ぐったりとする彼女の姿を見ながら、俺はそう決意した。
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　俺はぐったりとしているイネスを抱え上げる。

　そして、そのまま立ち上がって生徒会長の椅子に腰かけさせた。

　背もたれやクッションもしっかりしているし、ここなら体を休ませることができるだろう。

　念のため、体力を回復させる魔法を使っておく。

　しばらくすると、イネスが気を取り戻した。体に異常は無いようだ。

「わ、わたし……そうだ、あんたに中に出されて……っ！」

　ハッとしたような表情になると、彼女はそのまま自分の腹に手を当てる。

　そして、そこに熱いもの感じたのか、表情は次第に苦いものになっていった。

「本当に出されちゃったんだ……わたし。もし、出来ちゃったらどうしよう……」

　この部屋に入ってきた時とは打って変わって、不安そうな表情だ。

　子供のこと、親のこと、学校のこと。色々な不安がイネスに襲い掛かっているんだろう。

　さすがに俺も不憫になって、彼女へ話しかける。

「なぁ、イネス。さっきのことだが、あれは冗談なんだ。なんというか、俺も興奮してしまって冷静な判断ができなくなっていた」

　行為中とは変わって穏便な、普段の教師の調子で話す俺に、いぶかしげな視線を向けるイネス。

「それはどういうことなの？　責任をとってくれるということ？」

「いや、誰も責任を取る必要はない。イネスが気絶している間に、俺が避妊の魔法を使ったんだ」

「避妊の魔法？　そんなものが……」

「前にも言っただろう？　魔法は学校で教えてくれるものが全てじゃあない。避妊の魔法は、とくに娼館なんかで使われているな」

　この魔法は人体に与える影響が少ないので、よく利用されている。

　色々な女を相手にするのに加えて、中出しの好きな俺には必須の魔法だ。

　今では、思考解読の魔法に並んで最も使用率が高い魔法だと思う。

「なんだ、そんな魔法があったのね。はぁ、どうしようかと思ったわ……というか、中に出すつもりならはじめから教えなさいよ！」

　本気で安心したように彼女は息を吐きだすが、すぐに元の調子に戻って怒りだす。

「俺も、さっきは少しやり過ぎだったと思う。改めて謝るよ、すまなかった」

　そう言って俺は頭を下げる。だが、もちろんこれは本気で謝っているわけじゃない。

　イネスの肉体は完全に篭絡できたと思うが、その精神まで手中に収めるにはもう一歩だ。

　それを手に入れるために、あえて一度下手に出る。

「そうよね、処女膜を破られたときは本当に痛かったわ！」

「そうだな、あまり痛みを感じない人もいるが、こればかりは個人差がある」

　アニカはそれほど痛みを感じなかったようだが、イネスのそれは大きかったようだな。

　俺は女をいたぶる趣味は無いので、例外を除けば痛みを与えるのはここだけだ。

　今回も二重の愛撫でしっかりと準備をしたが、やはり破瓜の痛みだけは逃れられないものだった。

「まだ痛むようなら、回復魔法を使うぞ？　内臓に直接回復をかけるのは難しいが、俺なら成功させられる」

　強引に回復させると内臓同士が癒着してしまう危険もあるが、今回は俺が勝手知ったる器官だ。

「大丈夫よ、もう痛みも引いてきたし。それに……」

「なんだ？」

「おかしなことだと思うかもしれないけど、わたし初めての相手があんたで良かったと思ってるわ」

「それは、またどうしてだ？　ずいぶんと抵抗していたように思えるがな」

　俺は、自分の作戦が上手くいきつつあるのを悟って内心笑みを浮かべる。

　一度引くことで、イネスのほうから歩み寄らせるのが俺の狙いだった。

　彼女が完全に拒否してしまえば台無しだが、行為中の会話から考えても俺になんらかの好意を抱いていたのは確実なので、それを利用した。

「わたし、あんなに言われたとおりこれまで常に同世代のトップを走っていたわ。時には、上級生からも畏怖されるくらい」

　イネスは自嘲するように笑ってから話を続ける。

「だから、わたしをリードしてくれる……打ちのめしてくれるような存在を待ってたの」

「それが、俺だったということだな」

「ちょっと歪んでるけど、わたしにとっては白馬に跨った王子様みたいなものかも」

「ククク、それはないだろう。悪竜に跨った悪魔のほうがふさわしくないか？」

　イネスの例えに思わず笑ってしまう。間違っても、俺は王子様なんて代物じゃない。

　それは自覚しているし、万が一にもそんな存在になりたいとは思わない。

「別に悪魔でも魔王でもいいの、わたしの上に立ってくれる人であれば。あんたは、それにふさわしいかしら？」

　俺はその問いに躊躇なく頷く。

「ああ、そうだ。この学院で俺以外にお前を下に敷ける奴は居ない」

「へぇ、すごい自信ね。なにか根拠でもあるの？」

「分かりやすいものなら、後で紹介してやるよ」

　学院長のユリアとアイドル的存在のアニカ。

　このふたりを支配下に置いているということを知れば、イネスはさらに俺に支配されたくなるに違いない。そういう性癖だろうからな、こいつは。

「わたし、あんたのこともっと知りたくなったかも」

「好きなだけ調べればいいさ。まぁ、あまり知り過ぎると危ないかもしれないが……」

　宮廷魔術師として働いている間に、この国の秘密もいくつか知ってしまったからな。

　もしそれを俺が漏らせば、すぐに暗殺者か何かが仕向けられるだろう。そうなったら、さすがに外国へ脱出するしかない。この学院を捨てたくない俺からすれば、最悪の展開だ。

　まぁ、いかに優秀とはいえ学生のイネスが、そこまでたどり着けるはずもないが。

「……やめておいたほうがいいみたいね」

「そうか？　それならそのほうがいいだろうな」

「ははは……今のあんた、全身が剃刀になったみたいな雰囲気だったわ」

　いかんな、前の職場を思い出すとどうしても緊張してしまう。

　今の俺はこの世の楽園に居るんだ、つまらないことを考えるのはよそう。

「結局、イネスは俺の女になるんだな？」

　その問いに、彼女はしっかりと頷いた。

「あんたには私の本性を暴かれちゃったし、なにより大切な処女も奪われたしね。その責任はとらせるわ」

「ふん、俺にとって女との関係はセックスが第一だ。将来がどうのと言われても取り合わんぞ」

「いや、逃がさないわよ。必ず責任はとらせるんだから！」

　そう言うイネスの表情は、憑き物が落ちたようだった。いい女が手に入ったのは嬉しいが、なかなか難儀な女だな。まあ、なんとかやっていくしかないな。

「とりあえず、この部屋から移動しよう。見回りの教員に気づかれるかもしれないからな」

「わかったわ」

　俺は椅子から立ち上がると洗浄の魔法を使用する。すると、部屋中に魔力が行きわたって汚れを消していった。ついでに窓を開けると、風の魔法も使って部屋の中に漂っている臭いも入れ替える。

　これで、人が入って来ても生徒会室で誰かがセックスしていたなんて気づかないだろう。

「よし、出るぞ」

　扉を開けて、廊下に出る。幸い周りに人影は無かった。

「さて、どこへ行くか……」

　学院長室へ行ってイネスにふたりを紹介するか。それとも他に何か……。

　行先を考えている俺に、横のイネスから声がかかった。

「どうせなら、わたしの部屋に行かない？」

「たしか、学生寮だったな」

「そうよ。でも、わたしはひとり部屋だし、他の子に気づかれる心配もないわ」

　そう言いながら彼女は俺の腕を抱えるようにした。腕に大きな胸が当たって、なかなか心地いい。

「それに、年頃の女の子の部屋よ、興味ないかしら？」

「入ろうと思えばいつでも入れるが、招待されるのも悪くないな」

　イネスの部屋がどんな具合になっているのかも気になる。俺を呼ぶということはそれなりに片付いているのだろうが、部屋は住人の性格を表すというからな。

「それに、これが一番重要なことなんだけど……」

「なんだ、言ってみろ」

　突然、歯切れの悪くなったイネスに続く言葉を促す。

「実は、先生としたくなっちゃった……もっと、わたしにエッチなことを教えて？」

「そうか、さっきのセックスがかなり気に入ったみたいだな」

　予想以上に淫乱になった彼女に俺は喜ぶ。向こうから誘ってくるなら手間が省けるというものだ。

「もちろん良いぞ。そうと決まれば、学生寮に向かうとしよう」

　俺はイネスと共に、学院内にある学生寮へと向かうのだった。
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　俺たちは学生寮に来ると、すぐにイネスの部屋に入った。

「かなり立派だな、俺たち教師の部屋よりも豪華だ」

「そうかしら？　まあ、保護者たちがお金を出しているからかしらね」

　お嬢様学校なだけあって、その出資者も金持ちが多い。

　そこに通う自分の子供たちにいい環境を与えたいと思って、多額の寄付をした結果だろう。

　まるで、高級ホテルの一室のような造りだった。

「それにしても、よくこんな環境の中で勉強ができるな。俺だったら、落ち着いて集中できないぞ」

「そうかしら？　わたしはすぐに慣れたけど」

「クク、たいしたもんだ」

　肩をすくめてそう言うと、イネスが俺を睨んできた。

「なによ、バカにしてるの？」

「いや、そんなことないさ。育った環境の違いがあるからな」

「あっそう。でも、その顔は何故かしらないけどイライラするのよね」

　イネスはこっちに来て俺の顔を指差した。

「おいおい、顔に文句を付けられたのは初めてだぞ」

　自分でも比較的美形だと思っているし、それを罵倒された経験はなかった。

「顔はかっこよくても、その表情が怪しいのよね。なんだか、こっちを見下されている気がするわ！」

「なるほど、それはそうかもしれないな……ククク」

　今までいろいろな女で遊んできたので、女を見る目にその気持ちが現れてしまっているのかもしれない。

　俺にとって女との関係は基本的に体だけだからな。

「またわたしを見下すような目をして……もう我慢できないわ！」

「なんだ……うおっ」

　イネスは突然俺の腰に手を回すと、そのまま床に引きずり倒した。

　咄嗟のことだったので、俺も受け身をとるくらいしかできない。

「イネス、お前……」

「確かにあんたの女になるって言ったけど、ただ抱かれるだけじゃないってところを見せてあげるんだから……！」

　彼女はズボンのベルトに手をかけると、そのまま脱がし始める。

　そして、俺の肉棒を露出させた。

「だ、大丈夫よ……これで二度目だし、上手くできるはず」

　自分に言い聞かせるようにしながら肉棒に触れる。

　そして、俺が教えたとおりに手で扱き始めた。

「まあいい、どれだけできるかお手並み拝見といくか」

　俺は状況を把握すると、無駄な力を抜いてイネスのされるがままになる。

　このお嬢様がどれだけ奉仕できるか見物するのも一興だ。

「だんだん大きくなってきてる……もう少し強くしたほうがいいかも」

　肉棒が勃起してきたのを見計らって、手の動きを強めた。

　さすがに優秀なだけあって、よく観察しているな。

　だが、それだけじゃ刺激が足りないくなってくる。

「あれ、これ以上大きくならない……どうしたらいいのよ」

　俺が射精しない理由がわからず、困惑しているようだ。

　仕方ない、アドバイスの一つでもしてやるか。

「さっきと同じ方法じゃ、すぐに刺激にも飽きる。もっと別の方法も試してみたらどうだ？」

　テクニックのある女なら一つの方法だけで何度でも俺をイカせることができるはずだが、イネスには望めないしな。

「他の方法なんて、わたし知らないわよ！」

「いや、イネスは知ってるぞ。実際、俺にもやられただろう？」

「やられたって……まさかっ！」

　そこで、俺が何をしろと言っているのか気付いたらしい。

「わたしに、口で舐めろって言うの!?」

「それが一番確実だな。それに、俺だけにやらせておくつもりなのか？」

「あ、あんたにできてわたしにできない訳がないじゃない！　やるわよ！」

　若干逆ギレっぽくなりつつも、イネスは俺の肉棒に顔を近づける。

「い、いくわよ……はもぉぅ！　んっ、んんぅ！」

　イネスは肉棒に口をつけると、そのまま亀頭を口に含んだ。

　しかし、少し舐めるとすぐに口を離してしまう。

「えほえほっ！　これ、息が苦しい……」

「口を少し開けたり、鼻から息をしてみろ。というか、いきなり咥えたら咽せるに決まってるだろうが」

　まずはまわりから舐めていくことを教えると、イネスは拗ねたような表情になる。

「それだったら、先に言ってよね……わたし、苦しみ損じゃない」

「お前が勝手に進めるからだろう。とりあえず、俺の言うとおりにやってみろ」

「う、うん」

「まずは周りからだ。舌を絡みつかせるように舐めろ」

　彼女は俺の言葉どおりに舌を使って奉仕する。

　勃起した肉棒に舌を巻きつけると、そのまま動かしていく。

「そうだ、その調子。いいぞ、気持ちよくなってきた」

「ん、れろれろ、ちゅう……ちゅぷ、ちゃぷ」

　テクニックはユリアと比べるべくもないが、慣れないイネスが懸命に奉仕しているというシチュエーションはかなり興奮する。

　まだ行為に慣れていない、今のうちにしか味わえない感覚だ。

「んぐっ……また、硬くなってきたわ」

「次は、口に含んでみろ。さっきみたいに咽せるなよ？」

「もう大丈夫よ、同じ失敗はしないんだから！」

　そう言うと、イネスは再びフェラチオを始める。

　亀頭から一気に肉棒を咥えると、レロレロと口内で舐め回していった。

　滑らかに動く舌の感触に、俺はため息を漏らす。

「ふぅ……こんな動き、どこで覚えたんだ？」

「さっき先生がわたしのを舐めてたでしょ？　ちょっと違うけど、あれを参考にしたのよ」

「ほう、驚いた。あの最中にも熱心にお勉強してたわけか」

「ちっ、違うわよ！　今やれって言われて思い出しただけなんだから」

　慌てて否定する姿に俺は苦笑する。

　本当にそうだとしても、この言い方じゃ誤解されても仕方ないな。

「それなら、そういうことにしておこう。それより、もっと深く咥えてみてくれないか？」

「もう、まだ足りないの？」

「今でも十分興奮してるが、やはり最後には性的な刺激が一番だからな。お前も、ここまで来たら最後までやり遂げたいだろう？」

「当たり前よ！　このまま引き下がるわけないわ！」

　イネスはそう意気込むと、肉棒をさらに深く咥える。

「んぶぅ……んぐっ、ううぅ……」

　少し苦しそうだが、俺の教えたとおり呼吸を確保しながら肉棒を飲み込む。

　そして、ついにそのほどんどを咥えることに成功した。

「んふぅー、ふぅふぅ……」

「そのまま、頭を上下に動かすんだ。俺の肉棒をピストンさせるようにな」

　それを聞いた彼女が動き出す。

　ゆっくりとだが、肉棒を咥えたまま頭を上下させる。

　それと同時に、口内では肉棒が舌に舐め回されていた。

「んぶっ！　じゅる！　じゅぷっ、じゅぷっ、じゅぷっ！」

　慣れてくると、イネスも頭を振るスピードを上げた。

　舌の動きとピストン運動で、肉棒へ与えられる快楽はどんどん大きくなっていく。

「そろそろ出すぞ……」

　射精の気配を感じた俺は、イネスに警告する。

　また予告も無しに何かしたら、逆ギレした彼女に物でも投げられそうだからな。

「ぷはっ！　もう、出るの？　わたしのフェラで出ちゃうのね？」

　嬉しさを隠し切れない様子でイネスは問いかけてくる。

「ああ、気持ちよすぎて今にも出そうだ。もちろん、口の中に出すからな」

「ちゃんと受け止められるか不安だけど、やってみるわ」

　再度肉棒を咥え、彼女は俺に射精させようとする。

　頭を上下に動かすたびに、いやらしい水音が鳴ってさらに興奮を高めていた。

「……っ！　イネス、受け取れ」

　俺は彼女の頭に手を置くと、肉棒を吐き出さないように押さえる。

「んんっ!?　あぶっ、んんんんん！」

　ビュルルルルルルル！

　肉棒から精液が吹き出し、イネスの口内に収まっていく。

「……んっ、んむぅ。これ、ろうするのよぉ」

　俺が手を離すとすぐにイネスが顔を上げ、涙目で口の中に出された精液を見せつけてくる。

「そんなもの、飲むしかないだろう？」

「う、ううぅ……んぐっ、ゴクゴクッ！」

　恨めしそうに俺を見ながらも、彼女は出された精液を全て飲み下した。

「どうだ、初めて飲んだ精液の味は？」

「すっごく濃くて、あんまり美味しくなかったわ。ただ……」

「ただ……なんだ？」

「先生が望むなら、また飲んであげてもいいわよ」

「ククク……それは良いことを聞いた」

　俺はイネスの調教が上手くいっていると感じ、その成功を喜ぶのだった。
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　イネスのフェラを堪能した後、俺はすかさず次の行為を提案する。

「イネス、この際だから本番もお前からやってみないか？」

「わ、わたしから？　でも、セックスっていうのは普通男性が……」

「微笑ましい固定概念だな、それは」

「な、なんですってぇ？」

　俺の挑発で、すぐに身を乗り出してくる。

「クク、本当にお前は釣られやすいなぁ」

「この……わかってても、バカにされたままいられる訳がないでしょう!?」

「そうか、なら俺の話を聞いておけ。今回はお前に俺を責めるチャンスがあると考えればいいだろう？」

「む……わかったわよ」

　俺はそうやってイネスをなだめ、説明を始める。

「イネスにやってもらうのは、騎乗位でのセックスだ」

「騎乗位？」

「横になった男の上に、女が乗って腰を振るんだよ。文字どおり、馬に乗るみたいにな」

「それじゃあ、わたしにあんたの上に乗れってこと!?」

「そうだが、主導権は女のほうが握れるぞ」

「や、やるわよ。やられてばかりじゃないところを見せてあげる」

「まあ、せいぜい頑張ってくれ」

　基本的に女性優位とは言ったが、あくまで基本的には……ということだ。

　どこまでイネスができるかは見物だな。

　俺は床に寝そべると、そこから彼女を見上げる。

「入れ方はわかるだろう？」

「ええ、一度は入っていたし、覚えているわ」

「ほう、生徒会長だけあって優秀だな。それが発揮されているのがエロ方面というのが悲しいが」

　ただ、覚えたというのは本当だろう。

　現に、さっきも俺のズボンを手早く脱がせていたしな。

　普段自分でもズボンを履いているわけでもないだろうし、あの一回で覚えたと思えば優秀だ。

「覚えてなさい、すぐにわたしが射精させてやるんだから」

　意気込みは十分だが、さてどうなるかな。

　知識を持っていることと、実際にやってみることは違う。

「それじゃあ、乗るわよ」

　そう言って、彼女は俺の上に腰を下ろす。

　だが、どこか躊躇いがあるようでバランスが悪い。

「なんだ、体重のことでも気にしてるのか？」

「バカ、女の子になんてこと聞くのよ」

「安心しろ、これでも鍛えている。お前の内蔵が鋼鉄で出来ていない限り重いとも感じない」

「そういう問題じゃないんだけど……まぁいいわ」

　イネスはため息を一つすると、そのまま俺の肉棒に手をのばす。

「出したばかりなのに、もう大きくなってる……こういうものなの？」

「さあ、他の男のことなんかどうでもいいさ。それより、早く入れてくれないか？」

「わかってるわよ、そう急かさないで！」

　それから彼女は真剣な表情になると、手に持った肉棒を膣へと導いていく。

「このまま腰を下ろして……はうっ！　入ってくるぅ……！」

　挿入の感覚に呼吸を乱すイネス。

　肉棒は彼女の唾液や精液で濡れていたが、膣のほうがまだ準備が足りなかったようだ。

　仕方ないので、俺も手伝ってやることにする。

「イネス、力を抜けよ」

「ちょっと、どこ触って……きゃん！　いきなりそこはぁ！」

　俺が愛撫したのは陰核で、俺の愛撫で敏感に反応した。

　もともと快楽を感じるために存在するというエロい器官だ。

　少し愛撫するだけで、たちまちイネスの膣内が愛液で濡れていくのを感じる。

「はぁはぁ……もう、これだからあんたは！」

「そう怒るなよ、これでやりやすくなっただろう？」

「いいわ、こっちでお返ししてあげる」

　イネスは自分から腰を動かし始めるが、俺はある違和感に気付く。

「なんというか、慣れているな」

　そう、彼女の動きはなかなか様になっていた。

　まだ粗い部分は多いが、生徒会室のとき俺にされるがままだった少女だとは思えない。

　いくら優秀と言っても、騎乗位でのセックスはこれが初めてのはずだ。

「不思議そうな顔ね、おおかた、わたしの動きが自然で驚いてるんでしょう？」

「……まあ、そうだな」

「先生はさっき乗馬と同じって言ったわよね」

「ああ、そういうことか」

「そうよ、わたし乗馬の経験もあるの」

「なるほど、それならこの腰使いにも納得だ」

　そうやら、俺はわざわざ相手のやりやすい体位を提案したらしい。

　まあ、それならそれで構わないがな。乗馬経験があるくらいで簡単に主導権を握られたりしない。

「それより、腰の動きに集中しなくていいのか？」

「な、なんでよ……」

「さっきから少し動きが鈍っているぞ」

　イネスがそれを聞いて苦い顔をする。

「だんだん気持ちよくなってきて、思い切り動くのが怖くなったんだろう？」

「そんなつもりはないけど……」

「なら、本能的なものか？　俺にまだ心を許しきっていないからな」

　絶頂の瞬間というのは無防備なものだ。

　表面的とはいえ、まだ俺に対する警戒心が残っているイネスの体が絶頂するのを躊躇ったのだろう。

「別に、今更イネスが無防備になったところで変なことはしないさ」

「ほ、ほんとう？」

「それに、今更襲わなくても俺が誘えば拒まないだろう」

　俺の目的は、この学院の女を自由に抱けるようになることだ。

　それが達成されているなら、別にそれ他のことに興味はない。

「ああ、何なら俺の腕でも縛っておくか」

「そこまでしなくて良いわよ。もうわかったから」

　俺の話を聞いて安心したのか、イネスは再び腰を振り始めた。

　今度は躊躇いなく、大きく腰を振っている。

　パンパンという音が部屋の隅々まで響いていく。

「上手いぞ、イネス。中の締まりもなかなかのものだ」

「んっ、あん！　そうでしょ？　馬に乗ってるときは、こうやって足を締めながら乗るの」

　彼女が足腰に力を入れると膣内が締まり、挿入されている肉棒に快楽が与えられる。

　前は俺が犯していたが、イネスのほうから締めつけられるとまた膣内の感触も違う。

　そこからしばらくすると、腰を振っていた彼女に変化が現れた。

「はぁはぁ……やだ、わたしもう……」

　頬が紅潮し、時折何かを耐えるように目を瞑る。

　膣内の動きも、イネスによる締め付けとは違う反射的な動きが加わっているのを感じた。

「先生……わたし、イっちゃいそう」

　とうとう俺に告げたのは、絶頂の予告だった。

「ああ、初めて自分でイクんだ。遠慮せずに快楽を楽しめ」

「う、うん……でも……」

「また何か問題でもあるのか？」

「イっちゃったら……わたしどうなるかわからないの。しっかり受け止めてよね？」

「それについては任せろ。耐えられそうになければ、そのまま倒れ込めばいい」

　そう言ってやると、彼女は一つ頷いた。

　そして、絶頂に至るためにひたすら腰を動かしていく。

「あっ、んぅ、はあっ！　硬いのが奥にあたってるぅ！」

　亀頭へ子宮口を叩き付けるような激しい腰振りだ。

　一度決心すると、かなり大胆になるらしい。

「もう無理、がまん……できない……っ」

　彼女は最後に腰を振り下ろすと、硬く勃起した肉棒で自分の子宮口を刺激した。

「イクッ、イクッ！　自分から腰振って、イっちゃうのぉぉぉ！　ああああぁぁぁぁっ!!」

　ビクンッ！　ビクビクビクッ！

　イネスの体が絶頂に震えて、膣内も肉棒を締めつける。

「ひっ！　あ、あぁ……これ、凄すぎるのぉ……頭バカになっちゃうよぉ」

　初めて自分で至った絶頂の快楽を感じている彼女の顔は、普段のキツい印象が吹き飛ぶほどとろけていた。

「う、もう立ってられな……っくぅ！」

　バランスを崩しそうになったイネスを、俺は自分のほうに引き寄せた。

　そして、そのまま彼女を受け止める。

「よくできたな、初めての騎乗位セックスは……まあ合格点だ」

「でも、まだ先生をイカせてない……」

「なら、このままもう一戦するか？」

「……やってやるわ、このまま負けてられないんだから！」

「上等だ、それなら体力回復の魔法をかけてやる」

　普通ここまで絶頂してすぐに再戦を望む女は余程の変態くらいだ。

　俺はイネスの負けず嫌いを密かに賞賛して、魔法を発動させるのだった。
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　疲れきった様子のイネスに俺は体力回復の魔法を使う。

　すると、みるみるうちに、彼女の呼吸が整いはじめた。

　そして、自分の体の調子を確かめるように腕を動かす。

「これでどうだ。もう体は動かせるか？」

「ええ、大丈夫そうね」

　イネスはしっかりした動きで、俺の上に倒れた状態から体を起こす。

　そして、秘部の状態を確かめるように腰を動かした。

　まだ中に挿入されている肉棒が刺激され、自然に勃起していく。

「あっ、また硬くなって……ちょっと待ってよ！」

　自分の中で膨らんでいく肉棒に、イネスは慌てた様子で動きをストップさせる。

　刺激が無くなったことで、勃起は全力の半分ほどで止まってしまった。

「なんだ、せっかく気持ちよくなっているところを……」

　楽しみを途中で止められて不機嫌な俺は彼女を睨む。

「このままもう一回するのも芸がないでしょ？　だから、少し変化を加えようと思ったのよ」

「まあ、いいだろう。やってみろ」

　たしかに、それには一理あるな。

　イネスはいったん腰を上げて膣から肉棒を抜く。

　その際にカリ首が中出しした精液をかき出したのか、膣からは白い糸が垂れていた。

　自分の子種を女の中にぶち撒けてやったという実感がして気分が良い。

　目の前のエロい光景に、再び肉棒へ力を蓄える。

「な、なんでまた硬くしてるのよ！」

「男にしかわからんさ。気にせず続けろ」

　俺の答えにイネスは訳がわからないという顔をしながらも動きを続ける。

　そして、足を入れ替えると俺に背を向ける形で再び腰を降ろす。

「ほう、背面騎乗位か」

「わたしも、しっかり手をついて腰を動かせるしね」

「そうだが……本当にそれだけか？」

「へ、変な詮索はしないでよ！　もう始めるからっ！」

　そう怒ったように言ったイネスは、俺の肉棒を掴むと自分から膣に咥え込む。

　一度ほぐされたからか、今までになくスムーズに挿入されていった。

「……んっ、ふぅ。全部入ったわね」

「だんだんセックスにも慣れてきたか？」

「そうね、もう痛みも全然ないし……油断してると本当に先生が先にイっちゃうかもよ？」

「イネスのテクニックが上がれば、俺にとっては喜ばしいな」

　そう言いつつ、俺は内心で注意することにした。

　彼女が秀才なのはまぎれもない事実で、大抵のことはそつなくこなす。

　それは、セックスに関しても例外ではないだろうからな。

　油断してイカされるなんて事態は絶対に避けたい。

「じゃあ、また動くわね」

　イネスは床に手をつくと、それを支えにして腰を上下に動かし始めた。

　たしかに、イネスの言ったとおりしっかりした動きだ。

「んぁ……はぁはぁ……んうっ！」

　膣内を肉棒に慣らすようにしばらく動かすと、今度は中を締めつけてきた。

　どうやら、自分で膣を締めるコツをもう掴んだらしい。

「どうかしら、わたしの中は……かなり気持ちいいんじゃない？」

「ああ、とても少し前まで処女だったとは思えないな。早く中出しして欲しいのか膣内がグネグネ動いて……」

「よ、余計なことまで言わなくていいのよ」

「なんだ、恥ずかしいのか？　さっき、俺にイキ顔を見られたときみたいに」

「……っ!?」

　イネスのわかりやすい反応に俺は笑う。

「見られてないとでも思ってたのか？　お前はプライドが高いからな、だらしない顔を見られたのが恥ずかしいんだろう」

「くっ……お見通しってわけね」

「まあ、別にどうもしないさ。お前は俺に奉仕してくれればいい」

「必ずイカせてやるんだから……っ！」

　そう意気込んだイネスは再度腰を動かし始めた。

　パンパンと腰が打ち付けられ、膣内で肉棒がしごかれる。

　もともと名器なのもあって、すでにその辺りの女とは比較にならない気持ちよさだ。

「はぁ、んんっ……まだまだっ」

　さらに、そこから腰振りのスピードが上がった。

　だが、イネスの様子を見ると彼女も感じているらしい。

　自分がイク前に俺を絶頂させる自信があるらしいな。

「こうして速く動けば、あんたも気持ちいいんでしょう？」

「たしかに、気持ちいいぞ……」

　実際に、このまま責められれば俺は遠からずイカされるだろう。

「ふふ、気持ちよすぎて情けない声を漏らさないようにねっ！」

　俺の答えに満足したのか、イネスは勢い良く腰を動かす。

　同時にギュウギュウと膣内を締めつけるので、俺も腰に力を込めて耐えなければならないほどだ。

　どうやら、自分の快楽をある程度コントロールできるようになったらしいな。

　こうなると、俺のほうが不利だ。

　しかし、俺も黙ってイカされるわけには行かない。

　相手は年下、それも俺の教え子だからな。これでやられたらプライドがズタズタだ。

「イネス……」

「なあに、先生。もうイキそうになっちゃたのかしら？」

「たしかにお前のテクニックは急激に上達しているよ」

「……と、突然褒めたって手を緩めたりはしないわよ！」

　イネスは顔を赤くしながら、膣奥に肉棒を押し付ける。

「そうじゃないさ、俺もそろそろ動こうと思ってな」

「なに言ってるのよ、わたしが乗ってるのに動けるわけないじゃない……」

　まあ、普通はそうだな。おまけに、下はベッドじゃなく硬い床だ。

「そう思うか？　だったら、お前は俺の前職を忘れてるな」

　俺は魔法で身体能力を強化し、すばやくイネスを突き上げた。

「やっ、あひぃっ！　奥が、突き上げられてるっ!?」

「ククク、自分のペースを乱されると快楽を抑え切れないか」

　さすがのイネスも今日一日では付け焼き刃のテクニックしかできないようだ。

　俺が動き出すと、いとも簡単にペースを崩すことができた。

「どうした、お前も今身体能力強化の魔法を使えば、俺を抑えられるかもしれないぞ？」

「こんな状況で、魔法を使えるわけないじゃない！　あんっ、あっ、はぁん！」

「まあ、だろうな……ククッ」

「このっ！　本当に性格悪いわねあんた！」

　どうもイネスは弄りやすいのですぐに手を出してしまう。

　やはり、精神系の魔法を使わずに正解だったな。

　そんなことを考えつつ、俺は彼女の腰に手を回す。

　魔法で力が強くなっているのに気をつけながら、手で腰を上下に動かし始めた。

「待って、ダメッ！　ま、また深くなるぅ！」

「イネスも奥まで入ったほうが気持ちいいだろう？」

　イネスの体を持ち上げてタイミングよく腰を打ち付ける。

　すると、今までより深く子宮口を押しつぶすようなところまで肉棒が入り込んでいくのだった。

「だからってこんな……子宮潰されちゃう！」

「安心しろ、そこら辺は気をつけてるさ」

　子宮のほうは無事だが、敏感な場所を激しく責められた神経のほうは溜まらないだろう。

　次第にイネスの体がビクビクと痙攣し始めた。

「はぁはぁ……ああんっ、もうイっちゃうっ！」

「なんだ、俺をイカせるんじゃなかったのか？」

「……ッ！　まだ、わたしにだって力は残ってるんだから！」

　俺が挑発すると、彼女はそう言って足で俺の腰を挟む。

　すると、連動して膣内が締まっていく。

「くっ、それでこそ生徒会長だ……俺の女にするのに相応しいっ！」

　笑みを浮かべた俺は全力を出して腰を突き上げる。
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「あっ、あひいぃ！　ほんとに、もうダメなのぉ！」

「俺も出すぞ、しっかり中を締めつけておけよ」

「んっ、はうっ！　残らず搾り取ってやるんだから……」

　ギュウッと締まる膣内に、俺も限界を迎えそうになりながらピストンを続けた。

「らめっ、もう無理なのぉ！　イッ、イグゥ！　イッッッグゥゥゥゥゥゥ！」

　ビュービュー！　ビュルルルル！

　イネスが絶頂するのとほぼ同時に、俺も射精した。

　吐き出された精液が、彼女を奥の奥まで犯していく。

「はぁはぁ、引き分け……かしらね」

「まあ、そうしておいてやろう」

「いいわ、今度はしっかりしたテクニックを身につけて、本当に先生をイカせるんだから」

　イネスはそう言って笑うと、俺の隣へ横になった。

「あー、床が冷たくて気持ちいいわ」

「お嬢様らしからぬ発言だな」

「いいじゃない、先生の前なんだから……でしょ？」

　彼女はそのまま疲れた体を癒すように目を瞑った。

　はっきりと俺への好意を伝えているわけではないが、心の中では確実に俺に依存しているはずだ。

　まあ、ひとまず上手く行ったと思っていいだろう。

　俺はそう結論づけると、飲み物でも取ってこようと起き上がるのだった。
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　教室に始業の鐘が鳴った。

　生徒たちはすでに着席している、さすがに指導が行き届いているな。

　教壇まで進むと、欠席者がいないか教室内を見回した。

　私はリーゼロッテ・カナリス。この学院で教師をしている。

「それでは、これよりクラス合同の授業を開始する。クローゼ先生、良いですか？」

「俺のほうも準備は良いですよ、カナリス先生」

　黒髪の男……テオフィール・クローゼがその整った顔で私に返事をする。

　クールな容貌だが、それに反して気さくな性格とあって生徒たちの間では注目の的になっている。

　なにせ、この学院で唯一の男性だ。

　どうやって男子禁制のここへ就職したのかは知らないが、その実力は本物。

　前は宮廷魔術師として勤めていたというから、そこを見込まれたのかもしれない。

「今日は魔法の呪文省略についてだ」

　私が魔術書を開いて説明し、クローゼ先生が黒板に文字を起こす。

　週に一度行われるクラス合同の授業は、普段とは違った環境で勉強することで刺激を受けさせることが目的だ。

　説明を終えると実技に移る。

「では、実際にやってみせるからよく見ておけ」

　私は魔術書を置くと距離を取り、クローゼ先生と対面する。

「いつでもどうぞ、カナリス先生」

「では、遠慮なくやらせてもらおう」

　無詠唱で目の前に火球を作り出し、それを彼へ向けて射出した。

　当たれば大火傷だが、彼はそれを水の盾を生み出すことで相殺する。

　何食わぬ顔でしているが、完璧に魔法同士を相殺させるには高い技量が必要だ。

　私は魔法より剣のほうが得意だが、それでもこう簡単に相殺されると悔しい。

「見事です、さすが元宮廷魔術師だ」

「いえいえ、俺くらいの技量なら向こうに何人も居ますよ」

　そう言って謙遜するクローゼ先生。

　教室内からは、彼の技量に対して拍手と黄色い声が上がった。

　その後、授業は何事も無く終了した。

　このように生徒からも人気の高い男だが、私はいまいち信用しきれていない。

　勝手な想像かもしれないが、この不安を解消するためにも授業後にクローゼ先生の動きを探ることにした。

　教室を出た彼の後を少しだけ間を置いて尾行する。

　すると、彼は正面から歩いて来た生徒と何か立ち話を始めた。

「あれは、生徒会長のイネス・バラックか」

　勝ち気なところがあるが、基本は品行方正で周りからの信頼も厚い。

　耳を澄ませると、ふたりの会話が聞こえてくる。

「先生、今日はこの後わたしの自習に付き合ってくれるのよね？」

「そういえば、そうだったな……」

　クローゼ先生の言葉にバラックが怒りだす。

「もう、忘れないでよ！　わたしだってしっかり勉強したんだから」

「わかっているさ」

　なんだ……自習？　生徒とふたりきりでか？

　私も時間があるときに生徒の勉強を手伝うこともあるが、それにしてもあのバラックが随分と親しそうだな。

　彼女はもっと教師とは一線を引いていると思っていたが……。

「とにかく、きっちり時間は守ってね。場所はいつものところで」

「ああ、生徒と教師がふたりきりなんてバレたらマズいからな……」

「わたしだって変な噂はゴメンよ。先生のことだから、透明化の魔法とかも使えるんじゃない？」

「さあ、どうだろうな」

「怪しいわね……こんなのを野放しにしておいて良いのかしら？」

「ここを追い出されるようなことはしないさ」

　やり取りをするふたりは、一瞬そういう仲なのかと思ってしまうほどだった。

　だが、あのバラックが簡単に心を許すとは思えない。

　たぶん、教師として彼のことを信頼しているのだろう。

「生徒会長が信頼するなら問題ないのかもしれないが……もう少しだけ探ってみよう」

　バラックと別れて歩き出したクローゼ先生の後を再び尾行する。

　どうやら、次の教室へ向かうようだ。この先は二年生の校舎だな。

「先生、ごきげんよう」

「なんだ、アレントか。もうすぐ授業が始まるぞ」

　次ぎにクローゼ先生に話しかけたのは、アニカ・アレントだな。実家が名家で有名だ。

　だが、今はそれよりも本人の性格のほうが有名だな。

　彼女はたびたび街へ出かけては男をたらし込んでいるらしい。

「ねえ、今日この後は時間がありますでしょうか？」

「……なぜだ、まず理由を言え」

「先生をデートにお誘いしようと思いましたの」

　ず、ずいぶんと直接的だな。

　いや、アレントほどの美貌があれば男などあれで落とされるのか？

　なんにせよ、こんな淫行は止めなければ！

　私が意を決して出ていこうとする直前、思わぬ言葉が聞こえた。

「そんなものに興味はない。それより、授業に遅れるぞ」

　アレントの誘いを断った？

　女の私からしても、彼女は魅力的な容姿をしていると思うが……。

「それと、そこの曲がり角からこっちを見てるお前もだ」

「あっ、はっ、はいっ!?」

　油断していたところに話しかけられて変な声が出てしまった。

　私としたことが、なんと情けない……！

「なんだ、カナリス先生じゃないですか」

　正体もバレてしまったらしい。

　私はこれ以上隠れるのを諦めて、彼らの前に姿を表す。

「あ、ああ……男女の話し声が聞こえたもので、少し怪しくなってな」

「なるほど、俺以外の男が入っていたら問題ですからね」

　自分は問題を起こす心配はないというアピールか？

　たしかに、これまで見た限りではいたって優秀な教師だが……。

「もうすぐ鐘が鳴る、アレントは先に行け」

「で、ですが……」

「俺はカナリス先生と少し話しをしてから行く。他の生徒にも数分送れると伝えてくれ」

　伝言を頼まれては、彼女も居座ることはできない。

　こちらに綺麗な一礼をすると、教室のほうへ歩いていった。

「それにしても、カナリス先生は今日はもう授業が無いですよね。何かこの辺りに用事でも？」

「あ、いや……この先の資料室に用事があってな」

「……先生の担当は三年生だけのはずですが、なぜ二年生の資料が？」

　たしかに、そのとおりだ。

　何か、何か適当な理由を……！

「個人的に復習したいところがあるんだ。生徒たちの質問に答えられるように」

「なるほど、そういうことですか」

　クローゼ先生は私の説明で納得した様子だ。

　いつ尾行していたことがバレるかと冷や汗ものだ。

　現状で怪しい行動をしているのは私のほうだからな。

　……自分で言っていて後悔してきた。なぜ私は尾行などしたんだ。

　軽い自己嫌悪になりながらも、それを悟られてはいけないと話を振る。

「それにしても、先生はアレントの誘いをやけに簡単に断りましたね」

「まあ、それなりに女性経験はありますから。あれも思春期特有の冒険心でしょう」

　その答えに、今度は私のほうが納得させられてしまった。

　確かに、宮廷魔術師という肩書きにこの容姿だ。

　よってくる女には事欠かなかっただろう。

「よく分かりました。引き止めてしまう形になって申し訳ない」

「いえ、俺のほうも問題がなくて安心しました。それでは」

　彼はそう言うと、アレントの後を追って歩き出す。

　その後ろ姿を見ながら、私は自分の考えをまとめていた。

「教師として優秀、生徒の自習に付き合う優しさもあり、女子のあしらい方も心得ている」

　並べれば並べるほど、この学院の教師として相応しく思えてくる。

「やはり、私の取り越し苦労だったか？」

　そう結論付けそうになるも、気を取り直して首を横に振る。

「後少しだけ、数日だけ調べてみよう。それで何も出なかったら諦める」

　自分にそう言い聞かせ、私は職員室へと戻っていくのだった。
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　リーゼロッテ・カナリスに尾行された翌日、俺はアニカに誘われて彼女の部屋に来ている。

　そう、おれは最初から尾行に気付いていた。

　俺と女たちとの関係はバレると不味いからな、いつも魔法で警戒しているんだ。

　リーゼロッテもその警戒網に引っかかっていた。

　俺と同じ技量があればそれに気付いたかもしれないが、そこまでの力は無かったようだ。

　どうやら、魔法の実力よりもお嬢様を相手にするのに相応しい適正のある教師が、優先されるらしい。

「まあ、そういうわけだ。まだ実力行使には出ないと思うが、一応警戒しておけ」

　俺が尾行のことをアニカに説明すると、彼女は固まった。

　その拍子に、運んでいたトレーを落してしまう。

　上に乗っていたお茶の入ったカップが床に散らばった。

「おいおい、怪我するぞ」

　俺は素早く魔法を使い、カップが床に落ちる前に受け止める。

　そして、そのまま俺のほうまで移動させた。

「うん、相変わらず旨いな。さすがに良いものを使っている」

　職員用の備品の茶葉とは天と地の差だ。

　これに比べたら、向こうのはただの渋いお湯だな。

　俺がゆったりと茶を楽しんでいると、アニカが慌てながら俺の向かいに座る。

「け、警戒しておけ……じゃありませんわ！」

「なんだ、そんなに慌てることか？」

「当たり前です！　公表されたらどうなるか……」

　あのアニカが珍しくビビっている。

　普段はふてぶてしさがあるくらいなんだがな。

「わたくしはともかく、家にまで迷惑が……」

　なるほど、実家への影響か。

　上流階級でも競い合いが激しいからな。

　娘のスキャンダルがあれば、一気に権威を失墜させてしまうのかもしれない。

「まったく、そのあたりはよくわからんな」

　俺はいざとなればこの国から逃げれば良いと思っているが、アニカはそうはいかないか。

　こいつとのことがバレれば、イネスたちとのことも芋づる式にバレかねない。

　彼女たちも手放すには惜し過ぎる。

「心配するな、上手くやるさ」

　こんなにいい環境は二度と手に入りそうにないからな。

　そう簡単に手放してたまるかよ。

　俺が自信ありげに言ったので、アニカも少しは落ち着きを取り戻したようだ。

「でも、どうやって誤摩化すのです？」

「そんなもの、一つしかないだろう」

　そう言って笑うと、アニカも悟ったようだ。

「まさか、カナリス先生も……」

「ああ、俺の手に落とす。あれもなかなか良い女だからな」

　生真面目な性格で暑苦しそうだが、顔は美人だ。

　おまけに、胸もかなり大きい。

　今のところ三人の中で一番大きいアニカと同じか、それ以上じゃないだろうか。

　アレは、是非楽しんでみたいな。

「でも、カナリス先生は剣の達人ですわよ？　護身術の授業も担当されていますし」

「少し調べたが、女だてらにかなりの使い手のようだな」

　評判によれば、騎士にも迫る腕前だとか……。

　魔法もそこそこ使えるということで、ここの教師に抜擢されたようだ。

　父兄としても、同じ女性が護身術を教えてくれるのは安心なんだろう。

　なかなかこういう人材は見つからないからな。

「だが、問題ない。俺の魔法に気付かない程度なら、いくらでも料理できる」

「本当ですの？」

「ああ、全て俺の掌の上だ。リーゼロッテが不感症でなければ良いがな、ククク」

「また先生が悪い顔をしてますわ……」

「なんだ、何か言いたいことでも？」

　アニカは俺に擦り寄りながら答える。

「だって、囲う女が増えれば先生に相手してもらえる時間が減りそうなんですもの」

　そう言いながらしっかり俺の腕に胸を押し付けてアピールしてくる。

　さすがに、普段から男を誘惑していた女は違うな。

　自分の武器をよく分かっている。

「ひとりひとりは無理かもしれないが、まとめてやれば満足させてやれるだろう」

「そんなぁ……わたくしは先生とふたりきりが良いんですの！」

「まったく、可愛がってやるからといって、つけ上がるな」

　アニカの体に手を回し、その大きな胸を揉む。

　弾力のある爆乳が俺の手の形に歪んでいった。

「ひゃっ！　あんっ！　おっぱい乱暴にしちゃダメですよぉ」

　アニカはそう言って身をよじるが、本気で逃げ出そうとしているわけじゃない。

　むしろ、胸を寄せて谷間を作り、俺を楽しませようとしている。

　こういう奉仕は俺の女に相応しいな。

「胸を弄られるのは好きだろう？　もう乳首が勃起しているぞ」

　まだ数分も触っていないが、既に胸の頂点では乳首が硬くなって浮き上がっていた。

「はぁ、あんん……やだ、下着を着けてないから外からわかっちゃいますわ」

「ふん、最初からこうするつもりだったんだろうが」

「お、お見通しですわねっ！　そうです、最初からエッチしたくてお誘いしたんですわ」

　アニカは火照った顔で自分の制服を乱し始める。

　途中でその爆乳がたぷんっと、音が聞こえそうな様子でこぼれ落ちた。

　何度見ても、これは素晴らしいな。

　アニカの身長が低めなだけに、その大きさがより際立っている。

「先生のここも、大きくなってますわ……わたくしのを見て興奮しましたの？」

　俺の股間に手をやり、ズボンの上からスリスリと撫でる。

　二重の布越しだが、そのいやらしい手つきに肉棒も硬くなってきてしまう。

「アニカ、手での扱いもだいぶ上手くなったな」

「先生が教え込んだのですわよ？　先生と出会って、自分がどれほど無知だったか思い知らされましたわ」

　そう言うが、俺の教えるテクニックをすぐに覚えていくアニカも秀才だ。

　自分のアピールポイントを見極めて、すぐに俺を誘惑してくるようになった。

　しばらくズボン越しから愛撫していたアニカだが、頃合いを見ると肉棒を取り出す。

「何度見ても大きいですわ……これがわたくしの中に入ると思うと、濡れてきてしまいます」

　だが、これでもまだ完全には勃起していない。

　それはアニカもわかっているので、すぐに行動する。

　肉棒を手でかるくしごくと、胸を持ち上げてそれを挟む。

「わたくしのおっぱいマッサージで元気になって下さいませ」

　彼女は両手で胸ごと、谷間に挟んだ肉棒を揉み込む。

　両サイドが柔らかい肉壁に包まれて、淫らなマッサージが始まった。

　ぐにゅぐにゅと形を変えながら、柔肉が肉棒を硬くしていく。

「どんどん大きくなっています……先生はおっぱいが好きですわね？」

「ああ、とくにアニカのはデカいからな」

　しかも、ただ大きいだけじゃなく形や弾力、肌の感触なんかも一級だ。

　ここまでの胸には、俺も数えるほどしか出会ったことがない。

　それをまだ若い学生が持っていて、自分専用の女に出来るのは最高だ。

「熱い……焼けた鉄棒を挟んでいるみたいですわ」

「潤滑剤も使っていないからな、熱さが直接伝わってくるだろう？」

「はい、わたくしの心臓も熱く高鳴ってしまいますわ！」

　あくまでマッサージということなので、そのまま肌の感触を楽しんでいる。

　そのおかげで、アニカも興奮してきているようだ。

「はぁはぁ……んっ、ふぅ」

　間近で息づかいが荒くなっていくのが聞こえ、その興奮具合がわかる。

「せ、先生……わたくしもう限界ですの」

　アニカはそう言うと、マッサージを中断して立ち上がる。

　そして、スカートをたくし上げると下着を見せつけてきた。

「ほらぁ、こんなに濡れちゃってますのよ？」

　下着は漏れ出た愛液で濡れ、その色を濃くしていた。

「先生……抱いてくださいませ」

　懇願するような言葉に、俺は一つ頷く。

　そして立ち上がると、アニカの肩に手を回す。

「俺を独り占めしたいなんて言うんだ、それなりの奉仕は期待して良いな？」

「はっ、はいぃ！　精一杯頑張りますわ！」

　俺に体をすり寄らせるアニカを、そのままベッドへ押し倒すのだった。
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　俺はアニカをベッドに押し倒すと、まずはその上に覆い被さった。

「先生、早くぅ……！」

「まあそう慌てるな、じっくり味を見てやる」

　そして、彼女の足を開かせるとそこに手を差し込む。

　下着の上から秘部に触れると、グチュッと愛液のたてる水音がした。

　ここまで濡れているとは、まるで洪水みたいだな。

「俺のものを胸で挟んでるだけでここまで濡れたのか？」

「だって、あんなに近くで先生のおちんぽを感じてたんですもの！　それに、あの匂いも……っはぁはぁ」

　言っている途中から息を荒げ始めるアニカ。

　思い出しただけでも興奮しているらしいな。

「そんなに俺のものが欲しいのか、この淫乱生徒め」

　下着の奥へ指を滑り込ませると、彼女の体がヒクヒクと震える。

「そ、そうですのぉ……どうか、早く入れてくださいませぇ」

　普段の、男を見下すような性格からは想像できない哀願。

　アニカがここまで色欲漬けになっているのを見ると、さすがの俺も興奮を禁じえない。

　だが、お楽しみはもう少し先だ。

「今日はいつもと少し違う体位だからな、念入りに解しておかないとダメだ」

「そんなぁ！　わたくしの準備は、とうにできていますのにっ！」

　絶頂に至らないほどの絶妙な快楽の連鎖に、アニカは表情を歪める。

　俺が指の動きを調節しているせいで、イキたくてもイケないのだ。

　さらに愛液が分泌され、もう下着はその用をなさなくなっている。

「もうこれは使い物にならないな」

　俺はアニカの足を持ち上げると、さっと下着を抜き取った。

　秘部が露出し、愛液に濡れて光っているのがわかる。

「こんなに近くで見られて、恥ずかしいですわ」

「何を言うか、お前だって俺のものを眺めてただろう」

「そ、そうですが、男性はもう少し紳士的なほうが女性から好かれますわよ？」

「外面で必要なときがあれば、そうするさ」

　俺は指を二本束ねて、アニカの膣内に挿入する。

「ひきぃっ！　入ってくるぅ……でも、おちんぽじゃないのぉ！」

　嬉しいような悲しいような、どちらとも取れる悲鳴を上げながら膣内を締めつけるアニカ。

　俺はその抵抗を受けながら、さらに指を進めていく。

「だいぶ奥まで入ったな……」

「ダメです、そこいじっちゃ……はぁん！」

「どんどん愛液が出てくるぞ……この分だと、俺のを入れた瞬間にイクんじゃないのか？」

「はいっ、イキます！　先生の太いの入れられちゃったら、絶対イっちゃいます！」

「ククッ、なら余計に楽しみだな」

　俺は膣内をかき混ぜるように束ねた指を動かした。

　水音とともに愛液が湧き出て、それがシーツにまで垂れる。

「もう……もう限界ですわ！　お願いします先生、早くわたくしにおちんぽくださいませっ！」

「……まあこれくらいでいいか」

「せっ、先生！」

　アニカが歓喜の声を上げる。

「それじゃあ、始めるぞ」

　俺は仰向けだったアニカの体を横に倒し、その背中があったところに横になる。

「あの、これはどういうことですの？」

「まあ見ていろ、足を上げるぞ」

　彼女の左足を左腕で抱えると、開かれた秘部に肉棒を押し当てる。

「何か変な感じがしますわ、横向きにだなんて……」

「これもなかなか良いものだぞ」

　俺は膣に押し当てた肉棒を、そこから挿入していった。

「やっと先生のが入ってきましたわ！　それに、こんなに奥まで！」

　この体位では奥まで挿入し辛いが、俺はそこを大きさでカバーする。

「アニカが熱心に奉仕してくれたから。ほら、子宮口まで叩くぞ」

　腰を振り、亀頭で子宮口をノックし始める。

　トントンと突き上げる度に、密着しているアニカの体から快感の震えが伝わってくる。

「ああっ、そんなに奥まですごいですうううう！」

　アニカは快楽に打ち震えながら肉棒を締めつけた。

　その強烈な締め付けで、俺もピストンをしているカリ首を中心に快感を感じる。

　俺は彼女が感じていることを確信して、さらに激しく腰を振った。

「激しいっ！　また激しくなってますわっ！」

「お前の中があんまり気持ちいいもんだからな、我慢する必要もないだろう？」

「はい、わたくしの中は先生専用ですから。遠慮なく気持ちよくなってくださいませ」

　俺はその答えに満足し、さらなる快楽を追求する。

　もちろん、アニカを感じさせることも忘れない。

　彼女の喘ぎも、俺を興奮させる大事な材料だ。

「はぁはぁ……んっ、くふぅ！　やっ、ああん！」

　ピストンでアニカが揺れるのと共に、その爆乳も揺れた。

　肩越しに見えるそれは、躍動感もあってかなり柔らかそうに見える。

　だが、生憎この体位だとそこまで手が回らない。

　片腕は足を持ち上げるのに必要だし、もう片方の腕は体を支えるのにかかせない。

　目の前で揺れる爆乳を触れないこのもどかしさを、俺は肉棒を使ってアニカにぶつける。

「……ッ!?　ガンガン子宮をノックしてっ……ダメです、壊れちゃいますわ！」

「泣き言を言うな、まだまだ俺を楽しませてもらうからな」

「ダメダメッ！　子宮がバカになりますのおおおお！」

　大事な子袋を激しく刺激され、膣内が反抗するように締まる。

　まるで万力のような締め付けに、俺も動きを緩めざるを得なかった。

「やるな、なら今度は絡め手で行ってみようか……」

「はぁはぁ……うう、もうイっちゃいそうですのにぃ」

　限界に近づいているらしいアニカ。

　俺はそれにトドメを刺すべく、彼女に話しかけた。

「アニカ、前を見てみろ。そこからちょうど真っすぐだ」

「えっ？　いったいなにが……」

　呼吸を荒くしながら俺の言葉を聞いた彼女が目の前に意識を向ける。

　次の瞬間、彼女の体がこわばったのが感じられた。

「すっ、姿見が……なんでここに!?」

　アニカの視線の先にあったのは、クローゼットの近くにあったはずの大きな鏡だった。

「お前がどれだけ感じているが、自分の目で見てもらおうと思ってな。向こうから持ってきておいた」

「そんな……わたくしがこんなにだらしない顔に……」

　普段の、余裕があり気品を感じさせる表情とは正反対のとろけた顔に、ショックを受けたようなアニカ。

　まあ、今までこれほど自分の感じている姿を直視したことはないだろうからな。

「自分の発情している姿を見せられながらだと、より感じるんじゃないのか？」

「ま、待ってくださっ……おふぅ！　ひっぎいいいい！」

　体を震わせ舌を突き出す。一言で言って下品だ。

　アニカの後ろから責めている俺にも、鏡のおかげで表情がよく分かる。

　高貴な身分の少女をここまで堕落させ、自分に惚れさせている。

　普通に考えれば鬼畜の所行だが、鏡の中の俺は嗤っていた。

「この分だと絶頂するまでもう間もないな、このまま中出ししてやる」

「そんなことされたら、絶対に凄いのがきちゃいますのっ！」

「ああ、それが見たいんだよ。アニカがだらしなくイキまくる姿が」

「き、鬼畜ぅ……でも、やってほしいのぉ！　先生にイカせて欲しいいいいい！」

　自分で胸を揉みながら、彼女は性感を高めていく。

「しっかり見ておけよ、そこに映るのが本当のお前の姿だ」

　アニカがどこまで自分をさらけ出すか、見るのが楽しみだ。

　俺は彼女をしっかりと抱くと、強く腰を打ち付ける。

「ひっ、イクッ、イクゥ！　イキますのぉ！」

　アニカの膣内がぎゅっと締まり、ぷしゃと潮を吹く。

「まだまだ、もっとイカせてやる」

　それも無視して、さらに腰を動かした。

「イってるぅ、イってるのにいいいいいっ！　イクイクッ……イックゥゥゥゥ!!」

　それと同時に、俺も限界に達して射精した。

　勢い良く放たれた精液が子宮内を満たしていく。

　そしてビクビクと絶頂で痙攣し、無様なイキ顔を晒すアニカ。

「ああ……わたくしがこんな顔を……」

　鏡に映る自分のイキ顔を見て、さらに膣内を締めつけていた。

「アニカ、それがお前の本性だ。覚えておけよ？」

　俺はそう言いながら、早くも肉棒に力が戻ってくるのを感じた。

　彼女の淫らな姿を見て興奮したのだ。

　楽しい時間は、まだ終わりそうにないな。
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「どうだ、自分のイキ顔を眺めた気分は」

　俺は絶頂が治まって呼吸の落ち着いてきたアニカにそう問いかける。

「はぁはぁ……頭がどうにかなってしまいそうでしたわ。でも、改めて自分がどれだけ淫乱か思い知らされました」

「そうだな、自分のことを知っておくのは大事だぞ」

　自分の狙いどおりに事が運ばれていることに満足した。

「ただ、一つ問題があってな」

「問題……ですの？」

「ああ、これだよ。いっこうに治まる気配がない」

「ひゃう！　うそ……全然萎えてませんの!?」

　俺が軽く腰を動かすと、アニカは自分の膣内にある肉棒の硬さに気付いたようだ。

　乱れる彼女の姿に興奮したおかげで、射精した後も萎えることがなかった。

「これが治まるまでは付き合ってもらうからな……」

「そ、そんな……わたくし、何度もイってるせいで体に力が入りませんのよ！」

　アニカは俺のほうを振り返ってそう告げる。

　確かに、彼女の体はだらんとしていてイカやタコのようだ。

　最近はセックスに慣れてきたようだが、それでも連続絶頂は堪えたらしい。

「ですから、少しだけお休みをいただけると……」

　だが、不安そうに言うアニカの姿に俺は嗜虐心が湧いてしまった。

「ダメだな、アニカ……そんなしおらしい姿を俺に見せるとは」

「あんっ！　なんですの……？」

　俺は彼女の体を回転させて向かい合う形になると、そのまま仰向けになった。

　俺の体の上にアニカをうつ伏せにする体勢だ。

「残念だが、今の俺は悠長にお前の回復を待ってやれるほど気が長くないんだ」

「せ、先生……？」

「ククク……だから、アニカの体を使わせてもらうぞ」

　俺は一つの魔法を発動させる。なんてことはない、これまでも使っていた身体操作の魔法だ。

　ただし、その威力は五割り増しと言ったところだが……。

「体が勝手に……先生、またあの魔法を使ったのですわね!?」

「ああ、今度は遠慮しないぞ。お前が気絶しようと続けてやる」

「ひっ、お願いします……待って……はひいいいい!?」

　アニカの制止の言葉も聞かず、俺は彼女の体を動かし始めた。

　まずは、倒れた状態から起き上がらせて騎乗位の体勢に持っていく。

　操作するには、俺が楽な姿勢でいたほうがいいからな。

　そして、そのまま足を踏ん張らせて腰を動かす。

「ひうぅ！　らめぇ、動かないで！　やっ、ああん！」

　アニカに腰を振らせ、肉棒を膣内でしごかせる。

　女をオナニーのための道具のように使う感覚に背徳感が昂った。

　だが、とうのアニカにとっては、たまったものではないだろうな。

　最初から嬌声を抑える力すら残っていないらしい。

「さ、さっきイったばっかりなのに……またイキそうになってますのぉ！」

「良いじゃないか、我慢せずにイってみろ」

「ダメですわ！　そんなことをしたら、イクのが止まらなくなっちゃいます」

「へえ、それで何か問題でも？」

　お前の体がいくら絶頂しようが、俺には関係ない。

　そんな雰囲気を俺から感じ取ったのだろう。アニカの顔が一気に蒼白になる。

　興奮して赤らめていた顔が青くなるのは面白いが、残念ながらそれで性欲は治まらないな。

「それでしたら、せめてわたくしに動かさせてくださいませ」

「出来るのか、その状態で？」

「や、やりますわ！」

　そこまで言うなら仕方ない。俺は魔法を一度止めて、アニカの好きなようにさせてみる。

「先生に満足していただかないと……んっ、はんっ！　あぁ、はふっ」

　彼女は俺の腹に手を置いて安定させると、腰を振り始めた。

　ぱつんぱつんと尻が振り下ろされ、肉棒がしごかれる。

　やわやわと握られるような感触が心地よく、すぐにでも射精できそうだ。

「膣内のほうも上手く使えるようになったな」

「はい、先生が丁寧に教えてくださいましたから……わたくしで、気持ちよく性欲処理してくださいませ」

「ああ、そうさせてもらうつもりだ」

　アニカはその後も腰を振り続けていく。

「わたくし、もうイキそうです。先生、一緒にイってください！」

「良いぞ。その代わり、ちゃんと搾り取れよ？」

「頑張りますわ。はぁはぁ……んんっ！」

　愛液がびちゃびちゃといやらしい音をたてながら溢れてくる。

　とろとろになった膣内から、肉棒に程よい刺激が与えられた。

「イクッ、イキますわ！　先生、わたくしの中にいっぱい射精してくださいませ！」

　急に膣がぎゅっと締まり、肉棒が締めつけられる。

「出してっ、熱い子種でいっぱい種付けしてええええ！」

　ドビュルルルルルル！

　射精された精液が子宮に打ち付けられ、膣内を真っ白に染めていく。

　避妊しているとはいっても、やはりエロい言葉で求められると興奮度合いが違うな。

　いつもより勢いや量も凄かった。

「はうぅ……わたくしもイってしまいました……」

　俺の腰の上にぺたんと座ったアニカは膝を震わせていた。

「なんだ、もう限界か？　それなら仕方ない」

　俺は再び魔法を使い、アニカに腰を振らせ始める。

「また勝手に！　イったなかりなのに、こんなに激しくしちゃ……いぎぃ、おっ、ああああっ！」

　無理やり腰を動かしたことで、即座にアニカが嬌声を上げる。

「おお、いい具合だ。ぎゅうぎゅう締めつけてくるぞ」

　先ほどのまったりとした締め付けとは違う感覚に俺も感嘆の声が出る。

　処女のような単純な締め付けとは違う、テクニックを踏まえた上での締め付けだ。

　敏感なカリ首への刺激を中心に、どんどん性感が高まっていく。

「こんなの、すぐにイっちゃううううう！」

「絶頂すれば中がよく締まるからな、どれだけイってもいいぞ」

「酷いぃ！　でも、気持ちいいのが止まらないのぉ！　イクッ、イクイクウウウウ！」

　アニカがが絶頂するが、それでも俺は操作の手を緩めない。

　痙攣する膣内を使ってさらに肉棒をしごく。

「わたくし、先生のおもちゃにされちゃってますのっ！　性欲処理のための肉人形にされちゃってる！」

「なんだ、それで興奮してるのか？　さっきから潮を吹きまくってるぞ」

「や、やらぁ……お潮吹いちゃってるっ！　くほぉぉおおお！」

　ぷしゃっぷしゃっと潮を吹きながらもアニカはピストンを続けさせられる。

「なんだ、肉人形として使われるよりも潮吹きを見られるのが恥ずかしいのか？」

「だって、お漏らしなんて小さい子供みたいで……」

「なんなら、このシーツは後で部屋の窓に干しておいてやろうか」

「そ、そんなことされたら恥ずかしすぎて死んじゃいますっ！」

「なら、俺の前でだけは拒むなよ。俺はアニカが潮を吹こうが涎を垂らそうが不快には思わない」

「そ、そんなことを言われたらまたっ……あひぃん！」

　また一度アニカが絶頂し、少量の潮を吹く。

「はぁはぁ……アソコが緩くなってしまいそうですぅ」

「何言ってるんだ、俺の前ではいつでも股を開いているだろう」

「は、ははは、そうでしたわ……でも、わたくしが体を許すのは先生だけですから」

「当然だ、俺以外には指一本触らせない」

　今までの男性経験はどうでも良いが、俺の女になっている間は他の男に触らせない。

　独占欲に火を付けられ、俺はまた激しくアニカの体を動かす。

　ぱんぱんという乾いた音と共に、ずちゅずちゅという水音も混ざって卑猥さが一層増していく。

「ちんぽっ、先生のおちんぽしゅごいのぉ！　子宮がとけちゃうぅ！」

「とろとろになった子宮に、精液混ぜ込んでやるからな」

「ひゃああんっ！　それ、素敵ですっ！　早くわたくしを先生のもので染め上げてええええ！」

　膣内がぎゅうぎゅうと締まり、肉棒から精液を絞り上げようとする。

　体の中までは操作していないので、これはアニカの気持ちそのままだろう。

　それに応えるべく、俺も自分から動いて子宮を突き上げた。

「きたっ、しゅごいのきたぁ！　イクイクッ、頭真っ白になるのぉぉぉおお！　イッグウウウウ!!」

　ドビュウウッ！　ドビュウウッ！　ビュルルルル！

「おほおおおぉおぉぉ！　熱いのでお腹いっぱいにされりゅううううっ！」

　アニカはのけ反りながら絶頂し、結合部からは中に入りきらなかった精液が漏れ出ていた。

　俺は後ろに倒れそうになっていた彼女を起き上がって掴むと、そのままさらに腰を突き上げて子種を注ぎ込む。

「せんせぇ……もう、げんかいですわぁ……」

　未だにヒクヒクと痙攣しながら、アニカはそれだけ言うと気を失ってしまった。

　俺は魔法を使って一通り危険がないことを確かめると、そのまま彼女をベッドへ横たえる。

　そして、一息つくのだった。

「少しやりすぎたか、さすがに疲れたな」

　水でも取ってこようとベッドから立ち上がる。

　その時、部屋の扉が乱暴に開かれた。

「見つけたぞ……貴様、やはり生徒と淫行していたな！」

　素早く俺に駆け寄ったその女は、俺に剣を突きつける。

「おやぁ？　誰かと思えばカナリス先生じゃないですか」

　部屋へ突入してきたのは、先日俺を尾行していたリーゼロッテ・カナリスだった。
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　俺は部屋へ入って来たリーゼロッテへ向き直る。

　彼女は怒気を隠そうともせず俺を睨んでいた。

「男子禁制の学院に男の貴様が入ってきて、何もしないほうが怪しいと思っていたんだ」

　彼女は、俺とベッドで横になるアニカを交互に見る。

「やはり、生徒との淫行が目的だったんだな」

「おいおい、まずはその剣を降ろしてくれよ。こっちは丸腰だぞ」

「貴様は魔術師だろう。丸腰だとしても油断できるはずがない」

　警戒心を高めているリーゼロッテに、俺はため息をつく。

　しかし、このまま全裸でいるのも良くないな。

　俺が上に羽織る物を取ろうとしたところで、目の前を剣が遮った。

「下手な動きはするな、斬られたいか？」

「上着を取ろうとしただけだ。それとも、カナリス先生は男の裸を眺める趣味でも？」

　そう言ってやると、彼女は一瞬で顔を赤くする。

　どうやら怒りで、俺が全裸であることを失念していたらしいな。

「そ、そんなわけないだろう！　早く服を着ろ！」

「言われずとも、そうするさ」

　俺は汚れた体を適当に拭くと、自分の服を身につける。

　そうしていると、倒れていたアニカに意識が戻ったようだ。

「ん、んん……なんですの？　あら、カナリス先生」

「起きたか、アレント。さっそくだが、君とこの男との関係を聞いても良いかな？」

　俺に比べればずいぶんと優しい態度だ。

　まあ、俺がアニカを誑かしているとでも思っているんだろうな。

　だいたいはそれで合っているが、事態はリーゼロッテの想像以上。

　それを知った時、どういう反応をするか楽しみだ。

　アニカは体を起こすと、シーツで体を隠しながら質問に答える。

　こんな時になんだが、美少女が裸体をシーツで隠している姿はなかなか興奮させられるな。

　リーゼロッテが居なければ、もう一度押し倒していたかもしれない。

「先生とわたくしは、見てのとおりの仲ですわ」

「恋人同士だとでも言うのか？　そうだとしても、やはり何かしらの処罰は免れないぞ」

　なにか勘違いされそうだな。

「おい、俺とアニカは恋人じゃないぞ」

「なんだと？」

「こいつとは体だけの関係だ。そのほうが気楽だからな」

「もう、先生ったら……わたしは恋人同士でも構いませんのに……」

　俺の答えにアニカは少し不満なようだ。俺も別に、彼女のことが嫌いなわけじゃないがな。

　そして、当のリーゼロッテは何やら肩を震わせている。

「か、体だけの関係だと？　そんなふしだらなことが許されるものか！」

「だが、お前も聞いていたんじゃないか？　扉越しにアニカのよがる声を……」

「それはっ！　だが好きな相手同士でもないのに……」

「お互いに気持ちよくなってるだけだ。なんならお前も試してみるか？」

「ふざけるな！　このことは学院長に報告するからな！」

　俺の言葉でキレたのか、リーゼロッテは部屋から出て行こうとする。

　だが、部屋の扉まで進んだところで歩みを止めた。

「……なぜ私を止めない。このままでは貴様はクビだぞ」

　まったく動こうとしない俺を怪しんだのか、彼女は振り返ってそう言う。

「ククッ、くはははっ！」

「なにがおかしい！　学院長は私の証言を有効だと認めるだろう。それくらいは信用されているつもりだ」

「まあ、そうだろうな。ユリアからも、お前は若いのに優秀な教師だと聞いている」

　昨日あの後、学院長室へ行ってリーゼロッテについて軽く調べた。

　生徒や他の教員からの評価も上々で、将来を期待されているということだ。

　普通なら彼女の証言は聞き入れられるだろうが、今回ばかりは少し事情が違う。

「貴様、なぜ学院長の名を呼び捨てで……ま、まさか！」

「そうさ、ユリアも俺の女のひとりだよ」

「そんなバカな……あの学院長が……」

　ショックを受けたようによろめくリーゼロッテ。

　まあ、ユリアもあれでそこそこ信頼されているらしいからな。

　それが校内での淫行を黙認するどころか、参加しているなんていうのはショックだろう。

「お前の悪事、かならず暴いてやるからな！」

　気を取り直したのか、再び部屋から出ようとする。

「おっと、そうはさせんぞ」

　俺はリーゼロッテのほうへ手を向けると魔法を発動する。

「きゃっ！　ううっ！」

　すると、急に彼女の足がもつれて床に倒れ込む。

　身体操作魔法の応用で、体感のバランスを崩したのだ。

　旨く立ち上がれないリーゼロッテに俺は近づく。

「さて、見られた以上はこのまま逃がすわけにはいかないな。学院長はともかく、理事長のところへ駆け込まれたら大事だ」

　この学院でも、理事長の実力だけは未知数だ。

　幸いなことに学院の運営にはあまり関わってこないので、やぶ蛇なことはしたくない。

　俺はリーゼロッテの体を抱えると、そのままベッドへ運ぶ。

「アニカ、ちょっとそこを退け」

「もう、わたくしの扱いが雑ですわね……それと、もうそろそろ夕食の時間ですわ。怪しまれるといけないので、わたくしは失礼します」

「ああ、この部屋はもうしばらく使わせてもらうぞ」

「どうぞ、ご自由になさってください。でも、後片付けはお願いしますわね？」

　彼女はそう言うと奥の部屋へ移動する。

　目の前で教師が手篭めにされようとしているのに、気にした様子もない。

　俺が言うのもなんだが、あいつもだいぶ染まってきたな。

「さて、まずはリーゼにも俺たちのやってることを理解してもらおうか」

「わ、私をそんなふうに呼ぶなっ！」

「こっちのほうが呼びやすいからな。まずは自分でやってみせてもらおうか」

　俺はリーゼに向かって一つの魔法を使う。

　効果は単純で、対象の性欲を爆発的に上昇させる。

「な、なんだこれは……体が熱くっ」

「すぐに我慢できなくなるぞ。まさか、オナニーをしたことがないなんて言わないよな？」

　俺はベッドの前の椅子に座りながらリーゼの様子を眺める。

「はぁはぁ……体が熱い！　ま、待てっ、動くなぁ！」

　すぐにリーゼの体が発情状態になり、それを治めようと手が秘部に向かう。

　彼女は止めようとしているが、本能的な欲求に逆らえないようだ。

「あ、ああ……ひうっ！　ひゃっ、ああん！」

　とうとう服の中に手を入れ、オナニーを始めてしまった。

「ククク、これからイクまでにどれくらい掛かるかな？」

「この……人前でイったりなんかしなっ、はうぅ！」

　こっちを睨みながら、なおもオナニーを続けている。

　そのギャップがなんとも面白い。

「や、やだ……胸までっ！　はぁはぁ……んんっ！」

　膣だけでは飽き足らず、自分で胸まで揉み始めた。

　リーゼの胸は特に大きいからな、服の上からでも歪んでいるのがよく分かる。

「やだ、なんでこんなに早くっ！」

「どうした、もうイキそうか？」

「やっ、ああん！　み、見るなぁ！」

「見て欲しくないなら、止めれば良いじゃないか」

「この、鬼畜野郎がっ！　……ッ！」

　その時リーゼの体が震え、手の動きが一段と激しくなる。

「ダメッ、嫌だ！　こんな奴の前でイクなんて……あっ、ああっ！」

　片手で膣をかき回し、もう片方の手で胸を揉みしだく。

「イクッ！　イっちゃうぅ！　ひぎっ、ああああぁぁぁぁ！」

　全身を痙攣させながらリーゼは絶頂した。

　だが、残念ながらこれくらいじゃ魔法の効果は治まらない。

「足りない、足りないのっ！　狂うっ、このままじゃ私ぃ！」

　再びオナニーを始めるリーゼだが、一度絶頂してしまったら、より大きな快楽でないと満足できないはずだ。

　それに気付いたのか、彼女は悔しそうに歯を噛み締めながら俺を見る。

　そして、体を震わせながら四つん這いになって俺に尻を向ける。

「お、お願いします、私を……お、犯してくだ……さい」

　さっきまで気丈に振る舞っていたリーゼが浅ましく求めてくる姿に、俺の興奮は高まっていく。

「仕方ない、そこまで言うなら抱いてやろう」

　俺は自分でもわかるほどにいやらしい笑みを浮かべながら、彼女に近づくのだった。
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　うずく体に耐えかねて俺に懇願してきたリーゼ。

　俺は椅子から立ち、ベッドに上がる。

「わ、私はなんてことを言ってしまったんだ……！」

　そこでようやく自分の言葉の重要さに気づいたのか、這って俺から逃げようとする。

　だが、その動きは騎士としての精彩を欠いていた。発情した体が原因だ。

　自慢の剣も落としてしまった今のリーゼには何もできない。

「そう逃げるな、俺がしっかり相手をしてやる」

　数歩で彼女に追い付いた俺は、そのままリーゼの腰を捕まえた。

「触るなっ！　貴様、自分がしようとしていることをわかっているのか!?」

「犯して欲しいんだろう？　その望みに応えてやるだけだ」

「あれは口が勝手に……」

「なら、それはお前の本心ってことじゃないのか？」

　リーゼに使った魔法には、相手を発情させる以外の効果はない。

　なので、何を口走ってもそれは俺の魔法のせいじゃないな。

　そのことを伝えてやると、彼女は信じられないという顔で俺を見る。

「なんだ、俺がまだ何か仕組んだとでも？」

「そ、それ以外に考えられるか！」

「なら、お前の体に聞いてみるとしよう」

　四つん這いになっているリーゼの秘部に手を回す。

「あっ、んあぁ！　そこっ、さわるなぁ！」

「もうびしょびしょじゃないか。これなら俺が触らなくても同じだったぞ」

「嘘をつくな、私の体に何かしているくせに」

　どうやら、何から何まで俺のせいにしたいらしい。

　女を手籠めにしている自覚はあるが、ここまで根も葉もない罪を着せられると頭にくる。

　俺はズボンから肉棒を取り出すと、リーゼの膣へ押し当てた。

「ッ！　な、なにか当たってる……？　これは、止めろ！」

「そのうるさい口を黙らせてやるよ」

　リーゼの抵抗も無視して、俺は腰を進めた。

　すでに蕩けきっていた膣内に、肉棒を挿入していく。

　途中で処女膜らしき抵抗に当たったが、そのまま突き破って膣奥まで突き込んでやった。

「あひっ、ぎうぅ！　中に入って来て……お、奥まで！」

　リーゼの膣は、処女とは思えないほどスムーズに俺を迎え入れた。

　発情の魔法が、かなり効いたらしいな。

「見てみろ、お前のが奥まで咥えこんでいるところを」

　俺はリーゼの頭を押さえて、結合部を見せつける。

「そんな、本当に入ってる……私の初めてがこんな男にっ！」

　一瞬だけ発情を抑え込み、怒りで身を震わせる。

　だが、その反応も可愛いものだ。優位にあるのは俺だからな。

「さて、それじゃあ楽しませてもらうとするか」

「これ以上何を……あうっ、んいぃ！　中が突かれて……お腹に響くぅ！」

　リーゼの腰を掴むと、そのまま俺は腰を振り始めた。

　肉付きの良い尻に腰が当たると、パンパンと乾いた音が鳴る。

　俺が肉棒で膣内を突くと、リーゼもよく締め付けてくるので気持ちいい。

　本人の性格は堅物だが、こっちはずいぶんと素直だな。

　まあ、リーゼ自身が素直になるのも、そう遠いことじゃない。

「や、やめろぉ！　腰を動かすな！」

　手足を動かして、今はまだ見苦しい抵抗を続けるリーゼだ。

　だが、そのことごとくを俺が抑え込んでいる。

「まだわからないのか？　お前は俺の支配下にあるんだよ」

「そんなこと、認めるものかっ！」

　頑なに恭順することを良しとしない彼女に、俺はもう一手打つことにする。

「なら、これには耐えられるかな？　これまでの快楽とは一味違うぞ」

　俺は彼女の腰に回していた手の片方を外し、そのまま秘部へ向かわせる。

　そして、女の体で一番感じやすい部分、陰核に触れた。

「あひいいいいっ!?　い、いったい何が？」

　リーゼは状況がわからず、ただ襲い来る快楽に喘がされる。

　俺は手を休めず、さらに陰核を愛撫した。

「ひゃあ！　あうっ、おほおおおおっ！　あ、頭が真っ白になるぅ！」

　リーゼは度重なる快楽の波に耐え切れず、とうとう肘をついた。

　膝もガクガクと笑っており、力は入らなそうだ。

　これでもう、これ以上抵抗される心配もないだろう。

　安心した俺は、再び腰を振ってリーゼの膣内を楽しみ始めた。

「はぁはぁ……体が動かないっ！　中が蹂躙されて、うくぅ！」

「どうだ、奥のほうでも感じてきただろう？」

「だ、誰が……はぅん！　あっ、あっ、あひぃ！」

　陰核を連続で責めたことで、その熱が膣内全体に行きわたったようだ。

　初めてのセックスにも関わらず、子宮口への刺激で感じるまでになっている。

　純潔の証だった血も、愛液で洗い流されてしまった。

「誰が主人かを思い知らせてやる。せいぜい喘いでみせろ」

　リーゼの後ろで纏められている髪……馬の尻尾のようになっているそれがピストンの衝撃で暴れている。

　腰から頭まで貫いているような感覚に興奮が高まってくる。
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「ダメ、ダメなのに感じてしまう……あっ、ああん！」

　膣内が快感でぎゅっとしまり、肉棒が刺激される。

　それでさらに快楽を感じた俺は、ますます腰を動かすのだった。

「そろそろ、イカせてやるからな」

　俺は肉棒をゆっくり引き抜くと、今度は子宮口目がけて突き込む。

　それを繰り返して、まるで岩盤を砕くかのように責めた。

「奥ばかり……止めろっ、きゃうっ！　も、もう我慢できな……あっ、ああぁぁ！」

　リーゼの膣内がビクビクと痙攣する。

　間違いなく絶頂だ。

「クク、これで終わると思うなよ？」

　イっている途中の膣を、俺は容赦なく追撃する。

　敏感になっている所を亀頭で突き、カリ首でえぐった。

「イクッ！　ま、またイクゥ！　な、なんで止まらないの!?」

「リーゼ、お前がそれだけ淫乱だってことだよ」

「そんなバカなことが……！」

「俺の魔法の効果は相手の性欲を高めて発情させるだけだ。これがどういう意味かわかるか？」

「そんなの知らない、知りたくもない！」

　せめてもの抵抗として顔を背けるリーゼ。

　まあ、それくらいは許してやろう。

「つまり、お前が最初のオナニーで満足すれば、これほど連続でイっていないということだ」

「そ、そんな……」

「事実、今のお前の体からは魔力の反応もないだろう」

　多少なりとも魔法学を修めている人間なら、自分の周りで術が発動しているかくらいはわかる。

　突き付けられた事実に、言葉を失うリーゼ。

「単にお前の性欲が溜まっていただけじゃない。もともと、そういう素質があるのだよ」

「い、いやだ……そんなこと信じない」

「まあ、すぐに本性を引きずり出してやるよ」

　俺はそれから、再度彼女を責め始める。

　だが、俺に突き付けられた言葉で動揺したところを堕とすのは容た易やすかった。

　膣内と共に陰核も軽く刺激してやると、それだけで簡単に絶頂する。

「ああああっ、イク、またイクッ！　気持ちいのが止まらないの！」

「一つだけ、終わらせてやる条件があるぞ」

「す、するっ！　なんでもするから止めてくれぇ！」

　快楽に狂いそうになっているリーゼに俺は囁く。

「お前が子宮で俺の子種を受け止めるというなら、そこでセックスは終わりだ」

「そんなの、孕んでしまうじゃないか！」

「さあ、どうする？　迷っていると気が狂うのが先かもしれないぞ……ククク」

　このまま気が狂うか、それとも種付けされるか。

「……だ、出してくれ。私の子宮に、貴様の子種を……っ！」

「わかった、なら種付けしてやる」

　俺はピストンを加速させ、自分の興奮を高める。

「は、早くっ！　またイってしまう！」

「だったら、しっかり中を締めて搾り取れ」

　処女を失ったばかりのリーゼには無茶な注文だが、彼女は精一杯腰を動かして肉棒を刺激した。

　そのけなげな動きに俺も限界を迎える。

「出すぞ、こぼさず受け取れ」

　腰をリーゼの尻に密着させ、亀頭を子宮口に押し付けて射精する。

「ッ！　あ、熱いぃ、子種が子宮に入って来る！　ダ、ダメッ、イクゥゥゥゥ！」

　彼女も同時に絶頂し、上半身をベッドに倒れ込ませる。

　俺は震える尻に腰を押し付け、最後の一滴まで精液を注ぎ込んだのだった。

　射精の律動が収まると、俺はようやくリーゼの腰から手を放した。

「はぁはぁ……ふぅ、くっ……」

　リーゼは上半身をベッドに倒れ込ませて呼吸を荒くしている。

　尻だけを高く上げているその姿がとても淫靡で、俺は肉棒に力が戻るのを感じていた。

　セックスは終わると言ったが、入れられる穴はもう一つ残っているしな。

　膣の上でヒクヒクと動くアナルを見ながら、俺はそう思うのだった。
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「うぅ、まだ中が痺れているみたいだ……」

　リーゼはベッドに倒れながら絶頂の余韻を味わっていた。

「気持ち良かっただろう？」

「バカなことを言うな、必ず貴様を訴えてやる」

　俺の問いかけに対する彼女の答えは苛烈だった。

　あれだけイカせてやったというのに、まだ強情さは失われていないらしい。

　まったく、恐れ入るな。

「いつまでその態度を続けているつもりだ」

「もちろん、貴様を牢屋送りにするまでだ。私の口を封じたければ、殺すしかないぞ」

　そう言ってリーゼは表情を歪める。

　だが、俺にそんなつもりは微塵もない。

　いきなり教師であるリーゼが消えたら、かなりの騒ぎになるからな。

　ユリアを使って情報操作しても、長くは隠し通せないだろう。

　こいつを信頼している生徒たちが、勝手に動き出すかもしれない。

　それに第一、この体を二度と楽しめなくなるのは御免だ。

「他にも方法はいろいろとあるさ」

「くっ、私をどうするつもりだ？　魔法でも使って屈服させるか？」

「それも一つの手だが、何かの拍子に呪縛が解けたらマズいからな」

　ずっと俺の目の届く範囲に居ればいいが、学院以外ではそうもいかない。

　それに、ここは仮にも魔法の名を関する学院だ。

　教師の誰かが、リーゼに掛けられた魔法に気づいてしまうだろう。

「だから、俺はお前を魔法に頼らず屈服させる」

「……あれだけ絶頂させてもこのとおりだぞ。これ以上いくら責めようと無駄だ」

　そう自信満々に言うリーゼ。確かに、お前の精神力はたいしたものだ。

　だが、人の精神にも限界はある。特に、思ってもいないところを責められると、脆いものだ。

「いや、屈服させるさ。ここを使ってな」

　そう言いながら、俺はリーゼのアナルを指で擦る。

「ッ！　貴様、そこはっ！」

　慌てた様子でリーゼが振り返った。

　いいぞ……案の定、ここを責められるのは予想外だったようだな。

「知らないかもしれないが、世の中にはこっちを使ったプレイもあるんだ」

　俺は魔法で少量の生温かいお湯を作り出すと、それに手を加える。

　高級娼館などで使われるローションを生み出す魔法だ。

　それを指に纏わせて、リーゼのアナルの中へ差し込んでいく。

「ふざけるな！　止めろ、入れるなぁ！」

　その悲鳴を聞きながら、どんどん奥へと挿入していく。

　さすがにキツいが、あまり時間をかけるわけにもいかないからな。

　リーゼの体が火照っている間に次へ進めたい。

「どうだ、アナルに指を入れられた感覚は……思ったより痛くないだろう」

「こんなの不快だ、早く抜け！」

「ほう、本当に抜いていいのか？」

「何を意味のわからないことを、指を抜けと言って……いひぃ!?」

　俺がリーゼの言葉に従って指を抜くと、その瞬間彼女の口から嬌声が漏れる。

「な、なんだ今のは……また私の体に何かしたのか？」

「いいや、俺が使ってるのはこのローションだけだ。傷や病気を防ぐのが主な目的で、媚薬的な成分は入ってないな」

　そう言いながら、使っていないローションをリーゼの目の前で一舐めしてやる。

　何も変わった様子のない俺に、彼女は困惑した。

「そんな、それじゃあ本当に私が……」

「開発すれば、もっと気持ちよくなれるぞ。人によってはノーマルのセックス以上にな」

　そう言いながら、俺は再びアナルへ指を挿入する。

　今度は、最初から指をピストンさせて刺激した。

「はぁはぁ……こ、こんなもので感じるなんてぇ」

「自分の知らない未知の快楽へと、落ちていく瞬間を楽しめ」

「不浄の穴で感じるなんて、するものか！　こんなもの気持ちわるいだけだ！」

　強情に快楽を認めようとしないリーゼ。

　そうやって抵抗すればするだけ、屈服したときに従順になる。

　どんな変化を見せてくれるのか、まったく楽しみだ。

　俺はそれからもアナルの開発を続けて、二本指でも余裕を持って咥えこむまで慣らしていった。

　その過程でそれなりの快楽を与えているが、まだリーゼは抵抗している。

「さて、そろそろ本番といこうか」

「好きにすればいい。これが貴様の最後の楽しみになるのだからな」

「ふん、リーゼこそ、今のうちに好きなだけ罵倒しておけ」

　俺は肉棒にローションをまぶすとアナルに押し当てる。

「ッ！　ふぅふぅ……ぐぅ」

　歯を噛みしめて耐えようとしているのか。

　まあ、その涙ぐましい努力ももう少しで水の泡だ。

　俺はヒクヒクと動くアナルに肉棒を沈めていった。

「んぐっ！　うっ、ううううぅぅぅぅ！」

「感じているだろうリーゼの中に、どんどん入っていくぞ」

　肉棒が腸内に入っていくが、正直かなりキツい。

　だが、ここまで来た以上このままやるしかないな。

　気を取り直して挿入を続けていく。

　もともと性交に使う部分ではないので、膣の時のように無理はできない。

　加減を見極めながら進めていくと、とうとう肉棒の根元まで挿入することができた。

「なんとか、最後まで入ったな」

「ほ、本当に入ってしまった……お尻を使ってセックスしてしまった……！　お腹が苦しいっ」

「さて、ここから動かしていくぞ」

　そう言うと、リーゼの体がビクッと震えた。

「ま、待って……ゆっくり、ゆっくりだぞ？」

「ほう、いつからお前は俺に意見できるようになったんだろうな」

「だって、指でアレなのに……こんなに大きいのを一気に引き抜いたら、お尻の穴が壊れてしまう！」

「知ったことか、決めるのはこの俺だ」

　リーゼの言葉を無視して、俺は一気に腰を引き抜いた。

　キツいアナルが肉棒を締め付け、お返しにカリ首が腸内をかき出すように刺激する。

「くほおおおおっ!?　おっ、ああっ！」

　狂ったような声を出したリーゼが喘ぐ。

　その恥も外聞もないような叫びに、思わず表情を歪めてしまう。

「どうやら、気に入ってもらえたようだな？」

「ひぃ、ひぃ……こ、こんなの知らないぃ！　私のお尻、どうなってるの!?」

「俺が開発して、しっかり感じられるようになったんだよ」

「い、いやぁ！　お尻で感じるなんて、そんな変態みたいなっ」

「だから、元から淫乱の素質があるって言ったんだ。リーゼは立派な変態だな」

「違う、絶対違う！」

　首を振って否定する彼女に、俺は再び肉棒を打ち込んだ。

「おひぃぃ！　お尻、また入れられてるぅ！」

「これからもっと気持ちよくなっていくぞ」

　そう言って、俺は腰を振り始めた。

　バックの体勢だけあって、動きやすい。

　ローションのおかげでキツいながらも動きがスムーズで、俺はアナルの締め付けを楽しんでいた。

「いい締まりだな、もしかしてこっちのほうが名器なんじゃないか？」

「し、知らないっ！」

　俺もアナルはそれほど経験があるわけではないが、その中でも一、二を争う具合の良さだ。

「い、いやだぁ！　お尻で感じてこんな……！」

「おや、膣のほうからも愛液が漏れているな。どれだけ感じているか、わかりやすい」

「いやっ、見ちゃダメッ！」

「なら、俺はどこを見てればいいんだ？　言ってみろよ」

　俺は腰を振りながらそう問いかける。

「……くっ！　お、お尻……私のお尻を見て」

「へぇ、そうか。なら、たっぷり楽しませてもらうとしよう」

　俺は笑みを浮かべながら、更に強く腰を振る。

　もうだいぶ慣れてきたアナルは、俺のものをスムーズに咥えていた。

　そして、徐々にリーゼには余裕がなくなってきたのを感じる。

「そろそろイキそうか？　さんざん抵抗していたアナルでイクのか？」

「バ、バカッ！　黙っていろぉ！」

「おしゃべりに付き合ってくれないなら、こっちで楽しむしかないな」

「ひゃっ、あひぃ！　ふ、深いぃ！」

　シーツを掴んで枕へ顔を押し付け、絶頂が近いことがうかがえる。

「認めろ、お前はこれからアナルでイクんだ」

「ひぃひぃ！　く、くふぅ！　イキたくないのに、もうっ」

　俺は最後に、イカせるつもりで腰を振りまくる。

「イクんだ。お前が否定していたアナルでイってしまえ」

「おっ、おひいいぃいぃぃいい!!　イッッグゥゥゥゥゥゥ!!」

　全身を硬直させながら絶頂するリーゼ。

「イッ、イクッ！　まだイってるぅ！」

　今にも気を失いそうになりながらも、彼女はその絶頂を受け止めた。

　満身創痍といった感じだが、まだ終われない。完全に堕としきるまであと一歩だ。

　さあ、リーゼ。お前が屈服する瞬間を見せてもらうぞ。
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　俺は倒れ込んで動かないリーゼに覆いかぶさる。

　もう膝も崩れてしまって、寝バックの体勢まで崩れてしまっていた。

「ふぅーっ、ふぅーっ！」

　リーゼはわざと呼吸を荒くして、体の中に溜まった熱を逃がそうとしている。

　だが、上下をベッドと俺に挟まれた状況ではそれも難しいだろうな。

「ついにアナルでイったなぁ。それも、かなり盛大に……」

「うぅ……お尻でイくなんて、私はもうダメだ」

　どうやら、変態的なプレイで絶頂したのがかなり堪えたようだ。

　さっきまでと比べると、かなりしおらしくなってしまっている。

　完全に俺のものにするまで、もう一息といったところか。

「そう悲観的になるな。俺は別にアナルでイク女でも欲しいぞ」

「ほ、本当か？　こんな私をおかしいと思わないのか？」

　彼女は若干涙目になりながらも俺を見る。

　まあ、自分でエロく開発しておいて捨てるわけがない。

　だが、あまり性知識のないリーゼからすれば、アナルで絶頂した自分を卑下しているんだろう。

　俺にとっては都合が良いので、このまま利用させてもらおう。

「もちろんだ。それに、まだまだ犯すつもりだしな」

「んっ、やぁん！　う、動かないでぇ」

「泣こうが叫ぼうが、俺に止める気はないぞ。気絶するまで犯してやる」

「や、やめてっ！　そんなのお尻が壊れる！」

　情けない声を上げるリーゼをなおも犯し抜いていく。

「俺もガバガバなのは嫌だからな、ちゃんと後で直してやるよ」

　横になった彼女の尻に、打ち下ろすようにしながら犯し続けた。

　肉棒は一気に根元まで埋まり、引き抜く時にはカリ首の抵抗とアナルの締め付けで腸内がめくり上がりそうだ。

　だが、それも気にせず俺はアナルにハメ続ける。

　今は楽しんで、後でしっかり治してやれば良い。

「わ、私ぃ、お尻で気持ちよくなってる……ここで感じちゃってるの！」

「もう元どおりの、普通の女には戻れないな」

　そう囁くと、リーゼの体は震える。

「だが、俺の女になればいつでもこの尻を犯してやるぞ」

　今度はアナルがぎゅっと締まった。

　本当に体は正直なやつだな。まあ、本人もすぐにこうなるか。

「この快楽を知ってしまったんだ、俺の女になってそれを楽しめ」

　数秒後、決意を固めたリーゼが口を開く。

「ク、クローゼ……貴様の言うとおりにすれば私は……」

　その言葉を待っていたんだ。

「ああ、この快楽をこれからずっと味わえるぞ」

「お、お願いだ、私を貴様の……ひゃう！」

　俺はリーゼの言葉を、途中で尻をつねって中断させる。

「貴様……じゃないだろう？　上下関係をはっきりさせよう、リーゼ」

「は、はいぃ……テオフィール、私をあなたの女にしてください」

「よく言った。これからお前は俺の女だ」

　これでリーゼは完全に俺のものになった。

　ならば、後は存分に可愛がってやろう。

「そう言えば、まだお前のここを触ってなかったな」

　肘を付いたリーゼの脇から、俺は手を差し込む。

　目的は、もちろんその胸だ。

　巨乳を通り越して爆乳と言っていい大きさのそれは、肘を付いていてもベッドへ押し付けられているほどだった。

　これほど大きいと、うつ伏せではまともに寝れないだろうな。

「あん、そこは大きすぎるのから……」

　だが、リーゼは触られたことがあまり嬉しそうじゃないな。

「胸が邪魔で、若いころよりも剣捌きにキレがなくなってしまったんだ」

「なるほど、確かに体を動かすのには邪魔そうだな」

　常に数キロの重りを付けているようなものだから、たとえ押さえつけても動きが鈍るのは仕方ない。

「この胸のせいで騎士にもなれず、この学院に拾ってもらったんだ……」

「そうか、それは良かったな」

「えっ？　い、今なんて……？」

　振り返り、信じられないという表情で俺を見る。

「こんなにいい胸を鎧の下に押し込めるなんて勿体ない。俺に揉まれるほうが幸せだぞ」

　さらにもう一方の手も使って、両手で爆乳を揉み込む。

　二つの柔肉がぐにぐにと形を変え、リーゼの呼吸も荒くなった。

「はぁはぁ……そんなに一生懸命に揉まられたら、胸でも感じるようになってしまうっ！」

「良いじゃないか、俺はデカい胸が好きなんだ。もちろん、胸でイク女も好きだぞ」

「す、好きなんて言われたら、気持ちよくなるの抑えられないぃ」

　主の興奮に反応して、膣からは愛液が漏れてアナルは肉棒を締め付ける。

「膣でもアナルでもイって、今度は胸でイケるようになるのか。淫乱のお手本みたいだな」

「そ、そんな私でも、可愛がってくれるのか？」

「ああ、そうだ。ここには長くいるつもりだしな」

　顔やスタイルだけじゃなく、淫乱になる素質のある女も多い。

　この学院を、今まで以上に気に入ってきたぞ。

「まずは、胸とアナルを同時に責めてやる」

　俺はリーゼを身体操作の魔法で四つん這いの体勢にすると、バックから腰を振り始める。

　もちろん、手では爆乳を愛撫することを忘れない。

「お尻と胸……両方弄られると……あぁっ！」

「まだ硬いな、もっとエロい言葉を使っていいんだぞ？」

　俺は彼女の耳元で淫語を教え込む。

「そ、それを言えと言うのか!?」

「言ってくれたら、もっと激しくしてやる」

「も、もっと気持ちよく……なれるものなのか……」

　彼女を息を飲み、そして口を開く。

「わ、私のケツ穴をちんぽでほじって、牛のようなデカ乳を絞ってくださいっ！」

　羞恥で顔を真っ赤にしながらも、リーゼは言い切った。

　あれほど強情だった彼女が淫語で誘ってくる姿に、俺も興奮を隠せない。

「望みどおり、両方しっかり犯してやるっ！」

　今のリーゼの手足は俺が魔法で動かしているので、そう簡単には倒れない。

　俺はそれを良いことに、体重をかけて腰を打ち付けながら爆乳を絞る。

「う、上も下も気持ちいいっ！　こんなの、耐えられないぃ！」

「いいよがりっぷりだ。俺も楽しくなってきた」

　胸を下から掬い上げるように揉みながら、その頂点にある乳首を指で挟む。

　快楽が溜まって敏感になっているのだろう。

　見ていてはっきりわかるほど、体を震わせて感じている。

「ひっ、いひっ！　そんなに乱暴にいじられたら、乳首伸びるぅ！」

「これだけ胸がデカいんだ。少しくらい大きくなってもわからんぞ？」

「いやぁ……、いじめないで……」

「ずいぶんしおらしくなったもんだ。まあ、そういうのも好みだがな」

　俺は乳首を指で挟む代わりにコリコリと手のひらで転がし、同時に腰も動かす。

「お、奥まできて……っ！　ま、またイっちゃう、お尻で……はぅあっ！」

「もう立派にアナルセックスで感じられるようになったな」

「だって……テオフィールのが大きくて、奥までえぐられるんだっ！」

　改めてそう言われると、悪い気はしないな。

「ご褒美に、このまま中で出してやる」

「はぁはぁ……！　今、熱いの出されたら……絶対イってしまう！」

「だからこそ、してやるんだよ。ほら、尻を引くな」

「普通にイクだけでも気持ちいいのに、中出しまでされたらっ、おかしくなるぅっ」

「お前が喘げば、それだけ俺も満足だ。さあ、遠慮なくイキまくれ」

　俺は乱暴に腰を動かし、アナルを責め立てた。

「出すぞ、アナルに中出しされてイクところを見せてみろ」

　ドビュルルルルルルル！

　俺は溜まっていた欲望を解放し、尻の中に精液を流し込む。

「イクッイクッ、イックゥゥゥゥウウウウ!!」

　リーゼが絶頂し、アナルの締め付けが強まった。

　さらに精液が搾り取られ、その射精で彼女がイク。

　お互いに刺激し合うことで絶頂は長く続き、リーゼは四つん這いのまま気を失っていた。

　おれは肉棒を抜くと、彼女をベッドへ寝かせてから魔法を解いた。

「女教師も悪くないな。かなり楽しめたぞ、これからも期待している……」

　そう彼女に言葉を投げかけると、自分も疲れを癒そうと横になった。







[image: ]







　俺はベッドに崩れ落ちたリーゼを眺めながら一息つく。

　これで、女生徒とのことが外にバレる心配は、また一つなくなったか。

　それにしても、リーゼにここまで踏み込まれるとは……。

　正直に言って、少し焦ったぞ。やはり、魔法の心得がある教職員は要注意だ。罠も強化しよう。

　まあ、結果的には告発を防ぐことに成功した上で、もうひとり女が増えたんだ。

　成功だったと言っても過言ではないだろう。

「だが、あまり喜んでばかりもいられないな」

　リーゼにバレたということは、他の職員にもバレる可能性がある。

　今まで以上に警戒しなければならない。

「とりあえず、ユリアに相談しに行くか。リーゼのことを報告しないといけないしな」

　まずは生徒から攻略していくつもりだったが、予定が狂ってしまった。

　一応、共犯者で協力者の彼女には、早めに知らせておく約束だ。

　俺はタオルと魔法を使って汚れを拭うと、身支度を整える。

　そして、いまだにベッドで倒れているリーゼに手をのばした。

「いつまで寝てるつもりだ？　出かけるぞ」

　肩を掴んで揺り動かすと、彼女が目を覚まして上体を起こす。

「クローゼ様、激しくしすぎです。まだ少し動けそうにありません……」

「なら仕方ない、もうしばらくは休憩しよう。それに、無理に敬語を使わなくてもいいぞ。特に、人目のあるところではいつもどおりにしろ」

「はい。……ああ、わ、わかった。そうさせてもらおう」

　彼女はそう言って頷くと、再びベッドへ横になった。

　俺は今度こそ飲み物でも取ってこようと、立ち上がるのだった。





◆　　　　　◆






　休憩を終えて体調の戻ったリーゼを連れて、俺は学院長室に来ていた。

　アニカやイネスのときは、教師や生徒に疑われないように学院長を訪問する時間をずらしたりしなければならないが、同僚であるリーゼならば一緒に行動していても言い訳が作りやすい。

　そういう意味では、教師の協力者が増えると便利だな。

「それにしても驚いたわ。カナリス先生にバレたのもそうだけど、逆に彼女をものにしちゃうなんて、さすがはテオ君ね」

　ユリアはリーゼを連れて現れた俺に心底驚いた様子だったが、説明するとすぐに納得した。

「はい、これどうぞ。接客用のものだけどね、ふふふ」

　悪戯っぽい笑みを浮かべながら、俺たちに飲み物と菓子を出す。

「い、いえ！　学院長にここまでしていただくわけにはっ！」

「もしかして、あまり好きじゃなかった？」

「そういうわけではありませんが……」

「なら、一緒に楽しみましょうよ。もう用意してしまったんだし」

　リーゼはそれでも恐縮して辞退しようとするが、ユリアは巧みに勧める。

　こうなると断るわけにもいかず、彼女はやっと目の前の茶に手を伸ばした。

「ッ！　お、美味しいです」

「そう、それは良かったわ」

　しばらくして落ち着いた俺は、本題を切り出す。

「それで、リーゼにも俺の目的は話したわけだが……」

「ああ、聞いた。この学院で女を漁るのだろう？」

　彼女の率直な言葉に俺は頷く。

「俺の女になったからには、それなりに協力してもらうぞ。最低でも黙認してもらう」

　生真面目なリーゼのことだから、積極的に協力させるのは難しいだろう。

　だが、消極的な協力である黙認なら、しやすいはずだ。

　もともと、実際に女を攻略するのは俺の仕事だしな。

「教師としてはあまり気が進まないが……仕方ないな」

「その言葉、忘れるなよ」

「一度した約束は守る。できれば、生徒を痛めつけるようなことはして欲しくない」

　自分の生徒が手篭めにされるのに、その扱いのほうを心配するか……。

　まあ、リーゼらしいな。それでも、彼女自身があっけなく快楽堕ちして、俺の女になった変態だという事実は変わらないが。

「それは安心しろ。別に女を痛めつける趣味はない」

　世の中にはそっちの性癖を持つ男もいるだろうが、俺はそこまでではないしな。

　やはり、女は喘がせてこそ一番だ。

　痛みに喚いたり、逆に萎縮してしまったような奴を抱くのは躊躇われる。

　挿入するときも、それなりに気を使っているしな。

「だ、だが……さっきは私の胸をあんなに乱暴にしたじゃないか？」

　リーゼはそう言って俺を見る。

　若干、俺の行為を咎めるような気持ちが見られる。

「胸の形がおかしくなってしまうかと思ったんだぞ！」

「アレは愛撫の一種だ、気持ちよかっただろう？」

　確かに彼女の爆乳の前で本能的に乱暴だったが、あくまで愛撫としての触れ方をしたつもりだ。

「特に、乳首はよく感じていたみたいだしな……クク」

　そう付け足してやると、リーゼの顔が一気に赤くなる。

　自分がどれだけ感じていたのか思い出したんだろう。

「あ、あそこは敏感なところだから！　仕方ないんだ……」

　後ろに行くに連れて声が小さくなっていくことから、自信のなさが伺えるな。

　そうやってリーゼを軽くいじめていると、横からちょっかいをかけられた。

「コラ、あたしの部下をあまり苛めないでね」

　横に座っていたユリアが俺の頬を突く。

「やめろ、くすぐったい……」

「えっ、本当？　なら、もっとしちゃおうかなぁ……ホラホラ！」

　両手の人差し指を立てて攻撃を倍加させてきた。

　さすがにうっとうしくなってきた俺は、彼女の両腕を拘束した。

「あーらら、捕まっちゃった……」

「悪戯がすぎると、無理やり黙らせるぞ」

　そう言って睨むが、肝心のユリアはどこ吹く風だ。

「えぇ……さっき女に暴力は振るわないって言ってたじゃない」

　そう言い返してくる始末だ。

　俺は堅苦しい雰囲気より気軽な関係のほうが好きだが、こいつは少し俺に慣れ過ぎだ。

　まあ、今更それを直そうとは思わないが。

「別に手を使わなくても、お前を黙らせることくらい出来る」

　ユリアの両手を後ろ手に拘束すると、彼女の唇を奪う。

「……ッ!?　ん、んん、うぅ！」

　自分がなにをされているのか理解したのか、目を見開く。

　同時に体を動かし始めるが、しっかりと腕の中に収まっているので身じろぎするだけだ。

「んぅ、んんっ……ちゅる、ちゅぷっ」

　少し経つと冷静になったのか、ユリアのほうから舌を絡ませてきた。

　こうなると慣れたもので、どんどんキスが深いものになっていく。

「れろっ、んっ……はぅ、んちゅう！」

「……どうだ、大人しくなっただろう？」

「ええ。でも、いきなりだからびっくりしちゃったわ」

　ユリアはそう言って笑いながらも、更なるキスを求めてくる。

　そう言えば、こいつとこうして楽しむのは始めてだったな。

　そんなことを思いながら、お互いに唾液を交換するようにディープキスを続けていく。

「す、すごい……これが本当の……男女のキスなのか……」

　リーゼは俺たちの様子をまじまじ見ている。

　そうか、処女で生真面目だった彼女は、男とまともにキスもしたことがなさそうだしな。

　あれだけ変態的なプレイをしていながら、キスが未経験というのも少し面白いが。

「ふふ、カナリス先生……じゃなくて、リーゼもテオフィール君とキスしたい？」

「わ、私がですか!?」

「セックスほどじゃないけど、結構気持ちいいわよ。ついでに、愛の言葉でも囁いてくれると最高なんだけど……」

　視線を俺に戻し、物欲しそうな顔でそう言うユリア。

「ふん、俺がそこまで親切に見えるか？」

　鼻で笑ってやると、彼女はムスッとした表情になる。

「まったく、連れないわねぇ」

　そう言うと立ち上がり、俺のことも引き起こす。

　そして、リーゼも連れて別室のベッドのほうへ向かった。

「それなら、言葉の代わりに体で気持ちよくしてもらおうじゃない。良いわよね？」

「ああ、それが本来の目的だからな」

　目の前に美女がふたりも居るのだ。

　俺も、この機会をみすみす逃すつもりはなかった。

「こ、ここで始めるのか？　学院長室だぞ!?」

「むしろ、最近はここでしていることのほうが多いぞ」

　むしろ当たり前だと言ってやると、リーゼは絶句する。

　壁が分厚くて音が漏れる心配がなく、急な侵入者にもここなら対応できる。

　さあ、ふたりを相手にどうやって楽しんでやろうか……。
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　ベッドに移動すると、リーゼがさらにそわそわとし始めた。

「あの……本当に三人でするのか？」

「ここまで来て、何を今更言ってるのよ」

　既に服を脱ごうとしていたユリアがそう言って笑う。

　そして、服を着崩したままリーゼに近寄った。

　俺はそれを見ながらベッドへ横になる。彼女のことはユリアに任せて大丈夫だろう。

「テオ君はもう、あたしたちを含めて四人も囲ってるのよ？」

　一応リーゼには、イネスとのことも話してある。

　やはり、イネスとの関係にはアニカ以上に驚かれたが。

「生徒会長もとは、少し信じられませんでしたが……」

　まあ、イネスは優秀な生徒として教師の間でも評判だからな。

　まさか、その彼女がすでに俺の手に堕ちているとは思わなかったんだろう。

「そうよ、他のふたりも可愛いし、うかうかしていると、テオ君に忘れられちゃうかもね」

「そ、それは……！　少し、困ります……」

　恥ずかしそうに言うリーゼに、ユリアは満面の笑みだ。

　彼女からすれば、真面目なリーゼは扱いやすい相手なんだろう。

　ただ単に、恥ずかしがる姿を楽しんでいるだけかもしれないが。

「ふふっ、本当に少しかしら？」

「う……そ、それは……」

　言いよどむリーゼにこれ以上の追撃は不要と思ったのだろう。

　ユリアはいじるのを止めると、彼女とベッドの上に上がってくる。

「若い子に負けないように、あたしがリーゼにテクニックを教えてあげるわ」

「学院長に、そんなことをさせるわけにはいきません！」

「あら、このベッドの上では学院での上下関係なんか忘れましょ？　だから、あたしのこともユリアって呼びなさい」

　そう言って、ふたりで俺の足下に近寄ってくる。

「それじゃあ、まずはふたりで奉仕していくわね」

　ユリアはスルスルとズボンと下着を脱がせて下半身を裸にしてしまう。

　少し肌寒くなったが、それはすぐに温かく柔らかい感触に取って代わった。

　ユリアとリーゼが俺の足に体を擦り付けるようにしながら、腰のあたりまで上がってきたのだ。

「本当に、これで気持ちいいんでしょうか？」

「そんなに心配そうな顔をしないで、リーゼ。美女ふたりに囲まれて気持ちよくないわけがないわよね？」

　その問いに俺は頷く。

　やり手の学院長だが俺に惚れているユリアに、一見気が強いが実はアナルで感じる変態なリーゼ。

　ふたりとも、めったに出会えないレベルの美女だ。

「そうだな。学院に来たのは学生が目当てだったが、お前たちに奉仕されると、それを忘れそうになるかもな」

「そ、そうか？　ふふ、それだけ私を気に入ってくれたのか」

　リーゼがそう言って少しだけはにかむ。

　普段がキツい表情なだけに、突然笑うと破壊力があるな。

「ほら、よそ見しているなら、あたしが貰っちゃうわね」

　ユリアはその隙をついて、俺の肉棒を占有していた。

　すでに五割ほど硬くなっているが、フル勃起にままだ足りない。

　軽く二、三度手で擦ると、そのまま舌を出して舐める。

「んん、んれろっ！　ちゅう、んるるる……」

　さすがに手慣れたもので、ユリアのフェラで肉棒にみるみる力が籠っていく。

「リーゼ、よく見ておけよ。これが手本だ」

「はっ、はい。わかりました……」

　リーゼはユリアの横に並びながら、彼女のフェラを観察している。

　まだ口で奉仕をさせたことがないから、ちんこを間近で見るのは始めてだろう。

「すごい、テオフィールのがどんどん硬くなっている……」

　どうやら、性に関することへの躊躇はだいぶ薄くなっているようだ。

　一度スイッチが入れば、積極的になっていく性格らしい。

「んはっ！　ほら、リーゼもやってみて」

「私がですか？　でも、まだ見ていただけで……」

「あたしがアドバイスしてあげるわ。習うより慣れろ……よ」

　今まで自分が舐めていた肉棒をリーゼに差し出す。

　教育者の言葉とは思えないが、まあいい。

　万が一の時のために、防御魔法の準備をしておくか。

「これを、ユリアさんのように……ほあむっ！」

　リーゼは思い切って口を開け、そのまま亀頭を咥えた。

　なかなか度胸があるじゃないか。

「んう、うふぁおおっ!?」

「慌てないで。軽く口を開けて息をしながら、おちんちんに舌を這わせていくの」

「は、はい……ちゅっ、んれろぉ！　ちゅぶちゅぶ、じゅぷぅ！」

　ユリアに教えられながらフェラを続けていく。

「そうそう、結構上手よ。テオ君も気持ちいいわよね？」

「初めてにしてはなかなかだ」

　しっとりと濡れた口の中に、少しざらっとした舌の感覚が気持ちいい。

　なにより、リーゼが一生懸命になっている姿が最高だ。

　この歳まで手付かずだった美女を俺が好き勝手に染めているんだからな。

　初フェラがアナルセックスの後というのもまた面白い。

　こんなに真剣に肉棒を舐めているリーゼが、尻の穴に突っ込まれるとひいひいと喘ぐのだ、たまらないな。

「んむぅ!?　ま、また大きくなった……もう上手く咥えられない」

　こんなお堅い女教師が、必死になって俺の肉棒を舐めしゃぶっている……。

　目の前のリーゼと、激昂していたアニカの部屋でのリーゼの顔を比べていたら興奮してしまった。

　完全に勃起した肉棒を咥えるには、まだリーゼでは経験が足りないようだ。

　肉棒から口を放した彼女の横から、ユリアが手を伸ばす。

「それなら、今度は一緒に舐めましょう？」

「一緒に……ですか？」

　少し驚いたようなリーゼに、ユリアは頷いて見せる。

「まずは、一緒に左右から舐めてみましょう」

　ユリアの先導で、ダブルフェラが始まった。

　俺から向かって左からリーゼが、右からユリアが肉棒に舌を這わせる。

　勃起した肉棒はそれなりの大きさがあるので、ふたりが舐めても奪い合うようなことをせずに済む。

　ふたりが大樹のような肉棒に侍はべって奉仕しているのを見ると、自然と笑みを浮かべてしまう。

　まさに、今この状況が俺の求めていた光景だ。

「なんだ、そんなに笑って……私たちの奉仕がそれだけ良いのか？」

「まあな……こういう状況をハーレムって言うんだろうな」

「ふふっ、テオ君は女を侍らせるのが好きみたいね。今度はあのふたりも誘おうかしら」

　脳内で今の状況に、さらにアニカとイネスを加えてみる。

　そうだな、さすがの俺も性欲が抑えられなくなるかもしれない。

「こんどは、もう少し責めてみようかしら……」

　ユリアはそう呟くとリーゼのほうを向く。

「リーゼ、あなたはおちんちんの先っぽのほうをお願いね」

「わかりました、やってみます」

　それからふたりは上下に別れ、リーゼは亀頭を、ユリアは根元のほうを舐め始めた。

「はぁむ！　んぐ、じゅずずずずず！　じゅるじゅる」

　完全に口で含むことはまだ出来ないが、一部ならできるとばかりに亀頭へ吸い付くリーゼ。

　敏感な部分への強い刺激に、俺も腰のあたりに欲望が溜まっていくのを感じる。

「あたしは、こっちよ」

　そう言ってユリアは肉棒を舐めながら根元にある玉を愛撫し始めた。

　急所への刺激に一瞬身構えるが、彼女の手つきは実に柔らかい。

「普段触らない場所だから、マッサージされると気持ちいいでしょう？」

　確かに、これは行為に慣れたユリアにしか任せられないな。

「いいアイデアだが、やるなら先に言ってくれ。驚いた」

「それなら作戦成功ね。このまま気持ちよくイカせちゃうから」

　ユリアが合図を送ると、それを見たリーゼも頷く。

「れろっ、んぢゅううううっ！　じゅぷっ、んるるるるる！」

「はむっ、れろぉ！　さあ、いつでもイって、テオ君っ！」

　ふたりはタイミングを合わせて肉棒を吸い、舐めていった。

　溜まりに溜まった欲望が爆発しそうになると、俺はふたりの頭に手を置く。

「くっ、出してやる……顔を寄せろ」

　ユリアを動かしてリーゼに並べると、ふたりの顔めがけて射精した。

　魔法でも使ったかのように激しく飛び出した精液が、綺麗な顔を汚していく。

「はぁはぁ……すごい、顔中が熱くて火傷しそうだ……」

「こんなにいっぱい、もったいないわ。んむ、れろっ」

　リーゼはこれも初体験だった顔射に呆然とし、ユリアはさっそく精液を舐めとっている。

　俺はその光景を見てひとまず満足しつつ、次の行為へと欲望を滾らせていった。
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　少しだけ休憩して体力を回復させると、俺の肉棒はまた力を蓄え始める。

「早いな、もう復活したのか？」

　タオルで顔を拭いていたリーゼが、俺の近くに寄ってくる。落ちついたからか、態度は元に戻したようだな。

「せっかくふたりを相手にしてるんだ。無駄に休んでいるつもりはない」

「本当に、これに関しては積極的なんだな」

「そのためにこの学院へ入ったからな」

　俺がそう言うと、彼女はため息をつく。

「なんで、これで追い出されないのか不思議だ」

「昼間の業務をまともにやっているからに決まっている」

　女を手篭めにするためなら、他の部分で努力することをためらわない。

　ユリアはともかく、優秀な教師になれば、生徒や他の同僚の警戒心も緩むからな。

　事実、リーゼ以外に疑われたことはない。

「それより、次を始めるぞ。お前たちには、まだまだ余裕があるだろう？」

「ええ、やる気満々ね。それで、どうするの？」

　ユリアが合流して俺に問いかける。

「そうだな、どうせなら……リーゼ」

「な、なんだ？」

　経験の浅い彼女は、何を要求されるのか不安そうに俺を見る。

　前回は少し責めすぎたから、一度リーゼに、好きにやらせてみたほうが良さそうだ。

「俺の上に跨がって腰を振れ」

「私に上に乗れと？　……わかった、やってみよう」

「いいぞ、その調子だ。ユリア、サポートしてやってくれ」

　セックスに積極的になるのは良いことだ。

　それに、実際のところリーゼはやはり筋が悪くない。

　さっきもちゃんと、肉棒を噛んだりすることなく奉仕していたしな。

「はいはい。でも、あとでご褒美とか欲しいわねぇ」

「考えておいてやる」

「テオ君、忘れないでよ？　それじゃあリーゼ、こっちに来て」

　ユリアに手を引かれて、リーゼが俺の腰に跨がる。

「入れ方は……わかるわよね？」

「はい。自分でやるのは始めてですが……」

　彼女は少し緊張しながらも、腰を降ろしていった。

　勃起した肉棒が膣に当たると、リーゼがびくっと震える。

「はぁ、ふぅ……んんっ！」

　覚悟を決めて、膣内に肉棒を咥え込んでいくリーゼ。

　だが、なかなか上手く入っていかない。

「ど、どうして……さっきはあんなにスルッと入ったのに」

「うーん、ちょっとあたしに任せてみて」

　ユリアが彼女の後ろに回ると、そのまま秘部に手を回す。

「ユ、ユリアさん、そこは！　やっ、はぁん！　女の人同士でこんなこと……っ」

「あら、良いじゃない。あたしはリーゼとするのもアリかなぁと思うけど」

　その会話に、俺は眉を釣り上げる。

「なんだ、ユリアはそっちもいける口だったのか？」

「女の子に興奮する訳じゃないけど、可愛がるくらいならね。でも、今はテオ君のが一番よ」

「まあ、それならいいさ」

　そうこうしていると、徐々にリーゼの嬌声が強くなってくる。

「はぁはぁ……ユリアさん、触り過ぎないでぇ！」

「もう少しくらい良いじゃない？　ほら、濡れてきたわ」

　ユリアの言葉どおり、膣内から愛液が溢れ出してくる。

　ここまで来れば、もう挿入できるだろう。

「ほら、リーゼ。そのまま腰を降ろして」

「はぅ……わ、わかりましたぁ」

　早くも表情を緩めながら、徐々に肉棒を咥え込むリーゼ。

　今度こそスムーズに入っていき、すぐに奥まで到達する。

「あ、ああっ！　深い……とこまで届いて……子宮が突き上げられる！」

「俺にも、当たってるのがわかるぞ」

　重力によって子宮が下りて、より深く挿入されているのだろう。

　リーゼも、内蔵を直に圧迫されるような刺激に驚いている。

「でも、これすごく気持ちいい……」

「でしょう？　今度は自分で動いてみようか」

　ユリアはリーゼの腰に手を当てると、導くように上下へ動かす。

「こう、か？　奥が擦れて、はぁはぁ……」

　リーゼは俺の体に手をつき、自分の体勢を安定させると腰を動かす。

　さすがに剣が得意なだけあって、体の使い方も上手い。

　スピードは遅いが、数分もするとピストンのやり方を自分のものにしていった。

「上手いわね、これならもう、私は手伝わなくて大丈夫かしら」

　ユリアはリーゼが上手くやっていることを確認すると、立ち上がる。

　そして、腰を振っている彼女と向かい合うようにして、俺の顔の上に跨がった。

「おい、ユリア……どういうつもりだ？」

　突然のことで俺は問いつめるが、彼女はそのまま腰を降ろし始める。

「ご褒美を用意しておいてと言ったでしょ？　テオ君の上に乗れるなんて、なかなかないわね」

　なるほど、俺に顔面騎乗するつもりか。

　今の俺はリーゼに乗られているし、ユリアを止めるには魔法でも使わないといけない。

　逆に言えば、魔法を使えばなんとでもなるということだが……。

「……今回だけだぞ。今度からは先に言うんだ」

「ふふっ、ありがとう！　テオ君大好きよ」

　嬉しそうな声が聞こえた。ここからは見えないが、表情も緩んでいるだろう。

　そして、とうとう彼女の尻が俺の顔に押し付けられる。

　すでに下着は脱いでいたらしく、秘部は露出していた。

「自分から跨がってきたんだ、リーゼより先にイクなよ？」

　そう言いながら、俺は膣を舌で舐める。

　触れられた瞬間、ユリアの体がヒクヒクと痙攣した。

　さらに、膣内からは待ってましたとばかりに愛液が漏れ出てくる。

「あんっ、ふぅ……いつもいいようにされてるから、あたしが上になってるなんて不思議な気分ね」

「それにしては、随分感じているみたいじゃないか」

「だって、それはテオ君が上手いから……はうっ、やぁん！」

　感じ始めれば、普段はいつも余裕があるユリアの表情も崩れる。

　直接拝めないのは残念だが、その分喘がせてやるさ。

「テ、テオフィールッ！　私のことも忘れないでくれぇ」

　俺とユリアの行為に嫉妬したのか、リーゼが腰の動きを激しくした。

　パンパンと乾いた音を立てて肉体同士がぶつかる音がする。

　その速度はだいぶ速い。それだけ動きに慣れたということだろうが……。

「おいおい、そんなに激しくして体が持つのか？」

「はぁ、ふぅ……へっ？　あっ、ああん！　中が削られるぅ」

「始めて自分から動くんだ、もう少しセーブして動け」

「で、でもっ……もう腰が止まらないんだ！」

　リーゼの声に焦りが混ざり始めるが、その動きは一向に弱まらない。

　激しく動いているものだから、その分彼女に与えられる快楽も急上昇しているだろう。

　そうなると膣内も締まるので、俺としては喜ばしいが。

「はうっ、あん！　くぅ、はひぃ……リーゼ、もうイキそうなのね？」

「ユ、ユリアさんっ、助けてぇ！」

「だったら、止めてあげる。こうやってねっ」

「なぁっ!?　ひゃっ、らめええええぇぇぇ！」

　ユリアが手を伸ばし、リーゼの爆乳を揉んだのだ。

　ぐにぐにと揉み解しながら、その頂点にある乳首をいじめる。

「胸の先、乳首いじったらダメですぅ！」

「ダメじゃないわよ、そんなに気持ちよさそうじゃない？」

　ユリアも俺の愛撫で感じているが、今は目の前の胸を責めることに夢中なようだ。

「こんなに大きくなっちゃって、何を食べたらこうなるのかしら？」

「知りません、私だって大きくなって欲しくなんか……ひゃうん!?」

「こんなに立派なものを持ってるのに、いらないなんて言っちゃダメよ？　お仕置きしてあげる」

　そう言って、ユリアは既にいっぱいいっぱいだったリーゼにトドメを差す。

「ち、乳首つねっちゃ……おひいぃいいぃぃいぃ!!　イクッ、ユリアさんにイカされるぅぅぅぅ！」

　繋がっている腰の感覚だけでわかるほど、リーゼが全身を痙攣させ絶頂する。

「ふふっ、そんなに気持ちよさそうな顔も出来るんだ」

　ユリアは部下のイキ顔を眺めてご満悦のようだ。

　だが、俺はそうもいかない。なにせ、リーゼは絶頂で腰振りを止めてしまったからな。

　俺の肉棒は、お預けされたも同然だ。

　もちろん、そんな状態に甘んじているわけがない。

　楽しんでいる彼女たちに、主人が誰かを教えてやるとしよう。
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「んぐっ、はぁはぁ……思い切りイってしまった」

　リーゼが肩で息をしながら体を震わせている。どうやら、まだ絶頂の余韻が続いているらしいな。

「可愛かったわよ、リーゼのイキ顔……ドキッとしちゃった」

　ユリアも俺に秘部を舐められて甘い声になっているが、こっちはまだ余裕そうだ。

「わ、忘れてくださいユリアさん！　あぁ、テオフィールだけでなく、学院長にまで見られるなんて……」

　恥じ入るようなリーゼの声が聞こえる。他人の前で痴態を晒したことが余程恥ずかしいらしい。

「おい、それくらいで恥ずかしがるなよ」

「だ、だが……」

「なんなら、もう一度……今度はイネスたちの前でアナルを犯してやろうか？」

　そう言うと、彼女の体がビクッと震えた。

「それは許してくれ！　もう学院に居られなくなってしまう！」

「だったら、ふたりで楽しんでないで俺に奉仕しろ。さっきから腰が動いていないぞ？」

　絶頂した時の締め付けは気持ちよかったが、それきり動きが止まってしまっていた。

　このままだと最悪、入れているというのに肉棒が萎えかねない。

　中折れなどしたら、俺のプライドに関わる。

　普段なら他の場所を責めるなりできるが、今はユリアも乗っているので動けないしな。

「わかった。ちゃんと動くから……」

　リーゼは息を整えると、再度腰を動かし始める。それに合わせるように、ユリアもまた腰をゆすり始めた。

「それじゃあ、あたしも動いちゃおうかしら」

「お前は、自分で楽しんでいるだけだろうが」

　顔面騎乗位というのは、下になった者が性的な快楽を得るのは難しい。だが、俺は女を責めるのが好きだ。それに、さっきからずっと余裕だったユリアの嬌声を聞くチャンスだしな。

「リーゼとどっちが先にイクか比べてみるか？」

「んっ……いいわよ、でも負けないから」

　その答えに満足すると、俺は膣に舌を挿入していく。

　やはり、強気なところがある女を快楽に落とすのは楽しいからな。

「ふぅ、んうぅ！　だいぶ、動かし方もわかったきたぞ……」

　リーゼはユリアに教えられた方法で、腰を上下に振っている。

　一度絶頂して興奮の頂点から降りてきたからか、その動きはしっかりしていた。

　もともと剣の使い手なだけあって、身体能力は俺より上だろうからな。

「上手いな、やはりセックスの技術を習得する才能でもあるんじゃないか？」

「か、からかってないで、自分の目の前にあるものに集中していろ！」

「そう言われてもな……リーゼは面白い反応をするからつい」

「私の言葉のどこが面白いと言うんだ!?」

　そう言って彼女は前のめりになり、俺の顔を覗き込んでくる。

「それ、あたしも同じかも。リーゼって見た目はキツいところがあるけど、中身は乙女だし……」

「ユリアさんまでっ！　こうなったら、テオフィールをイカせて私の実力を認めさせてやる！」

　そう意気込んだリーゼは、さらに速くパンパンと腰を打ち付ける。

　肉棒が膣内でしごかれ、時折強い締め付けが興奮を加速させる。

　この短い間で、腰の動かし方にも慣れてきたようだな。

「だが、それじゃあ俺はまだイカせられんぞ」

　俺はそう言って笑うと、腰を突き上げる。

「はひっ！　なっ、動いて……くふうううっ！」

　予想外の責めだったのだろう。

　リーゼは突然、子宮口を突き上げられたことで強い快楽を感じ、嬌声を漏らす。

「なんだ、一撃で降参か？　ほらっ、どうだ？」

　二度三度と腰を突き上げ、リーゼの膣内を刺激する。

　いくら身体能力で劣っていると言っても、ベッドの上での技術には天と地ほどの差がある。

　効率的な責め方を知っている俺は、正常位でするのと変わらない速度で肉棒をピストンさせた。

「いひぃ、ダメェ！　子宮いじめるなぁ！」

　下から突き上げる形なので、重力があるぶんリーゼのより奥まで貫ける。
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　俺は子宮ごと彼女の体を持ち上げるような気持ちで突いていった。

「ふふっ、すっごく気持ちよさそうね」

　ユリアはリーゼの様子を見ながら、俺に腰を押し付けてくる。

　挿入する舌がさらに奥まで入って行き、ヒダヒダの膣内を感じた。

「ここが、いつも俺のものをしごいている場所の感触か……」

　肉棒に比べればはるかに敏感な舌を動かす。

　すると、膣内の凹凸やヒダの形が良くわかった。

「んん、あくぅっ！　そうよ、今度は舌も締め付けてあげるっ」

　彼女がそう言うと、挿入した舌がきゅっと締め付けられる。

　舌は性感帯という訳ではないので快楽を感じはしないが、なかなかおもしろい。

「しかし、このままだと責めが単調になるな」

　少し考えた俺は、一つの方法を思いついた。

　俺は目の前にあるユリアの尻を掴むと、両手で割り裂く。

　そして、魔法でリーゼに使ったのと同じローションを造ると、それをユリアのアナルに塗る。

「ひゃっ！　ど、どこ触ってるの!?」

　慌てた様子でユリアが問い詰めてくる。

「お前にも、リーゼと同じ快楽を味わってもらおうと思ってな」

　その言葉で、彼女は俺が何をしようとしているか悟ったようだ。

　俺から腰を引き放そうとするが、そうはさせない。

　太ももに腕を回すと、そのままの位置で拘束する。

「ちょ、ちょっと、手を離して……あひぃぃぃ！」

　焦っているユリアの様子を楽しみながら、俺はアナルに指を挿入した。

　ユリアのそこは、初めての異物の侵入に戸惑うようにヒクヒクと動いている。

「本当に、入っちゃってるぅ！　やめっ、ああんっ！」

「はぁはぁ……ユリアさんも入れられちゃったんですか？」

「やぁ、見ないでぇ！　そんなに見られると恥ずかしいのっ！」

「心配しないで。一緒に気持ちよくなりましょう？」

　今度はリーゼがユリアに手をのばし、彼女を抱き寄せる。

　そして、お互いの胸を押し付け合うように接触させた。

「んんっ、ユリアさんの乳首がコリコリしてて気持ちいい……」

「ひゃうぅん！　リーゼの胸で、あたしのが潰されちゃってるぅ！」

　巨乳と爆乳がお互いに押し付け合い、ぐにゅぐにゅと形を変えている。

　下から見ると、四つの柔肉が溶け合ってしまいそうだ。

　俺はその光景に興奮し、さらに責めを激しくさせる。

　リーゼとはタイミングを合わせて腰を振ることで、深い場所で繋がりあう。

　ユリアには、再び膣に舌を挿入して二穴責めを展開した。

「私、上で腰を振ってるのに、テオフィールに責められちゃってるっ！　ああっ、またイキそうに……っ！」

　膣内を痙攣させ始め、今日何度目かもわからない絶頂を迎えそうなリーゼ。

「前と後ろ両方なんて、こんなの耐えられるはずないぃ！　イクッ、イっちゃうぅ！」

　先ほどの余裕はどこへ飛んでいったのか。

　ユリアも絶頂へのカウントダウンに入っていた。

「さあ、ふたり共イクんだ。俺の前では誰だろうと性奴隷だということを証明してやる」

　俺はユリアの陰核を軽く噛むのと同時に、リーゼの子宮口を全力で突き上げた。

　それと同時に、燃え滾るような欲望も放出した。

「そこっ、咬んじゃらめぇ！　耐えられなっ……イクッ、イクイクイクウウウゥゥゥ！」

「イクッイクッ、イキますぅ！　子宮陥落して、イッグゥゥゥゥ!!」

　ドビュルルルルルルル！

　ユリアの穴が絶頂で収縮し、指と舌を締めつける。

　リーゼのほうは、いまだに射精を続ける肉棒から精液を絞り続けていた。

　彼女たちはお互いに支え合うように抱き合いながら、絶頂に震えている。

　俺はふたりをゆっくりベッドへ倒すと、ようやく起き上がる。

「すごい、こんなに気持ちいいのは初めてだった……」

「私も。お尻には驚いたけど、最後にはイっちゃったわ」

　上司と部下というよりも、仲の良い女友達のように会話するふたり。

　この分なら、リーゼはアニカたちとも上手くやっていけるだろう。

　満足した俺は頷くと、腰を下ろしてこれからの行動を考え始めた。
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　数日後、俺は学院長室に女たちを集めていた。

　話をして、彼女たちの意志を確認しておくためだ。

　部屋にある応接用のソファー。

　中央のテーブルを囲むようにあるそれらのうち、学院長席の向かい側を俺は占有している。

　そして、その両側にあるソファーにそれぞれ女たちが腰かけていた。

　ユリアもそこに座っていて、それが俺たちの上下関係を表している。

「それで、話っていうのはなんなの？」

　まずは、イネスがそう切り出した。

　彼女は俺から見て左側に座っていて、アニカも一緒だ。

　その向かいには、ユリアとリーゼが座っている。

「話というのは、俺の最終的な目的のことだ」

　それに、アニカが首を傾げる。

「先生は、わたくしたちをご自分のものにされたじゃありませんか」

　まあ、それは事実だ。

　ここに居る四人の美女、美少女。誰もが見とれるほど美しい。

　そして、彼女たちは全員俺の女だ。

　俺が命令すれば、すぐにでも服を脱いで尻をむけるだろう。

　いつでも楽しめる極上の女が、すでに四人俺のものになっている。

「だが、まだ足りないな」

　俺はそう言って、前にユリアから渡されたファイルをテーブルに置く。

　数十人の女たちの情報が書かれている資料はさらに情報が増えていて、なかなか重くなり、ドンという音がした。

「見てみろ、おれはまだこれの一割にも手を付けられていない」

　中を開くと、次々に女の情報が書かれたページをめくっていく。

　どれもこれも、俺好みの美少女や美女ばかりだ。

　生徒はもちろん、教師や事務員に至るまで網羅されている。

「まさか、ここに載っている全員を手に入れるつもりか!?」

　このメンバーでは初めて資料を見るリーゼが、驚きの声を上げた。

　俺はそれに当然のように頷く。

「そのとおりだ。それもなるべく早くにな」

「なるべく早くって……ああ、卒業してしまう子もいるものね」

　ユリアは納得したように言った。

　そのとおり、ここは普通の組織ではなく学校だ。

　一般の学校であれば留年する生徒もいるだろうが、ここは名門のお嬢様学校。

　最高の教育を用意されている環境では、卒業試験を失敗する生徒は皆無だ。

　万が一試験に失敗しても、留年は恥だと思った親や本人が自主退学してしまう。

　つまり、一定の期間をすぎれば確実にこの学院から居なくなるわけだ。

「その前に、この資料に載っている女は楽しんでおきたいな」

「それ、本気でやるんですの？」

「ああ、もちろん」

　常識を疑うような計画だが、俺は本気だった。

　もともと偶然転がり込んできたチャンスだ。出来る限り利用したい。

　金にも名誉にも興味のない俺が望むのは、美しい女の体だけだからな。

「だが、さすがに今までのようにひとりでは手が回らないだろう」

　女に接触し、手籠めにして虜にする。

　さらにそれに加えてトラブルへの対処も俺ひとりでやってきた。

　しかし、今まで以上に手を広げるには人手が足りない。

「そこで、信用できるお前たちに手伝って欲しいわけだ」

「私に、今まで以上に、生徒や同僚を罠にかける手伝いをしろというのか？」

「そのとおりだ」

　少し機嫌の悪そうなリーゼにも、取り繕うことなく肯定する。

　前にも同じような話になったが、生真面目な彼女ならやはり躊躇うと思っていた。無理やり参加させるわけにもいかないだろう。

　学院長のユリアが仲間だとはいえ、まだ学院を全て支配したわけじゃないからな。

　完璧に信用できる相手としか行動できない。

「でも、そうすると先生と一緒にいられる時間が、また減りそうですわ」

　アニカが残念そうな顔をしながら言う。

「そのあたりは安心しろ。俺もお前たちを遠ざけるつもりはない」

「どういうことですの？」

「なるべく多くの女を楽しみたいからな、余程気に入らなければ相手にするのは一回か二回だ」

　それはつまりヤリ捨てにするということだが、アニカはそれ自体は気にした様子もなかった。

　逆に、嬉しそうに表情を緩めたほどだ。

「じゃあ、わたくしたちは特別なのですわね！」

「そういうことになるな」

　ファイルを見ても、ここに居る四人と同等以上の存在はそうないだろう。

　それに、体が良くても口が軽いような女は、仲間にはできないしな。

　情報を限定して、相手には一度きりの関係だと思ってもらうほうが良い場合もあるだろう。

「先生にとって特別な……悪くないわね」

　特別、という響きにイネスも惹かれるものがあったようだ。

　この分なら、良い返事を貰えそうだな。

　問題は、生真面目なリーゼだ。協力自体は納得させていたが、具体的にとなるとどうか。

「……私は、前にも約束したように、自分のことはもう覚悟を決めている。だが、他人……それも生徒や同僚を手にかけるのは……あまり気が進まない」

　わかっていたことだが、かなり頑固だな。

　だが、リーゼの能力は捨てがたい。

　凛々しい容姿に真面目で堂々とした性格で、女子生徒の間では人気があるんだ。

　それに加えて、剣の腕も立つ。

　仲間のなかにひとり腕のいい前衛が居ると、もし荒事になったときに魔術師の俺が全力を出せる。

　滅多なことでは荒事にしないつもりだが、何が起こるかわからないのが人の世だ。

　保険は厚いに越したことはない。

「仕方ない、ではこうしよう」

　俺は紙を一枚取り出すと、それに文言を書いていく。

「リーゼが落とすのに協力した相手には、抱く前に了承を取る。これでどうだ？」

「それなら、本人の意思は尊重されるか……わかった。だが、魔法を使って無理やり言わせるようなことはしないでほしい」

「それも、追加しておこう」

　多少の譲歩をしたことになるが、リーゼの全面的な協力を得られると思えば悪くない。

　俺はその旨を紙に追加し、彼女ににサインさせる。

「これで、私の力はテオフィールの物だ。契約が続く限り、全力を尽くすと誓おう」

　戻された紙に俺もサインし、魔法を発動させた。

　使ったのは契約の魔法で、込められた魔力が続いている限り、名前の書かれている人物は内容に逆らえない。

　もちろん、魔法を使った本人である俺も解くことはできない。

「それじゃあ、アニカとイネスにもこれを渡そう」

　ふたりにも、リーゼに渡したものを複製して渡す。

「なにか、とんでもない悪者になってしまった気分ですわね」

　もともと街に出て男を誘惑していたくらいだ。

　アニカには、こういうスリルある事態も楽しいんだろう。

「実際に、褒められたものじゃないわよ。まったく、色情魔の協力者なんて……」

　そう言ってため息をつくイネスだが、サインはきっちりとされていた。相変わらず、建て前と本心が真逆だな。

　後で褒美をやるとするか。いつものように悪態をつきながらも、喜ぶに違いない。

「確かに、受け取った」

　俺はふたりとの契約書にもサインをして魔法を使った。

　そして、最後のひとりを見る。

「後はユリアだが……今さら契約が必要か？」

　すでに、これだけの資料を集めてくれたのだ。

　もしバレたら即刻クビで、追加で訴えられもするだろうな。

　四人のなかでは最も信用できる相手だが。

「ふふっ、嬉しい言葉だけど、仲間外れも寂しいわね。あたしにも一枚ちょうだい？」

　俺が紙を渡すと、すぐにサインして送り返してきた。

　同じようにサインして、魔法を発動させる。

「これで、全員の決意が確認された」

　俺はそう言って契約書を並べると、更にもう一つの魔法を発動させる。

「なら、もうこれは必要ないな」

　ボッと音を立てて、契約の書かれた紙が一瞬で灰になる。

　契約の効果は強力だが、その紙自体は何の変哲もないただの紙だからだ。

　その光景に絶句するリーゼたち。無効化する俺の行為に、ユリアでさえ固まっていた。

「ククク、何を驚くんだ？　こんなわかりやすい証拠をいつまでも残しておくわけがないだろう」

「……っふふふ！　やっぱりあなた面白いわテオ君」

「あぁ、わたくしと先生の共同作業が……勿体ないですわ」

「い、いきなり燃やさないでよ！　びっくりしたじゃない！」

「私の苦渋の決断をあっさりと……」

　それぞれ反応を示す女たちだが、もはやそれは気にならなかった。

　俺の頭の中にあるのは、これから作り上げる学院のハーレムだ。

　高貴な身分のお嬢様たちが、俺の足元に侍る光景。

　それを想像すると、自然に口元が緩んでいた。

「さあ、始めていこうじゃないか。この学院の女を、全て俺の手に……」

　こうして、俺は野望に向けて進み始めるのだった。
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　四人の女たちから忠誠を誓われた翌日。

　俺は、さっそく獲物の選定にとりかかっていた。場所は、いつもどおりの学院長室だ。

　部屋の奥に置かれている学院長専用の椅子に、俺は堂々と座っていた。

　その時、部屋の扉が乱暴に開かれる。

「ふぅ、会議疲れたぁ……って、また来てたの？」

「ああ……ファイルを眺めるのに、ここ以上に安全な場所はないからな」

　学院長室ということもあって、用が無い人間が入って来ることもない。

　それに加えて、最近俺がセキュリティを強化した。

　今までは物理的な鍵だけだったが、それに魔法的な鍵を付け加えたのだ。

　俺が部屋に居る間は、その鍵も追加でかけることで安全を高めている。

「そこまで言うなら、ファイルもずっとここに置いておけばいいじゃない」

「見るときはここが安全だが、それ以外の場合は俺が持っていたほうが安全だ」

「相変わらず凄い自信ねぇ」

　ユリアはそう言って荷物を放り出すと、俺のほうに近寄って来た。

　きちんと着こなしていたジャケットも脱ぎ、一気にラフな格好になる。

「それで、次にテオ君の毒牙にかかる子は決まったの？」

　俺が学院長席に座っていることを咎めることもなく、背もたれに肘を付きながら覗き込んでくる。

「そうだな、この生徒はどうだ？」

　俺は目星を付けたページを開き、ターゲットを指さす。

「これは……特待生の子ね。魔法の成績では学院トップの記録を残してるわよ」

「だから、狙ったんだ。どうも最近調子に乗っているようだからな」

　添付されている資料を見れば、なるほど大した成績だった。この学院の魔法分野の記録をいくつも更新している。だが、それも所詮はこの学院の中だけの話だ。

「俺が知っている魔術師に比べたら、赤子も同然だ」

「いやいや、宮廷魔術師と比べたら可哀そうよ」

「だが、教育は必要だろう？　問題を起こしたら学院の名もに傷がつく」

　このエルレイス魔法女学院はビックネームなだけあって敵も多い。

　俺は、この学院には潰れて欲しくないからな。

「だからだよ。世間に出て恥をかく前に、俺が釘を刺してやるさ」

「それで、こっちの釘も刺そうっていうわけ？」

　ユリアはそう言うと、後ろから手を伸ばして俺の股間を触る。

「会議に行ってきたばかりで、まだ仕事が残ってるんじゃないのか？」

「良いのよ、どうせ保護者からの無理難題ばかりだもの。適当にあしらうのが一番」

「なるほど、ユリアもそれなりに苦労しているな」

　ここの生徒の保護者と言えば、資産家に権力者、各界の著名人ばかりだ。

　そいつらに正面から向き合うのだから、並大抵の苦労ではないだろう。

　俺も宮廷魔術師としてそんな奴らにあったこともあるが、毎日と考えると胃に穴が開きそうだ。

「だから、今日はテオ君とエッチなことして癒されちゃおうかなって。いいでしょ？」

「ああ、もちろんだ」

　俺は後ろに手を回すと、ユリアを目の前に引っ張り出す。

「だが、癒されるくらいで済むかはわからんぞ？」

「ふふっ、足腰が立たなくなったら明日の仕事も休めるわ」

　悪びれる様子もなくそう言いきるユリア。

「とんだ不良の学院長だな。理事長が出てきても知らんぞ？」

「大丈夫よ、今は外国に行ってるし」

　話を聞くと、この学院の創立者として外国からもアドバイスを受けようと招かれることがあるらしい。鬼の居ぬ間に……ということか。

「ねえ、早く始めましょう？　もう待ちきれないわ」

「仕方ないな、いいぞ」

　俺がそう言うと、ユリアはすぐに身をかがめる。そして、ズボンから手早く肉棒を露出させた。

「それじゃあ、いただきます！　はあむっ！」

　まだ萎えていた肉棒を一口で咥えてしまった。

　そして、柔らかいのを良いことに口の中で自在に転がし始める。

「んじゅるるる、れろぉ！　まだこのサイズだと、おちんちんも可愛いわね」

「あまりそれで楽しみ過ぎると、後で自分の首を絞めるぞ？」

「もう、怖いこと言わないでよ……ちゃんと気持ちよくさせるわ」

　そう言うと彼女はシャツのボタンを外し、その巨乳を露わにする。

「テオ君、これが好きでしょう？」

「ああ、俺の好みをよく分かっているな」

　俺は巨乳が好きだ。別に小さいものが嫌いという訳ではないが、大きいほうがいい。

　俺好みの胸には、大人の女特有の柔らかさがある。

　そして、その点でユリアは優秀だった。

「リーゼほど大きくはないけど、その分テクニックは上のつもりよ」

　そう言うと、彼女はその胸で肉棒を挟む。

「こうして、パイズリで気持ちよくしちゃうから……ふふっ」

　外側から包み込むように肉棒を揉み、刺激を与えられる。

　肉棒を擦り上げている訳ではないが、巧みな力加減で気持ちいい。

　なるほど、確かに他の女にないテクニックだ。

「遊び人を自称していただけはあるな」

　そう言うと、彼女は少し恥ずかしそうになって応えた。

「やめてよもう……テオ君に比べたら、あたしなんて子供の火遊びみたいなものじゃない」

「だが、経験があるとないとでは大違いだぞ」

「一応、褒め言葉だと思っておくわ」

　ユリアは肩をすくめてパイズリを再開した。

　まあ、男の喜ばせ方を知っているというのはやりやすい。

「そろそろ、搾り取っちゃうわね？」

　そして、ユリアが本格的に責めはじめた。

　いままでマッサージ的だった動きが、俺を射精させようという激しい動きに変わる。

　肉棒を包んだ胸を上下させ、擦るようにされると強い刺激が生まれた。

「これでもおっぱいの中に収まらないなんて、本当に大きいわね」

　奉仕の途中、ユリアがそんなことを呟いた。

　さすがの彼女の巨乳でも、大きく上下させると肉棒を包み切れないらしいな。

「でも、それならそれで考えがあるわ」

「ついでに口でしてくれるのか？」

「テオ君にはお見通しね、そのとおりよ……んちゅう！」

　胸を動かしながら亀頭を咥え、パイズリフェラをするユリア。

　ここまでされると、さすがの俺も腰に力を入れて堪えないといけない。

「んじゅるるっ、じゅずぅ、んるるるる！」

　肉棒は柔らかい胸に包まれ、亀頭は激しく舐めしゃぶられる。

　さすがに上手いな、腰が震えそうだ。

　だが、このまま責められっぱなしというのも性に合わない。

「ユリア、そこでストップだ」

　俺は彼女の肩に手を置くと、そのまま奉仕を中断させる。

「あんっ！　もう少しで射精しそうだったのに……どういうつもり？」

「今日は、全部ユリアの中で出したくなったからな」

「ッ！　それって、すごく素敵だわ」

　不満げだった表情が、一気に喜びの表情になる。

　さんざんセックスして俺の良さを教えてやったからな、当然か。

　そのまま彼女を引き起こすと、対面座位の体勢に持っていく。

　学院長を学院長席で犯すというのも、なかなか気分がいいものだ。

「入れるぞ？」

「うん……早くおちんちんちょうだいっ！」

　ユリアの願いに応えるように、俺は肉棒の上へ彼女の体を移動させる。

　亀頭が膣口へぴったりとあてがわれ、そのまま潜り込んでいく。

「やっ、はぁん！　ずぶずぶって、入ってきてるぅ！」

　俺のものを舐めて興奮していたのか、膣は十分に濡れていた。

　これなら、手加減する必要もないな。亀頭が完全に入ったところで、残りも一気に挿入する。

「いぎっ!?　い、一気に奥まで来たわ……！」

「ユリアが早く欲しいと言ったんだろう？」

「だ、だってぇ……いきなり子宮まで突くなんて……」

　膣奥への衝撃に耐えかねたように、ユリアはぐったりする。

　だが、このくらいでダウンされたら困るな。本番はこれからなんだから……。

「お前が動かないなら、勝手に体を動かすぞ？」

「はぁはぁ……大丈夫よ、あたしも動けるわ」

　ユリアは自分で腰を持ち上げると、上下に動かし始めた。

　学院長の椅子だけあってそれなりに余裕のある作りで、こうやってセックスするのにも向いている。

　徐々に腰を動かす勢いも強くなっていった。

「んっ、あんっ！　先っぽが、中をゴリゴリ削ってるぅ！」

「俺も、ユリアの中が締めつけてるのを感じるぞ」

「本当？　気持ちいい？　もう出ちゃいそう？」

　一層物欲しそうな顔で俺の顔を覗き込むユリア。

　もう、完全に快楽堕ちしているな。

　もともとこいつは与えられる快楽に弱かったが、自分で堕とした女のそんな姿を見ると燃える。

「お前が、もっと激しく腰を振って締めつければ、すぐに出してやるさ」

「じゃあ、もっと腰振っちゃうわ！」

　ユリアは乗馬でもしているかのように俺の腰の上で跳ね、膣内で肉棒をしごく。

　パンパンという肉のぶつかり合う音がより激しくなり、重厚な椅子がギシギシと悲鳴をあげた。

　さらに、俺の首に腕を回したことで至近距離で彼女の喘ぎ声が聞こえる。
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「これは、俺も負けてられないな……」

　苦笑すると、自分も腰を突き上げ始める。

「ひゃっ、あひんっ!?　あ、あたしが動いてるのにぃ！」

「なんだ、俺が動いたらダメなのか？」

「違うわよぉ……今おちんちんに突かれたら、あたしのほうが先にイっちゃう！」

「なら、ちょうどいいじゃないか」

「やっ、そんなぁ！　んうぅ！　も、もっと激しくなってる！」

　ユリアが離れないように背中に手を回すと、そのまま目の前の巨乳に舌をのばす。

「胸まで舐めっ……んああっ！　乳首責めちゃダメェ！」

　肉棒に加えて舌でも責められると、もう耐えられないらしい。

　膣内がビクビクとうごめき始めて、俺に絶頂すると伝えてくる。

「いいぞ、このままイカせてやる」

「はぁはぁ……テオ君も一緒にぃ！」

　そう言うとユリアは俺の頭に手を回して、自分の胸に押し付けてくる。

　多少息苦しいが、顔が柔肉に埋まる感覚には代え難い。

　俺はユリアをイカせるべく、激しく腰を突き上げて膣内をかき回す。

「ら、らめぇ！　おちんちんしゅごいよおおおお！」

「その意気だ。だらしなくイキ狂って、俺の射精を受け止めろ！」

「イクッ、イクッ、イクゥウウウ！　あたま真っ白になるのおおおおおっ!!」

　それそろ、俺も我慢の限界だ。

　ビクビクと絶頂する膣内に、追加で肉棒を打ち込む。

「いひぃっ！　れ、連続でイグゥ！　イッッッグウウウウウウウウ!!」

　ビュルルルルルルル！

「き、きてるっ、精液きてるううう！　子宮の中、火傷しちゃわっ！」

　ユリアはそのまま絶頂が収まるまで膣内を締めつけると、ふっと、緊張が切れたように俺へもたれかかる。

「は、ははっ……腰が抜けちゃったわ……」

「それじゃあ、後始末は出来なさそうだな」

「もう少しだけこのまま……体が戻ったらちゃんとおちんちん綺麗にするから……」

　申し訳なさそうに言うユリアに、俺は首を横に振る。

「いや、その心配はないぞ。俺はもう少し楽しむつもりだからな」

　彼女の体を抱え上げると、そのまま目の前の机の上へ押し倒す。

　そして、蕩けきった膣内に再び挿入する。

「あんっ、今イったばっかりなのにぃ！」

　言葉とは裏腹に、その声音は嬉しそうだ。

　この後も、夜が明けるまで学院長室から嬌声が絶えることはないだろうな。

　こうしていつも、学院での俺の日常は過ぎていくのだった。










あとがき




　どうも、成田ハーレム王です。『巻き込まれクラス転移　～なぜか女子クラスの転移に巻き込まれたのでハーレムつくります！～』のほうでご存知の方は、こんにちは！

　今作からの方は初めまして！




　前作『巻き込まれクラス転移』は、女子クラスと共に異世界にトリップしてしまった主人公が、その世界でなんとか奮闘していくというお話です。主人公に変わったチート能力があったので、それを使ったらハーレムまでできてしまった、という感じですね。二巻目が同時発売しておりますので、よろしければそちらも読んでいただければ幸いです。おバカっぽい話に見せかけて、意外と伏線を練ってあったりします。




　そして今作ですが、タイトルが内容の全てを表していると思います。ある意味王道なチート能力で、自分の欲望を叶えていきます。一見すると主人公はゲスのように見えるかもしれませんが、現実ではなかなか難しいことを妄想の世界で成し遂げるのが、小説の醍醐味なのかもしれません。




　すでにこの本をとっていただいた方はお分かりだと思いますが、イラストレーターのＣＡＭ様がとても良くヒロインたちを描いてくれて、可愛さとエロさがマッチした感じになっております。巨乳の書き方が大変いやらしいので、素晴らしいですね！




　２巻目もまだ続く予定です！　次目はさらに強敵が現れ、ますますいやらしいシチュエーションをお見せできると思います。ぜひとも２巻目についても、お読みいただければ幸いです。




　最後に謝辞にいきましょう。

　担当様、『巻き込まれクラス転移』に引き続き、今作も担当していただき、ありがとうございます。欲望まみれの荒唐無稽な作品かもしれませんが、根気強くお付き合いいただき、嬉しく思いました。次巻についても何卒よろしくお願いします。

　続いて、イラストを描いて下さったＣＡＭ様。キャラもイメージどおりですし、カラーの綺麗なさや挿絵のいやらしさなど、どれも素晴らしいものでした！　本当にありがとうございます。




　最後は、ここまで読んで下さった読者の方。『巻き込まれクラス転移』から今作を読んだ方も、初めて成田ハーレム王の作品に触れていただいた方も、ありがとうございます！　ＷＥＢのときから読んで下さった方は、さらに感謝いたします！




『ハーレム教師』の２巻目もお待ち下さい。あ、『巻き込まれクラス転移』のほうもぜひ、読んで下さいね……？





二〇一六年八月　成田ハーレム王











本書は「ノクターンノベルズ」（http://noc.syosetu.com/）に掲載されたものを、改稿の上、書籍化しました。

　「ノクターンノベルズ」は、「株式会社ナイトランタン」の登録商標です。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、印刷出版と異なる表記になっている場合があります。
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